
日 誌
第12巻第4号
昭和41年9月15日発行

原 著

わが国外科に及ぼしたヨーロッパ医学の影響④"阿知波五郎…（2）

杵築藩医佐野家遺文集と藤井方亭．．…………･……藤井亭己…(77ノ

第六十七回日本医史学総会記事…“…･……”………･……･…･…･(97）

雑誌文籍……“･…･･…･…･…･”…………･…･……“……(100）

例会記事･…･……･…･………･………･…･…･…･……･ ･･･(102）

通巻第1366号

日本医史 学
へ
云

東京都文京区本郷2～1

順天堂大学医学部医史学教授室内

振替口座・東京15250番



健保新採用
!

薬価基準1錠Y52:00

､

ヂニ門
'一ル・ビス(N一メチルカルバメート）

GININ

■■■■

■ﾛ■■■
ノ 目 メチル ス 力 卜ル ル メ

I I

ア=~慰撫‘樹．
』 ．や 珂

ツ名 2，6－ピリジンジ
ユ、

AI
4

．， ；￥‘判、
『 , 職 ‘ 2,

‘調.謬鷲騨懸，

ヨ

戸吻

も●

ン

NA

､F ▼

』 L 』よI ､イ ロ

鍵
､ ,繩
､稽; .鰊

評
１
劃
可
弛
癖
睡

メ夕

鼎

内
記

心
ロ
４

蝿

戚

’
邦
画 蕊職綴i牌俸郵瓦嘱駒

’

』今L
B具■Vu

製造発売元

万有製薬株式会社



第17回日本医学会総会会員募集（第1次公告）

期 間昭和42年4ﾉ］1．2．3日（うち3月30･31日、4月4 ．5日は分科会）
開催地名古屋市

総会内容学術集会総会講演（日本人57題外国人 15題）←

シンポジュウム（80題）

その他 学術展示、医療機械医薬品展示、図書展示、公開展示
医学映画映写など

日 程4月1日開会式（午前）学術集会（午後）

2日学術集会

3日学術集会 閉会式

学術展示会、その他の展示会などの偶物は3月30日から4月5日まで

入会方法所定の振替口座用紙（第17回日本医学会総会入会申込書）にご記入のう

え総会事務局宛お申し込みください。会費振り込みと同時におり返し会

員証及び資料引換券をお送りいたします。

▲会費 会員2,000円 家族会員500円

▲第17回日本医学会総会会誌定価1,500円（昭和42年12月発行予定）

入会申込書の所定の箇所にご記入の上お申し込み下さい。

▲振替口座用紙日本医師会発行「日医ニュース」添附（教室、医局に

も備えてありますが総会事務局宛所要枚数をご請求くださってもけつ

こうです）

▲申込期日昭和41年4月1日から

昭和41年12月31日までに申し込まれた方には昭和42年2月中にプロクﾞ

ラムを発送します。総会開催時の申し込みは業務の混乱が予想されま

すのでできるだけ昭和41年12月31日までにお申し込みください。

行 事レクリエーション、観光・見学などの内容については決定次第「風見烏

ニュース」でお知らせします。宿舎・観光・見学は日本交通公社に申し

込んでいただく予定です。

昭和41年3月

第17回日本医学会総会 会
副

頭 故

頭

勝沼

神田

萩野

橋本

精蔵

善吾

抑太郎

義雄

会

準備委員長

連絡場所第17回日本医学会総会事務局

名古屋市昭和区観舞町65名古屋大学医学部内 需話(741)2111(大代表）

4086（直通）
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新
刊
紹
介

］
○
冒
司
局
巳
８
国
州
・
息
①
○
国
四
ａ
⑦
．
言
房
○
国
封

㈲
的
①
庁
ｇ
＆
閃
①
匙
冒
鴨
》
甘
言
①
困
尉
さ
ｑ
ａ
も
彦
淵
ご
‐

一
○
ｍ
〕
》
達
四
国
」
①
』
〕
註
○
口
》
』
＠
つ
③
。

フ
ル
ト
ン
教
授
が
一
九
三
○
年
に
著
作
、
出
版
し
た
本
書
が
今
回
エ
ー
ル

大
学
の
医
史
学
助
教
授
ウ
ィ
ル
ソ
ン
氏
に
よ
っ
て
増
補
さ
れ
て
新
た
に
刊
行

さ
れ
た
。
フ
ル
ト
ン
教
授
の
こ
の
著
に
つ
い
て
は
い
ま
さ
ら
言
う
ま
で
も
な

I I
原
著

わ
が
国
外
科
に
及
ぼ
し
た
ョ
－
口
シ
バ
医
学
の
影
響
（
四
）

１
１
１
１
１
１
１
１

（
第
六
回
日
本
医
史
学
会
総
会
特
別
講
演
原
著
）

く
、
い
わ
ゆ
る
洛
陽
の
紙
価
を
高
か
ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
で
も
い

ち
早
く
翻
訳
さ
れ
て
、
原
島
進
博
士
が
「
フ
ル
ト
ン
生
理
学
史
粋
」
と
題

し
、
昭
和
八
年
に
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
フ
ル
ト
ン
教
授
は
か
ね
て
か
ら
本
書

の
改
訂
を
意
図
さ
れ
た
よ
う
で
、
そ
の
た
め
の
草
稿
も
大
分
書
か
れ
て
あ
っ

た
と
い
う
、
惜
し
い
こ
と
に
フ
ル
ト
ン
教
授
は
六
年
前
に
な
く
な
っ
た
た

め
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
助
教
授
が
そ
の
遺
稿
を
整
理
し
て
新
版
を
出
し
た
。
新
版

は
旧
版
に
比
し
、
体
温
調
節
、
腎
臓
、
性
生
殖
、
内
分
泌
、
ホ
ン
モ
ン
の
五

章
を
加
え
て
い
る
（
大
鳥
蘭
三
郎
）

阿

知

波
五

郎
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③
炎
症
論

そ
の
炎
症
論
も
「
血
積
、
血
欝
」
の
号
目
且
ｏ
な
論
で
あ
る
。
従
っ
て
、

ジ
ギ
タ
リ
ス

剛
実
寺
文
答
利
斯
の
よ
う
な
強
心
剤
を
使
用
し
て
欝
血
を
去
る
。

㈲
潟
血
、
刺
絡
が
な
お
慣
用
さ
れ
る
。
又
水
蛭
、
吸
角
に
よ
っ
て
も
目
的
を
達
す
る
と
す
る
Ｏ

脚
そ
の
意
味
か
ら
発
泡
膏
、
打
膿
方
も
慣
用
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
力
学
的
に
一
凡
っ
た
局
処
の
テ
ン
シ
ョ
ン
除
去
が
主
眼
で
あ
る
。

①

又
、
倣
衝
病
（
炎
症
）
に
は
繊
素
の
増
殖
を
認
め
る
。
勿
論
、
細
菌
発
見
前
で
あ
る
の
で
化
膿
の
章
に
は
「
化
膿
は
総
て
倣
衝
に
よ
り
て
誘

出
さ
る
る
者
」
で
あ
る
が
、
化
膿
の
本
質
の
追
求
が
な
い
。
「
組
織
内
に
彦
出
つ
る
血
水
の
、
半
は
吸
取
ら
れ
、
半
は
膿
球
に
混
り
て
膿
水

③

わ
が
幕
末
か
ら
明
治
初
年
に
は
ド
イ
ツ
の
十
九
世
紀
前
半
の
外
科
か
ら
⑦
の
。
畠
蜀
凰
の
』
骨
彦
Ｆ
ｏ
昌
伽
の
冒
昌
の
望
閂
届
置
Ｉ
』
雪
印
の
外
科
を
受

容
し
た
。
《
《
函
凹
己
冒
呂
巳
の
『
ｇ
片
目
四
①
．
。
》
］
謡
、
が
そ
れ
で
、
そ
の
第
二
巻
は
一
八
六
七
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
訳
本
で
あ
る
「
外
科

医
法
」
舜
海
佐
藤
尚
中
訳
述
謹
砿
翫
毒
湘
癖
群
室
繩
全
三
十
七
冊
（
著
者
蔵
）
の
序
（
続
豊
徳
）
に
よ
る
と
、
「
求
其
精
身
歴
遊
五
方
以
事
実
験

逐
更
有
所
発
明
以
出
新
意
焉
」
と
あ
る
。
ス
ト
ロ
ー
マ
ィ
エ
ル
は
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
に
生
れ
、
そ
の
地
の
外
科
医
学
校
に
学
び
、
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
に

二
年
、
ベ
ル
リ
ン
に
半
年
学
び
、
さ
ら
に
ウ
ィ
ー
ン
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
た
。
「
歴
遊
五
方
」
と
は
こ
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

本
に
は
病
理
解
剖
を
基
盤
と
し
た
外
科
学
だ
と
い
っ
て
も
、
両
邑
○
一
烏
ぐ
胃
彦
ｏ
君
屋
陰
１
岳
冨
の
細
胞
病
理
学
（
一
八
五
八
）
は
、
こ
の
本
に
は

出
て
い
な
い
が
、
細
胞
該
当
事
項
が
あ
る
。
十
二
巻
二
十
丁
（
外
科
医
法
）
に
］
・
冨
口
胃
①
“
冒
昌
①
獄
屋
白
！
』
誤
函
の
癌
の
分
類
（
六
種
）
が
載

っ
て
い
る
。

(1)

「
外 七

病
理
解
剖
を
基
盤
と
し
た
外
科
学
の
受
容

科

医
法
」
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②

帳
繩
繩
、
唖
曄
珪
轆
か
娠
稗
膿
」
と
な
る
。
「
倣
衝
（
炎
症
）
の
た
め
に
漉
出
さ
れ
た
る
繊
素
の
、
凝
れ
る
物
は
、
溶
け
す
し
て
瘡
内
に
止
り
、

③

則
ち
膿
塊
と
な
る
な
り
」
の
程
度
の
記
述
で
あ
る
。
「
近
頃
の
人
身
窮
理
科
に
い
へ
る
に
は
、
膿
球
の
大
さ
は
血
球
に
倍
す
。
血
球
さ
へ
毛
腓

の
壁
面
を
通
し
出
る
こ
と
能
は
ず
。
況
や
膿
球
の
肺
壁
よ
り
入
り
て
、
血
に
混
る
理
あ
ら
ん
や
と
、
此
説
を
破
る
は
難
き
事
に
も
あ
ら
ず
。
夫

は
膿
球
は
軟
か
に
し
て
砕
け
や
す
く
、
必
す
砕
て
血
中
に
入
る
者
な
れ
ば
、
か
固
る
病
人
の
正
し
く
膿
の
吸
入
ま
れ
し
血
を
、
顕
微
鏡
に
て
観

る
と
膿
球
を
見
す
。
砕
け
た
る
膿
球
の
吸
込
ま
れ
て
血
中
に
あ
ら
さ
る
こ
と
は
、
大
静
豚
中
に
膿
を
醸
し
ぬ
る
者
と
、
静
詠
中
に
膿
を
射
注
み

し
者
と
に
て
明
ら
か
な
り
。
」
従
来
の
化
膿
の
論
証
よ
り
は
近
代
的
で
あ
る
が
、
尚
、
コ
ン
ハ
ィ
ム
の
説
は
採
っ
て
い
な
い
。
前
述
の
よ
う
に

④
⑤

細
菌
の
記
事
は
な
い
が
、
細
菌
思
想
を
「
伝
染
毒
」
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
「
良
膿
の
極
微
な
る
小
穎
」
は
膿
球
か
、
又
は
細
菌
に
該
当
す
る

⑥

も
の
を
意
味
す
る
か
不
明
で
あ
る
。
病
院
に
創
傷
感
染
患
者
を
雑
居
せ
し
め
る
と
「
其
空
気
を
換
新
た
に
せ
ざ
れ
ば
、
一
種
の
伝
染
毒
を
、
病

室
に
醸
出
す
」
こ
れ
に
は
「
病
院
壊
死
」
の
章
を
設
け
て
、
創
の
感
染
を
論
じ
て
い
る
。
侭
目
園
醇
旨
弓
の
①
日
日
の
冒
爵
の
岳
房
ｌ
岳
忠
の
「
産

褥
熱
」
（
一
八
四
七
）
の
記
載
前
後
の
本
だ
け
に
興
味
深
い
。

⑥
腫
瘍
論

腫
瘍
は
「
刺
衝
（
刺
戟
）
に
応
じ
て
生
す
る
」
と
な
す
。
腫
瘍
論
は
「
肥
太
産
物
論
」
と
訳
し
て
い
る
。
飽
迄
ラ
ィ
デ
ン
学
統
時
代
の
力
学

⑦

③

的
な
障
碍
と
す
る
。
こ
れ
を
顕
微
鏡
的
検
索
に
よ
っ
て
「
産
物
は
顕
微
鏡
に
て
観
、
又
舎
密
方
に
て
験
す
に
、
其
成
分
は
尋
常
の
組
織
に
変
る

こ
と
な
し
。
数
房
（
細
胞
）
、
繊
維
、
血
豚
、
神
経
よ
り
成
て
、
晋
素
、
繊
素
、
膠
脂
塩
を
含
め
り
、
こ
れ
と
是
等
の
集
り
と
結
構
た
る
器
な
れ

セ
ル
レ
ン

と
、
吾
体
の
器
と
は
同
じ
か
ら
ず
。
宜
な
る
か
な
、
非
常
産
物
の
名
あ
る
こ
と
」
、
こ
こ
で
明
ら
か
に
細
胞
を
「
数
房
」
と
し
て
挙
げ
て
い

⑨

る
。
腫
瘍
の
治
療
に
は
ス
ト
ロ
ー
マ
イ
エ
ル
の
前
任
者
呼
冒
冨
乱
ぐ
。
ロ
侭
品
９
房
。
丙
〕
邑
？
雪
の
手
術
法
を
挙
げ
て
「
ラ
ン
ゲ
ン
ヘ
ッ
キ
は
睾

丸
に
生
た
る
海
綿
腫
を
は
、
其
睾
丸
を
別
出
し
て
全
治
を
収
め
し
と
云
け
る
」
、
別
出
を
す
す
め
る
。

前
述
の
ミ
ュ
レ
ル
の
癌
の
分
類
（
六
種
）
に
し
て
も
、
主
に
肉
眼
的
の
も
の
で
、
僅
か
に
顕
微
鏡
的
に
小
穎
を
認
め
て
い
る
。
今
、
随
癌
の

⑩

顕
微
鏡
所
見
を
挙
げ
れ
ば
「
其
織
な
せ
る
質
は
甚
だ
異
な
り
、
又
其
質
の
軟
な
る
所
あ
る
に
て
も
、
他
の
癌
腫
に
別
す
へ
し
。
中
に
は
単
性
癌

に
略
々
類
す
る
者
あ
り
て
、
軟
か
き
繊
維
に
て
織
成
し
た
る
其
織
眼
一
房
華
碓
醍
咋
誠
拳
の
い
り
て
成
る
者
な
り
」

（ 4 ）



③
内
容

前
記
「
砲「砲

ス
ト
ロ
ー
マ
イ
エ
ル
は
軍
陣
外
科
の
大
家
Ｂ
２
①
且
Ｉ
聾
幽
盲
目
一
房
震
）
で
あ
り
、
一
八
六
六
年
と
一
八
七
○
‐
’
一
八
七
一
年
の
戦
傷
患
者
の

経
験
は
大
き
く
、
従
っ
て
、
そ
の
軍
陣
外
科
の
著
書
篤
厚
岳
言
匡
晶
①
ロ
夢
の
局
幣
冒
、
甥
署
巨
且
の
昌
冒
］
・
扇
孟
：
ｚ
煙
。
三
国
噛
国
巨
烏
日
冒
“
×
目
①
邑

邑
の
獄
犀
一
①
硬
の
胃
昏
冒
冒
駕
診
》
（
出
自
己
。
ぐ
の
鄙
）
が
出
版
さ
れ
、
こ
れ
が
、
わ
が
佐
藤
舜
海
尚
中
重
訳
羅
斯
篤
魯
黙
児
砲
瘻
論
」
上
下
二
冊
（
出
版
年

代
不
明
、
著
者
蔵
）
と
も
な
る
。
尤
も
こ
の
《
《
厚
岳
胃
匡
品
①
ロ
ゞ
は
冨
画
。
９
頁
目
。
に
よ
っ
て
英
訳
さ
れ
《
《
Ｚ
。
§
“
己
３
８
斤
８
○
国
、
旦
幽
ロ

目
吾
巳
幽
ロ
。
の
普
品
①
○
口
》
）
（
届
。
）
に
も
な
っ
て
い
る
良
書
で
あ
る
。

、
本
書
の
う
ち
最
も
特
記
す
べ
き
事
項

⑬
エ
ェ
テ
ル
コ
ロ
ー
ル
ホ
リ
ュ
ム

鎮
痛
を
い
か
に
し
た
か
で
あ
る
。
「
麻
方
」
の
章
に
は
「
亜
的
爾
と
格
魯
爾
甫
留
」
の

プ
ソ
ン
、
其
慈
奥
を
開
き
て
世
に
弘
め
し
よ
り
、
普
く
用
ひ
る
こ
と
と
は
な
り
に
け
り
」
、

エ
エ
テ
ル
コ
ロ
ー
ル
ホ
リ
ユ
ム

「
亜
的
爾
と
格
魯
爾
甫
留
」
の

⑥
日
本
外
科
史
的
意
義

セ
ル
レ
ン

要
す
る
に
、
そ
れ
迄
の
外
科
学
に
較
べ
て
劃
然
と
区
別
さ
れ
う
る
。
と
く
に
細
胞
を
「
数
房
」
と
訳
し
、
癌
細
胞
と
想
像
さ
れ
る
も
の
を

「
小
穎
」
と
し
、
ミ
ュ
レ
ル
の
癌
の
分
類
が
現
れ
、
特
に
鎮
痛
（
麻
方
）
に
全
身
麻
酔
法
が
記
載
さ
れ
、
又
、
解
剖
（
病
理
解
剖
）
、
止
血
（
結

紮
）
の
三
要
項
が
略
整
い
、
た
だ
制
腐
を
認
め
な
い
ま
で
に
立
至
っ
た
。

な
記
載
で
あ
る
。

⑪

癌
の
治
療
は
摘
出
と
す
る
。
「
施
術
は
通
例
癌
腫
を
残
ら
ず
尽
く
別
出
得
へ
き
者
に
こ
そ
要
あ
る
な
り
。
さ
れ
と
癌
の
驚
く
ま
で
大
き
く
な

り
て
、
根
よ
り
別
出
し
か
た
し
と
て
捨
置
な
ぱ
次
第
に
腐
り
こ
み
、
病
者
速
に
死
す
へ
く
な
む
思
か
な
」
・
表
面
の
癌
、
皮
膚
癌
の
よ
う
な
も

の
に
は
腐
蝕
剤
を
使
っ
て
い
る
。
淋
巴
腺
に
よ
る
転
移
の
記
載
は
な
い
。

(2)

砲
痩
論

瘻
論
」
に
は
そ
の
巻
頭
に
「
千
八
百
四
十
九
年
吾
国
セ
ネ
マ
ル
カ
国
と
確
執
起
り
、
予
医
長
を
奉
り
て
ス
レ
ー
ス
ウ
エ
ー
キ
ホ
ル

記
載
が
あ
っ
て
「
千
八
百
四
十
九
年
、

〕
る
こ
と
と
は
な
り
に
け
り
」
、
全
身
麻
酔
法
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

仏
国
の
シ
ン

こ
れ
ば
重
要

（ 5 ）



⑥
続
発
症

本
訳
書
の
特
徴
は
砲
創
と
い
っ
て
も
、
主
と
し
て
骨
傷
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
治
療
の
主
テ
ー
マ
は
当
時
と
し
て
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら

感
染
で
あ
る
。

⑥
評
価

＠
感
染
予
防
法

感
染
予
防
は
安
放
法
、
防
鰍
法
、
誘
導
法
の
三
つ
に
分
つ
。
安
放
法
と
い
う
の
は
、
局
処
の
安
静
で
あ
る
。
刺
絡
の
棄
て
難
い
こ
と
を
述
べ

水
蛭
、
刺
開
を
も
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ラ
ィ
デ
ン
学
統
の
医
学
思
想
は
尚
連
り
が
あ
っ
て
、
潟
血
と
共
に
、
そ
の
意
味
か
ら
寒
番
法
を

奨
め
る
。
さ
ら
に
琶
布
と
、
重
症
な
局
処
に
は
切
断
を
敢
行
す
る
。
第
三
の
誘
導
法
は
先
づ
切
開
法
を
行
い
、
次
で
誘
導
法
に
よ
っ
て
膿
汁
の

排
出
に
つ
と
め
、
感
染
の
拡
大
を
防
ぐ
。
又
、
他
患
者
か
ら
の
感
染
予
防
が
重
要
で
あ
る
と
す
る
。

な
り
」
と
な
っ
て
い
る
。

因
で
あ
る
。

、
成
立

又
、
本
訳

「
続
発
の
倣
衝
は
「
特
に
骨
傷
の
み
に
て
起
る
も
の
な
ら
す
。
折
骨
の
鋭
尖
皮
肉
に
触
れ
て
其
勢
を
熾
に
す
る
も
の
な
り
」
炎
症
の
原
因
を

器
械
的
な
も
の
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
病
院
に
て
は
膿
毒
を
醸
し
て
傷
者
に
染
伝
ふ
。
是
こ
と
さ
ら
に
危
き
一
症
に
て
、
是
に
罹
り
死
す

る
こ
と
あ
る
は
予
屡
々
実
験
せ
り
」
従
っ
て
「
膿
毒
の
伝
染
を
防
く
を
以
て
肝
要
と
す
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
砲
弾
破
片
と
留
弾
が
原

何
れ
に
し
て
も
、
ス
ト
ロ
ー
マ
ィ
ェ
ル
の
本
は
当
時
旨
冨
ご
ロ
國
苛
号
】
多
目
①
患
ｇ
富
。
言
弓
罵
１
畠
角
や
前
記
ラ
ン
ゲ
ン
ベ
ヅ
ク
と
共
に
有

⑭

名
で
、
「
二
十
年
前
ま
で
は
、
英
仏
の
外
科
医
方
、
万
国
に
長
せ
し
を
、
此
ス
ト
ロ
メ
ー
ル
と
ヂ
フ
ヘ
ン
ハ
ッ
ク
の
両
傑
、
独
乙
国
に
起
り
て

よ
り
外
科
術
も
復
ひ
、
万
国
に
勝
れ
た
り
」
と
云
っ
て
い
る
。

ス
テ
ィ
ン
の
軍
隊
に
在
て
野
戦
に
赴
き
、
親
し
く
二
千
余
の
傷
者
を
療
せ
し
に
、
皆
奇
異
の
変
症
を
生
し
て
、
全
く
尋
常
の
創
庚
に
異
な
り
し

⑮
⑯

本
訳
書
の
成
立
し
た
の
は
序
（
続
豊
徳
）
に
「
吾
友
佐
藤
泰
卿
嘗
瀞
長
崎
得
此
書
於
阿
蘭
人
百
朋
者
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
「
和
蘭
乃
医

（ 6 ）



官
ポ
ン
ペ
、
ハ
ン
、
メ
ー
ル
デ
ル
ホ
ー
ル
ト
氏
台
命
を
奉
り
て
長
崎
に
来
り
、
生
徒
を
海
し
に
外
科
医
方
を
は
此
耆
に
よ
り
て
伝
へ
た
り
。
余

も
亦
吾
公
の
命
に
応
し
て
、
彼
地
に
至
り
、
其
講
筵
に
侍
り
け
る
に
別
れ
に
臨
み
て
、
此
書
を
遣
り
て
」
云
々
と
あ
る
。

尚
、
当
時
幕
末
し

嘩
仲
秋
大
槻
俊
斉
顎

③
「
銃
創
哨
言
」

当
時
幕
末
と

(3)巻
本
と
な
り
、
そ
れ
を
蘭
訳
し

回
「
銃
創
瓊
言
」
の
特
徴

こ
の
「
銃
創
墳
言
」
の
特
徴

の
特
徴

Ⅷ
原
著
及
び
原
著
者

セ
リ
ウ
ス

を
ス
ト

「
銃
創
哨
言
」
の
著
者
は
、
そ
の
凡
例
に
よ
る
と
「
此
書
ハ
西
医
設
劉
私
著
ハ
ス
所
ノ
外
科
書
、
及
ビ
模
斯
篤
医
事
韻
府
書
中
ノ
創
傷
篇
二

就
テ
、
其
銃
創
部
ヲ
摘
出
シ
抄
訳
ス
ル
者
ナ
リ
」
で
あ
る
。
設
劉
私
と
は
昌
煙
蝕
昌
壹
自
］
。
晩
の
号
ぐ
。
。
ｇ
の
冒
唖
・
弓
程
１
房
認
で
、
「
設
劉
私

著
ハ
ス
所
ノ
外
科
書
」
と
は
含
爵
己
宮
島
号
『
ｇ
冒
且
の
．
園
巨
目
Ｒ
ご
鱈
旨
。
胃
冨
一
く
。
『
一
①
切
巨
畠
①
目
》
々
西
①
己
①
弓
①
品
、
岳
隠
ｌ
畠
麗
も
園
の
、
Ｇ

Ｐ
昼
罵
鴨
由
シ
巨
爵
鴨
岳
雪
）
で
あ
る
。
こ
の
本
は
最
も
よ
く
行
れ
た
も
の
で
十
一
ケ
国
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
訳
は
⑦
僧
も
。
巳
が

訳
し
、
一
八
三
二
’
一
八
三
七
年
の
間
に
な
さ
れ
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
又
「
模
斯
篤
医
事
韻
府
書
」
と
い
う
の
は
緒
方
洪
庵

の
「
病
学
通
論
」
な
ど
を
は
じ
め
、
当
時
よ
く
引
用
さ
れ
た
本
で
、
⑦
①
。
品
田
骨
身
一
号
冨
○
黒
．
ご
程
ｌ
岳
呂
で
ゲ
ヅ
チ
ン
ゲ
ン
の
教
授
と
な
っ
た

人
、
そ
の
著
《
向
ロ
。
望
匡
。
忌
島
の
号
Ｈ
頤
の
の
色
目
目
ｇ
ｇ
８
．
ロ
．
・
屋
Ｈ
犀
四
〆
威
〕
扁
目
鞘
←
冨
麓
》
屋
署
唖
犀
具
一
‐
で
あ
る
。
（
尤
も
別
に
《
両
国
。
］
西
。
風
呂
①

号
『
鴨
“
四
日
目
①
口
碑
色
画
爵
愚
国
の
涛
匡
目
の
雪
》
Ｆ
ご
烏
．
届
駕
１
色
も
あ
る
。
）
蘭
訳
は
○
の
切
巳
蔦
の
が
完
成
し
た
《
向
ロ
。
苞
。
穏
島
、
呂
弓
。
ｏ
ａ
ｍ
号
。
鼻

号
『
も
国
。
号
。
胃
⑦
ｇ
の
①
、
１
．
国
の
巴
，
ぐ
の
引
き
の
官
且
の
》
息
毘
の
（
著
者
蔵
）
で
、
こ
れ
は
、
も
と
も
と
国
口
直
“
且
〉
の
］
ｏ
匡
目
具
に
連
載
さ
れ
て
後
、
二

巻
本
と
な
り
、
そ
れ
を
蘭
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
セ
リ
ウ
ス
と
モ
ス
ト
の
本
（
創
傷
篇
中
銃
創
部
の
抄
訳
で
あ
る
）
か
ら
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
訳
本明

治
初
期
の
国
防
と
国
内
戦
上
の
必
要
か
ら
、
戦
傷
外
科
書
の
訳
本
が
他
に
も
現
れ
た
。
そ
れ
は
「
銃
創
瓊
言
」
暴
砕
毒

大
槻
俊
斉
訳
（
著
者
蔵
）
と
「
創
瘻
新
説
」
率
転
読
認
霜
伝
吐
一
幸
噸
評
垂
一
口
癖
鯉
恥
需
擁
網
》
癖
率
華
応
（
著
者
蔵
）
で
あ
る
。

は
「
外
科
医
法
」
よ
り
十
一
年
古
く
且
、
片
々
た
る
小
冊
子
（
二
十
九
丁
）
で
は
あ
る
が
、
弾
道
か
ら
、
貫
通
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骨
傷
に
蝿
「
野
朧
諏
師
多
都
ノ
圧
定
柏
（
第
六
図
）
及
ビ
木
製
ノ
大
副
木
ヲ
用
ヒ
テ
、
纒
繧
帯
、
湊
合
帯
ヲ
施
ス
ベ
シ
」
又
「
股
脚
ノ
骨

⑳

デ
サ
ウ
ル
ト
ポ
イ
エ
ル
ス
サ
ウ
テ
ル
ス

傷
ニ
ハ
特
騒
爾
多
都
ノ
副
木
、
或
ハ
背
耶
爾
鄙
騒
的
爾
鄙
ノ
器
械
ヲ
用
ヒ
テ
、
不
断
其
部
ヲ
學
伸
ス
ル
ハ
、
尤
欠
ク
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ノ
要
法
ト
ス
」

器
械
副
木
、
特
殊
纈
帯
法
等
具
体
的
（
附
録
図
二
葉
）
で
あ
る
。
殊
に
股
骨
頚
の
骨
傷
は
「
正
伸
法
」
を
行
っ
て
い
る
。

器
械
副
木
、
特
殊

‐
⑳

銃
創
か
ら
響
裂
創
（
挫
滅
創
）
、
神
経
血
管
損
傷
、
骨
傷
、
内
臓
創
ま
で
、
記
述
が
正
確
で
あ
る
。
射
入
口
を
「
呑
口
」
と
し
、
射
出
口
を

「
吐
口
」
と
い
う
。
銃
創
を
切
開
し
て
異
物
（
留
弾
の
み
に
限
ら
ず
、
法
糠
羅
参
罐
識
鐸
脾
癖
確
琴
瘤
森
玲
衣
片
、
骨
片
、
鉛
片
、
鉄
片
）

⑱
⑲

を
摘
出
す
る
こ
と
を
第
一
と
し
て
い
る
（
倣
衝
予
防
）
。
「
出
血
甚
シ
キ
ガ
為
二
、
肺
管
ヲ
暴
露
シ
結
紮
」
す
る
も
の
も
あ
る
。

⑥
「
創
瘻
新
説
」

目
四
肢
裁
断

訳
か
ら
の
重
訳
で
あ
る
。
岸

ル
フ
ィ
ア
の
瀞
軍
①
夙
○
目
蔭

な
い
。
追
っ
て
後
述
す
る
。

「
創
瘻
新
説
」
（
前
出
）
は
ア
メ
リ
カ
の
有
名
な
外
科
医
静
日
巨
巴
ロ
“
ぐ
昼
⑦
Ｈ
ｏ
ｍ
ｍ
届
急
ｌ
岳
忠
の
倉
少
の
曽
の
日
。
陵
巨
晶
の
周
冒
冨
昏
。
ざ
四
・
巴
、

島
畠
ロ
。
“
胃
》
吾
①
『
ｇ
①
畠
。
》
四
目
８
①
国
牙
①
・
電
》
届
留
で
、
こ
の
本
は
六
版
（
届
紹
）
ま
で
出
て
世
評
を
買
っ
た
。
そ
れ
を
島
村
鼎
甫
が
な
し
た
蘭

訳
か
ら
の
重
訳
で
あ
る
。
グ
ロ
ス
は
ア
メ
リ
カ
の
イ
ー
ス
ト
ン
の
生
れ
、
一
八
三
九
年
に
ア
メ
リ
カ
最
初
の
病
理
学
書
を
著
し
、
後
フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
の
瀞
軍
の
尻
。
目
医
科
大
学
の
外
科
教
授
に
な
っ
た
人
。
こ
の
本
が
幕
末
、
明
治
初
年
迄
に
日
本
外
科
に
与
え
た
影
響
は
他
に
比
類
が

単
独
剥
離
し
て
結
紮
し
て
い
る
。

㈹
止
血
、
外
物
除
去
、
創
口
接
合
、
倣
衝
、
膿
毒
、
破
傷
風
の
予
防
法
を
説
い
て
い
る
。

㈲
創
口
接
合
は
絆
膏
同
定
と
縫
合
で
あ
る
。
判
創
膏
は
コ
ロ
ロ
ヂ
オ
ン
と
英
国
製
絆
創
膏
を
使
用
し
て
い
る
。
と
く
に
絆
創
膏
の
製
法
な
ど

に
詳
し
い
。

仙
骨
傷

⑳

麻
酔
の
記
載
は
な
い
が
阿
芙
蓉
を
愛
用
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
全
く
理
論
は
な
く
、
銃
創
に
関
す
る
実
際
書
で
あ
る
。

、

四
肢
徴
断
の
適
応
判
定
の
章
を
見
る
と
股
関
節
離
断
術
が
あ
り
、
又
藏
断
術
に
は
「
ト
リ
ネ
ヶ
ッ
ト
」
（
螺
旋
止
血
帯
）
を
施
し
、
動
肘
を
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例
縫
合
に
は
結
紮
縫
合
、
纒
絡
縫
合
（
欠
唇
縫
合
）
、
綴
皮
縫
合
、
爽
翻
縫
合
（
会
陰
縫
合
）
、
金
線
縫
合
（
又
は
銀
線
縫
合
）
し
、
何
れ

日

日

１

４

０

Ｉ

ず

い

ヂ

ロ

マ

勺

口

■

■

邑

勾

も
図
示
（
附
録
図
）
し
て
い
る
。
絆
創
膏
固
定
が
最
近
、
小
創
に
再
び
慣
用
さ
れ
出
し
た
の
は
皮
肉
な
現
象
で
あ
る
。
創
の
治
癒
経
過
に
従
っ

⑳

て
、
第
一
期
癒
合
と
第
二
期
癒
合
肉
芽
発
生
に
分
け
て
い
る
。
乳
癌
手
術
に
腋
下
腺
を
併
せ
て
裁
除
す
る
。
と
く
に
鰍
衝
（
炎
症
）
に
よ
っ
て

⑳

愈
着
す
る
状
態
を
述
べ
て
、
創
は
多
少
の
倣
衝
と
形
器
素
の
彦
出
に
よ
っ
て
癒
る
と
し
、
「
此
形
器
素
は
己
に
渉
出
し
た
る
初
め
先
、
創
口
の

、
、
、
、
、
、
、
、

両
面
に
附
着
し
て
癒
合
質
と
な
り
随
て
、
漸
く
有
核
の
細
胞
体
に
化
し
以
て
繊
維
組
織
を
形
る
も
の
と
す
」
と
あ
っ
て
、
前
二
書
と
趣
を
異
に

し
て
い
る
。
そ
し
て
「
細
胞
体
」
の
文
字
が
出
て
く
る
。

同
止
血
は
「
ト
リ
ネ
ケ
ヅ
ト
」
を
使
用
し
て
受
傷
部
の
上
際
を
縛
し
、
「
豚
管
を
分
け
鉗
む
へ
し
」
で
あ
る
。
そ
し
て
梛
紮
（
結
紮
）
す

マ
（
》
Ｃ

⑳
、
、
、
、

㈱
「
傷
処
の
燃
衝
盛
な
る
者
は
蟆
針
を
貼
し
沃
陳
丁
幾
を
用
い
へ
し
」
沃
陳
丁
幾
、
鉛
糖
水
を
使
用
し
て
い
る
。

⑳

㈹
又
、
瓦
斯
壊
疽
を
想
は
し
め
る
「
壊
疽
症
に
陥
り
や
す
く
し
て
四
肢
の
徴
断
術
を
施
す
へ
き
者
多
し
」
と
す
る
ｃ

㈹
砲
創
、
銃
創
に
つ
い
て
の
記
述
は
詳
し
い
・
銃
器
の
種
類
と
そ
れ
に
応
じ
た
射
入
口
、
射
出
口
の
所
見
が
明
示
し
て
あ
る
の
は
珍
ら
し
い
。

⑳

と
く
に
近
接
射
入
口
を
「
火
薬
の
焦
著
し
た
る
弾
の
抵
触
に
由
り
て
、
其
囲
り
に
藍
黒
色
の
班
痕
を
始
す
も
の
な
り
、
又
放
射
の
距
離
甚
近
き

時
は
火
薬
の
粒
子
も
倶
に
皮
層
に
折
入
し
て
其
組
織
を
荒
蕪
す
る
こ
と
あ
り
」
こ
れ
は
法
医
学
史
上
に
も
意
味
が
あ
る
。

⑳

㈱
し
か
し
、
腹
部
損
傷
に
つ
い
て
は
「
若
し
腸
の
破
綻
腸
内
に
あ
れ
は
糞
汁
を
漏
す
に
由
り
て
、
其
利
衝
に
甚
し
く
、
其
為
に
患
者
を
危
険

に
陥
い
ら
し
む
る
こ
と
多
し
、
但
し
此
症
は
唯
適
宜
の
阿
芙
蓉
を
内
服
せ
し
め
て
痛
を
鎮
め
、
害
ら
其
糞
汁
の
漏
泄
を
防
ぐ
の
外
決
し
て
他
の

策
な
き
な
り
」
無
策
で
あ
る
こ
と
を
示
す
、
腹
部
、
殊
に
胃
腸
吻
合
術
（
ピ
ル
ロ
ー
ト
一
八
八
一
年
）
前
の
こ
と
で
あ
り
当
然
で
あ
る
。
た
だ

砲
傷
に
は
刺
絡
を
行
う
こ
と
は
稀
だ
と
し
て
い
る
の
は
時
代
の
せ
い
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
化
膿
創
患
者
の
取
扱
は
現
在
の
伝
染
病
患
者
と
同
じ

で
あ
る
句

側
要
す
る
に
軍
陣
外
科
害
と
し
て
は
出
色
の
も
の
、
蘭
学
と
し
て
ア
メ
リ
カ
外
科
を
受
容
し
た
の
は
特
筆
に
値
す
る
。
し
か
し
害
中
、
明
ら

⑳

か
に
「
以
下
此
号
を
記
す
る
条
ハ
皆
ス
ト
ロ
ー
メ
ル
氏
軍
局
医
注
中
の
新
説
」
を
と
っ
た
旨
の
記
載
が
あ
る
。
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し
か
し
。
真
の
グ
ロ
ス
の
外
科
書
を
採
っ
た
の
は
「
外
科
説
約
」
啼
需
認
輻
鐸
誠
八
七
三
）
二
十
冊
（
著
者
蔵
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は

自
序
に
「
澳
国
思
施
児
氏
外
科
害
、
而
取
二
三
大
家
之
説
」
を
と
っ
て
成
っ
た
と
い
う
。
ホ
フ
マ
ン
、
シ
ュ
ル
ッ
の
時
代
と
し
て
は
や
や
古

い
。
緒
言
に
は
「
ヒ
セ
ル
氏
外
科
学
説
一
一
シ
テ
其
他
グ
ロ
ス
氏
外
科
学
説
、
ス
ト
ロ
メ
ー
ル
氏
軍
陣
内
外
科
書
、
ロ
ー
ゼ
ル
氏
外
科
書
等
、
皆

現
今
欧
米
名
哲
ノ
新
説
ヲ
慕
輯
ス
」
と
あ
り
、
と
く
に
「
ヒ
セ
ル
氏
ノ
原
本
ハ
西
暦
千
八
百
七
十
年
ノ
開
鎮
ニ
シ
テ
南
独
逸
填
地
利
の
都
府
、

維
那
医
学
校
二
於
テ
現
今
行
ル
、
諸
説
ヲ
慕
輯
シ
テ
一
家
ノ
見
ヲ
加
へ
、
言
辞
ヲ
簡
約
ニ
シ
後
学
二
便
セ
ン
カ
為
著
述
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ
」
こ
れ

を
考
証
す
る
に
、
国
。
冨
己
殴
島
切
一
豐
幽
函
①
“
。
ご
・
届
漣
ｌ
岳
望
の
著
書
《
６
○
日
ロ
①
且
旨
日
）
“
辰
の
目
①
旨
の
ロ
自
己
ｇ
§
①
二
ｇ
園
吾
○
さ
胃
○
言
目

シ
ロ
臼
。
目
の
雫
．
弓
目
①
旨
．
易
顎
が
該
当
害
で
あ
る
。
こ
の
本
は
「
千
八
百
七
十
年
の
開
鎮
」
と
い
う
。
こ
れ
は
イ
ル
ケ
ン
の
蘭
訳
本
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
緒
言
で
一
云
わ
れ
る
「
外
科
学
説
」
の
表
現
で
あ
る
。
こ
れ
は
纂
述
者
の
石
黒
忠
直
の
採
っ
た
訳
し
方
で
あ
っ

て
、
明
ら
か
に
病
理
解
剖
書
”
一
言
｝
。
ｍ
胃
胃
シ
コ
昌
。
ヨ
ー
の
を
指
し
て
い
る
。
「
グ
ロ
ス
氏
外
科
学
説
」
も
書
名
は
確
か
に
《
夢
留
鳥
日
呉

、
匡
愚
の
『
］
、
》
で
は
あ
る
が
外
題
に
倉
冨
蚤
。
一
品
冨
一
』
冨
習
。
、
胃
．
詳
言
国
も
の
昌
。
．
§
』
。
で
①
笥
昌
ぐ
の
》
．
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
版
を
重
ね
る
こ
と
六

版
（
一
八
八
二
）
、
グ
ロ
ス
の
著
書
中
最
も
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
、
別
に
英
語
系
病
理
学
書
の
最
初
の
本
と
し
て
有
名
な
鳶
囚
の
日
の
貝
の
。
｛

冨
号
○
一
○
蝿
冒
一
目
臼
。
ｇ
言
雪
嘩
〉
岳
患
が
あ
っ
て
再
版
（
一
八
四
五
）
三
版
（
一
八
五
七
）
し
て
い
る
。
「
外
科
説
約
」
は
逐
語
訳
本
で
な
く
、
纂

述
本
で
あ
る
の
で
、
以
上
の
両
害
の
何
れ
か
ら
成
っ
た
も
の
か
拠
り
ど
こ
ろ
が
な
い
。
し
か
し
「
外
科
説
約
」
と
な
し
た
以
上
、
恐
ら
く
前
者

の
罵
鈩
の
望
鋤
蔚
日
竪
〉
が
底
本
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
判
断
さ
れ
る
。
グ
ロ
ス
は
ド
イ
ツ
系
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
り
乍
ら
、
フ
ラ
ン
ス
学
派
の
病
理
学

を
取
入
れ
、
さ
ら
に
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
系
外
科
を
参
考
と
し
た
。
最
初
は
ア
メ
リ
カ
の
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
の
病
理
解
剖
教
授
（
一
八
三
五
）
、

次
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
外
科
学
教
授
、
さ
ら
に
一
八
五
八
年
前
記
の
通
り
、
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
の
外
科
学
教
授
と
な
っ
た
人
。

「
ス
ト
ロ
メ
ー
‐
ル
氏
軍
陣
内
外
科
書
」
は
先
に
述
べ
た
巨
凹
ｏ
９
貝
冒
。
の
英
訳
本
《
堂
。
芹
の
印
画
且
儲
①
８
房
畠
○
口
“
呉
豊
画
日
言
一
目
８

曾
晶
の
。
ロ
》
、
岳
国
で
は
な
く
、
→
昌
國
閣
冒
ｇ
烏
気
嗣
尉
』
凋
呂
邑
官
ロ
豊
》
国
自
冒
。
ぐ
①
嵐
、
岳
設
で
あ
る
。

(4)

外
科
説
約
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⑳

と
く
に
本
書
の
中
で
、
興
味
深
い
記
事
の
一
つ
は
「
血
液
変
常
」
で
あ
る
。
「
繊
維
原
及
上
白
血
球
増
多
シ
、
紅
血
球
却
テ
減
少
ス
」
、
炎

症
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
重
要
記
事
で
あ
る
。

⑳

膿
汁
は
膿
汁
と
血
清
か
ら
な
る
。
こ
こ
で
有
名
な
四
号
○
チ
．
扇
邑
ｌ
岳
置
．
説
を
あ
げ
て
い
る
。

⑳

「
新
陳
代
謝
機
ノ
冗
盛
」
に
よ
っ
て
ぐ
胃
ご
君
説
を
と
っ
て
「
組
織
ノ
長
育
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
細
胞
体
ノ
孕
生
」
の
結
果
で
あ
る
。

そ
の
経
過
を
「
新
生
結
組
織
」
と
「
肺
管
新
生
」
と
に
分
つ
。

＠
化
膿
論

⑥盛る
’一一 c

③
「
外
科
説
約
」
の
内
容

⑫

炎
症
の
所
見
は
前
述
書
に
比
し
、
さ
ら
に
進
歩
し
て
い
る
。
「
局
所
ノ
毛
細
管
二
血
液
充
張
シ
、
血
清
彦
出
シ
、
白
血
球
脱
出
シ
テ
膿
ヲ
醸

シ
、
滋
養
ヲ
妨
碍
シ
、
組
織
ヲ
変
化
ス
ル
ヲ
謂
フ
」
こ
の
理
論
の
根
拠
と
し
て
「
蝦
蟆
ノ
践
膜
ヲ
顕
微
鏡
下
二
装
置
シ
テ
」
種
々
の
実
験
経
過

を
記
載
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
う
い
う
意
味
か
ら
の
「
血
積
」
が
炎
症
の
原
因
で
あ
る
。
そ
し
て
従
来
の
炎
衝
の
文
字
を
炎
症
と
改
め
て
い

⑬
、

る
。
つ
ま
り
「
血
清
毛
細
官
二
彦
出
シ
テ
頚
粒
状
物
ヲ
生
成
」
す
る
の
を
炎
症
と
い
う
。
こ
こ
に
詞
且
。
臣
ぐ
壗
号
ｏ
言
、
岳
匡
Ｉ
ｇ
ｇ
の
「
引
力
旺

⑮

盛
」
学
説
と
、
］
鼻
呂
西
の
己
の
、
房
９
１
房
馬
の
「
麻
瘻
」
学
説
を
あ
げ
て
い
る
。

つ
ま
り

学
説
と
、

「
ロ
ー
ゼ
ル
氏
外
科
書
」
は
急
農
①
冒
両
。
鋤
の
『
》
畠
ミ
ー
岳
器
で
チ
ュ
ー
ピ
ン
ゲ
ン
の
人
、
有
名
な
ぎ
匡
己
の
島
号
や
⑦
号
翰
冒
鴇
『
の
友
で
も

あ
っ
た
。
、
出
自
全
〕
巨
呂
烏
尉
自
少
８
目
切
ｇ
ｇ
ｇ
胃
胃
嗅
の
署
忌
豆
品
の
。
．
岳
置
で
あ
る
。
こ
の
本
も
亦
よ
く
行
れ
、
八
版
（
一
八
八
四
）
を
重
ね
、

各
国
語
に
訳
さ
れ
、
そ
れ
を
簡
易
化
し
て
、
、
昌
冑
目
哩
”
号
‐
目
胃
。
目
吻
呂
の
い
く
農
の
目
の
２
日
等
弓
合
．
と
も
な
り
、
九
版
（
一
八
九
二
）
ま
で
に
な

っ
て
い
る
。
先
年
調
査
し
た
山
口
県
「
華
浦
医
学
校
」
本
に
は
両
耆
と
も
あ
っ
て
、
と
く
に
前
者
は
蘭
訳
本
が
あ
っ
た
。
当
時
日
本
で
も
最
も

っ
て
い
る
。
先
年
調
査
し
た
山
口
県

よ
く
行
れ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

し、
C

以
上
の
諸
害
を
「
纂
輯
」
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
佐
藤
進
、
橋
本
綱
常
の
よ
う
に
、
直
接
ド
イ
ツ
外
科
学
か
ら
の
受
容
で
な

炎
症
毛
諏
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⑳

特
記
す
べ
き
は
「
リ
ス
テ
ル
氏
防
腐
治
創
法
」
の
紹
介
で
あ
る
。
旨
且
］
。
”
の
菩
匡
”
胃
、
馬
葛
１
忌
忌
．
の
古
典
制
腐
法
（
一
八
六
七
）
が
日

本
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
は
近
代
外
科
学
の
四
要
件
の
最
後
の
制
腐
に
到
達
し
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
本
書
の
巻
十
九
は
日
本
外
科
史
の
上

で
重
要
な
一
ポ
イ
ン
ト
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

⑪

「
エ
ヂ
ン
ポ
ル
フ
ノ
大
家
博
士
リ
ス
テ
ル
氏
近
年
外
科
ノ
ー
新
法
ヲ
発
明
セ
リ
。
其
説
二
曰
、
諸
般
ノ
創
傷
膿
瘍
或
ハ
外
科
術
二
於
テ
不
良

、
、
、
、
、
、

ノ
継
発
症
ヲ
発
ス
ル
ハ
多
ク
水
卜
大
気
卜
’
二
種
ノ
有
機
性
小
細
胞
ア
リ
テ
創
面
ヨ
リ
窟
入
ス
ル
ニ
起
因
ス
」
故
二
刀
ヲ
把
り
針
ヲ
用
上
身
体

、
、
、
、
、
、
、
、
、
℃
、
、
、
、
、
、
、

ノ
組
織
ヲ
蔵
開
又
ハ
刺
貫
ス
ル
’
一
ハ
之
ヲ
予
防
セ
ス
ン
、
ハ
ァ
ラ
ズ
。
此
予
防
充
分
ナ
レ
、
、
ハ
必
ズ
不
良
ノ
継
発
症
ナ
シ
。
此
二
用
ユ
ル
ニ
ハ
石
炭

酸
二
如
ク
モ
ノ
ナ
シ
ト
」
、
文
中
細
菌
を
「
有
機
性
小
細
胞
」
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
創
感
染
の
原
因
に
細
菌
を
挙
げ
た
の
は
印
冨
民
尻
○
号

①
リ
ス
タ
ー
制
腐
法

達
皮
膚
炎
プ
レ
グ
モ
ネ
ウ
ゼ

の
皮
膚
炎
の
分
類
も
あ
る
。

。
「
外
科
説
約
」
の
構
成

⑥
皮
下
蜂
窩
織
炎

本
「
外
科
説
約
」
の
巻
一
’
’
四
ま
で
は
明
治
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
が
、
巻
五
以
後
は
佐
々
木
東
洋
の
奨
め
に
よ
っ
て
更
ら
に
続
刊
さ
れ

た
。
そ
し
て
校
閲
を
東
洋
が
し
て
い
る
。
「
東
洋
氏
襄
昔
、
官
ヲ
文
部
医
書
二
拝
シ
、
英
国
ノ
医
官
儂
理
私
（
ウ
イ
リ
ア
ム
、
ウ
イ
リ
ス
で
あ

る
。
）
藺
国
ノ
医
正
鵬
度
英
、
（
ポ
ー
ド
ィ
ン
）
普
国
ノ
医
正
姫
刺
児
（
ミ
ュ
ー
レ
ル
）
並
に
忽
布
満
（
ホ
フ
マ
ン
）
等
二
副
シ
テ
病
院
ヲ
督

シ
、
爾
後
桂
冠
家
居
シ
テ
大
二
学
術
ヲ
研
藪
シ
、
近
時
東
京
府
病
院
二
長
ト
シ
其
実
験
ス
ル
所
吾
曹
目
シ
テ
医
林
ノ
巨
材
卜
称
ス
」
、
従
っ
て

巻
五
以
下
は
前
述
の
諸
外
科
書
に
加
ふ
る
に
当
時
（
明
治
七
年
）
の
新
智
識
が
盛
ら
れ
て
佐
々
木
東
洋
が
校
閲
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑳

皮
下
蜂
窩
織
炎
の
記
事
の
中
に
〆
且
両
。
唇
目
、
匂
．
屍
重
ｌ
届
認
．
の
説
を
あ
げ
、
表
在
性
の
炎
症
を
「
浅
表
皮
膚
炎
」

⑲

皮
膚
炎
プ
レ
グ
モ
ネ
ウ
ゼ
つ
ま
り
、
皮
下
蜂
窩
織
炎
と
に
分
つ
。
又
ウ
ィ
ー
ン
学
派
の
皮
層
病
科
の
關
巳
冒
働
且
ぐ
。
画

皮
膚
炎
の
分
類
も
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
、
病
理
解
剖
を
基
盤
と
し
た
分
類
が
著
し
い
特
徴
で
あ
る
。

化
膿
の
章
は
あ
る
が
、
細
菌
も
し
く
は
、
そ
れ
に
類
似
の
記
載
は
な
い
の
も
当
然
で
あ
る
。

治
療
は
切
開
排
膿
で
あ
る
が
、
尚
潟
血
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

ヱ
レ
テ
マ
ウ
セ
と
深

吊
閂
①
守
門
Ｐ
』
ぬ
胃
の
ｌ
澤
酌
『
一
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晶
念
ｌ
］
霞
っ
で
、
一
八
七
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
本
書
に
、
こ
の
記
事
の
現
れ
た
こ
と
は
、
当
時
の
外
科
学
と
し
て

は
珍
ら
し
い
（
佐
藤
進
の
章
、
参
照
）
。
尚
、
石
黒
堅
息
は
明
治
九
年
、
ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
開
か
れ
た
万
国
博
覧
会
に
出
席

の
際
、
英
の
ス
ペ
ン
サ
ア
、
ウ
エ
ル
ス
の
リ
ス
タ
ー
制
腐
外
科
に
よ
る
開
腹
術
の
成
果
に
つ
い
て
の
講
演
を
聴
き
、
感
動
し
た
記
事
（
「
懐
旧

の
際
、
蕾

九
十
年
）

⑧
創
面
解
放
療
法

⑫

特
に
、
こ
の
巻
十
九
は
、
当
時
の
新
知
識
の
紹
介
が
多
い
。
そ
の
他
の
一
つ
は
「
創
面
開
放
療
法
」
で
あ
る
。
著
者
（
石
黒
）
は
こ
れ
を

千
八
百
七
十
二
一
年
鎭
行
ノ
和
蘭
海
軍
医
事
雑
誌
」
で
知
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
尚
疑
惑
が
あ
っ
た
。
然
る
に
「
近
日
ド
ク
ト
ル
佐
藤
進
君

日
耳
曼
ヨ
リ
帰
り
外
科
二
秀
名
ア
リ
。
一
日
往
テ
其
施
術
ヲ
観
ル
ー
足
部
壊
疽
ノ
患
者
ア
リ
、
其
症
候
裁
断
ノ
外
治
法
ナ
シ
。
君
直
チ
ニ
ヱ
ス

マ
ル
ク
氏
駆
血
帯
ヲ
施
シ
、
之
ヲ
下
脚
下
三
分
ノ
ー
ニ
テ
環
状
二
蔵
断
シ
、
其
動
肺
ヲ
結
紮
ス
ル
ニ
方
テ
、
一
々
結
糸
ヲ
剪
除
ス
、
予
疑
テ
以

為
ク
動
豚
ノ
結
紮
糸
ハ
之
ヲ
創
外
二
貼
附
シ
、
後
日
豚
管
口
癒
着
ス
ル
ヲ
候
シ
テ
擢
出
ス
ル
ヲ
法
ト
ス
」
又
「
君
日
、
方
今
ラ
ー
ヘ
ン
ベ
ッ
キ

氏
ピ
ル
ロ
ヅ
ト
氏
ノ
諸
家
此
二
縫
合
ヲ
行
う
可
ヲ
ナ
サ
ズ
、
之
ヲ
自
然
二
委
シ
テ
自
ラ
肉
芽
ヲ
生
シ
四
緑
ョ
リ
皮
膚
生
合
ス
ル
ノ
良
善
ナ
ル
ニ

ハ
如
ズ
ト
、
此
法
ヲ
名
ヅ
ケ
テ
、
ウ
ー
ペ
ン
、
バ
ハ
ン
デ
リ
ン
ク
ト
ー
否
、
当
時
の
外
科
学
の
趨
勢
を
知
る
好
資
料
で
あ
る
（
こ
の
件
に
つ
い

て
は
後
述
）
。

⑪①
癌
細
胞

又
、
癌
に
つ
い
て
は
巻
十
六
、
十
七
に
一
段
と
詳
し
い
。
明
に
「
癌
細
胞
」
の
文
字
が
現
れ
る
。
内
皮
癌
（
扁
平
内
皮
癌
、
穎
粒
状
内
皮

癌
、
症
状
内
皮
癌
滴
圭
状
癌
、
膠
癌
、
繊
維
癌
、
髄
様
癌
、
に
分
類
し
て
い
る
。
治
療
に
剪
除
、
裁
断
法
を
採
っ
て
い
る
。

⑨

「
友
人
陸
軍
軍
医
原
桂
仙
ハ
普
国
ポ
ー
ン
府
医
学
校
二
留
学
シ
産
科
専
門
博
士
ハ
ィ
ト
氏
二
婦
人
科
ヲ
学
フ
。
予
（
石
黒
）
因
テ
同
氏
ヵ
方

今
子
宮
癌
ヲ
治
ス
ル
方
法
ヲ
問
う
。
同
氏
ノ
説
二
此
癌
ヲ
除
去
ス
ル
ニ
刀
ヲ
用
プ
レ
ゞ
ハ
多
ク
ハ
膀
胱
瘻
ヲ
遺
ス
ガ
故
二
指
ニ
テ
掻
破
撮
除
シ
テ

細
胞

⑬
サ
リ
シ
ネ

又
、
次
の
章
に
「
撒
重
矢
混
酸
」
の
記
事
が
あ
る
。
足
立
寛
訳
述
の
「
敏
氏
薬
性
論
」
に
も
詳
し
い
。
当
時
の
防
腐
の
一
斑
で
あ
る
。

次
の
章
に

が
あ
る
。
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こ
の
期
の
外
科
の
基
準
と
な
る
医
学
思
想
は
「
ま
つ
人
身
理
学
を
基
と
し
、
生
き
て
よ
り
死
す
る
ま
で
、
其
間
生
々
化
育
す
る
所
の
理
を
究

明
し
て
、
人
身
平
常
の
事
を
識
り
、
其
次
に
吾
体
平
常
に
運
ひ
ぬ
る
事
を
病
零
字
に
就
き
て
通
暁
す
べ
し
。
此
両
科
を
修
め
て
初
て
病
を
治
む

る
の
方
を
学
ふ
な
り
、
病
に
変
な
れ
は
、
其
平
を
推
し
て
、
是
を
察
せ
す
る
事
は
あ
る
べ
か
ら
ず
。
こ
れ
は
人
身
理
学
と
病
騨
字
と
須
聖
も
離

る
べ
か
ら
ざ
る
ゆ
え
に
ぞ
あ
り
け
る
」
で
あ
っ
て
、
遠
く
生
気
論
か
ら
蝉
脱
し
、
生
理
学
と
病
理
学
と
を
基
に
し
た
全
く
近
代
的
な
考
え
方
で

あ
る
。

⑭
本
書
の
史
的
意
義

本
書
巻
十
八
巻
頭
に
佐
藤
尚
中
の
序
（
明
治
八
年
五
月
）
が
出
て
い
る
。
石
黒
は
佐
藤
尚
中
の
門
生
で
あ
り
、
尚
中
が
医
書
の
教
授
で
あ
っ

た
と
き
助
教
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
軍
医
と
な
っ
て
佐
賀
之
役
に
陸
軍
一
等
軍
医
正
と
し
て
陣
中
病
院
で
多
く
の
創
痩
の
治
療
に
当
っ
た
こ

と
、
さ
ら
に
「
頃
日
訪
余
（
佐
藤
尚
中
）
東
台
山
陰
之
別
壁
、
談
及
医
事
、
日
所
著
外
科
説
約
己
脱
稿
、
余
聞
而
大
喜
、
夫
医
術
難
固
突
而
於

外
科
殊
為
然
」
云
々
か
く
し
て
出
版
の
運
び
に
至
っ
た
旨
の
記
載
が
あ
る
。
従
っ
て
尚
中
の
「
外
科
医
法
」
（
前
出
）
と
本
聿
自
と
に
は
一
連
の

関
聯
性
が
あ
る
。
即
ち
「
外
科
医
法
」
は
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
前
の
病
理
解
剖
、
つ
ま
り
ミ
ュ
ラ
ー
時
代
の
も
の
を
基
盤
に
し
て
論
じ
、
「
外
科
説

約
」
は
明
瞭
に
細
胞
の
術
語
で
記
載
さ
れ
、
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
の
学
説
を
も
紹
介
し
、
と
く
に
リ
ス
タ
ー
卿
の
制
腐
法
に
よ
る
外
科
手
術
を
紹
介
、

又
炎
症
の
白
血
球
増
多
を
挙
げ
る
等
新
事
実
の
記
載
が
多
い
。
全
身
麻
酔
は
す
で
に
「
外
科
医
法
」
に
紹
介
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
「
外
科
説

約
」
期
を
以
っ
て
、
近
代
外
科
学
の
四
要
件
、
解
剖
、
止
血
、
鎮
痛
、
制
腐
は
完
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
明
治
七
年
）
。
こ
の
意
味
か
ら
本
書

の
出
現
は
重
要
で
あ
る
。
従
っ
て
、
大
体
明
治
七
年
、
前
後
か
ら
日
本
近
代
外
科
学
が
発
足
し
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
（
他
章
参
照
）
。

①
明
治
初
年
期
外
科
と
細
胞
論

其
迩
二
烙
鉄
法
ヲ
行
上
、
数
々
此
法
ヲ
反
復
ス
ル
ヲ
良
ト
ス
」
勅
子
宮
癌
に
於
け
る
当
時
の
手
術
法
を
活
写
し
て
い
る
。

⑮
⑯

食
道
癌
は
「
施
術
ス
可
キ
ナ
シ
」
と
、
直
腸
癌
は
「
可
及
的
早
ク
徴
除
法
ヲ
行
う
可
シ
」
と
し
て
、
「
人
工
肛
門
ヲ
作
為
ス
ヘ
キ
」
を
説
く
。

し
か
し
、
胃
及
び
腸
の
療
法
の
記
載
は
見
当
ら
な
い
。
月
面
①
。
」
。
同
国
三
Ｈ
ｏ
牙
（
前
出
）
の
食
道
手
術
（
一
八
八
一
）
、
幽
門
摘
出
術
（
一
八
八

こ
又
腸
管
切
除
術
（
一
八
七
八
）
、
胃
腸
吻
合
術
（
一
八
八
一
）
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
記
事
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
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前
記
諸
著
者
（
原
著
）
の
一
人
、
ロ
ー
ゼ
ル
に
つ
い
て
嗣
画
堅
固
伽
の
『
の
書
い
た
《
《
三
国
胃
冒
詞
。
“
の
早
》
》
（
国
昌
呼
旨
損
国
員
⑦
の
の
。
国
。
胃
の

号
刷
ｏ
亘
鄙
日
四
の
）
乏
席
号
邑
ｇ
『
民
罵
．
（
著
者
蔵
）
は
当
時
の
ド
イ
ツ
外
科
の
性
格
を
知
る
好
資
料
で
あ
る
。
詞
・
ロ
．
閑
＆
昌
一
の
白
は
巻
頭
の
ロ
ー

⑬

ゼ
ル
逝
去
時
の
追
悼
文
中
に
、
チ
ュ
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
に
、
ロ
ー
ゼ
ル
は
親
友
の
罵
己
診
侭
ロ
鷺
言
匡
艮
の
島
呂
》
邑
甲
冒
己
と
言
房
の
旨

⑦
号
吻
冒
鴨
埼
届
旨
Ｉ
岳
湧
と
共
に
机
を
な
ら
べ
て
学
ん
だ
際
、
フ
ラ
ン
ス
留
学
か
ら
帰
っ
た
ば
か
り
の
青
年
講
師
、
詞
醇
吻
呂
三
か
ら
フ
ラ
ン

ス
学
派
の
シ
旦
邑
．
冒
昌
の
》
厨
野
口
の
。
、
ｇ
ｏ
日
里
ゞ
厚
。
口
吻
の
臼
ぃ
団
。
ロ
筐
四
且
の
病
理
学
説
と
、
そ
の
著
書
と
に
接
し
、
非
常
な
感
欝
を
受
け
た
こ

⑲

と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
ロ
ー
ゼ
ル
、
ウ
ン
デ
ル
リ
ヅ
ヒ
、
グ
リ
ー
ジ
ン
ゲ
ル
の
三
人
の
目
号
冒
鴨
目
学
派
が
ド
イ
ツ
医
学
に
新
し
い
病
理
解

剖
を
基
盤
と
す
る
《
《
儘
昌
。
己
の
扁
司
胃
国
宮
①
．
》
・
を
起
し
、
ド
イ
ツ
近
代
臨
床
学
の
は
じ
め
に
大
き
い
寄
与
を
し
た
。

又
、
当
時
の
ウ
ィ
ー
ン
は
フ
ラ
ン
ス
学
派
と
共
に
近
代
医
学
発
祥
の
地
の
一
つ
で
あ
り
、
嗣
色
堅
胃
置
冨
ご
“
ご
・
房
言
ｌ
岳
冨
や
一
・
の
①
吾
努
ｏ
１

９
．
岳
９
１
届
臼
の
病
理
解
剖
と
理
学
的
検
査
法
は
当
時
、
高
く
評
価
さ
れ
、
ロ
ー
ゼ
ル
は
じ
め
ウ
ン
デ
ル
リ
ッ
ヒ
ら
も
等
し
く
、
フ
ラ
ン
ス
と

⑳

共
に
ウ
ィ
ー
ン
に
学
ん
だ
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ス
コ
ダ
の
医
学
的
虚
無
主
義
を
転
じ
て
、
ロ
ー
ゼ
ル
ら
の
箕
局
昌
ｏ
口
昌
の
目
胃
国
腎
》
》
と
な
し

え
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
そ
れ
は
外
科
学
に
応
用
す
る
の
が
最
も
捷
径
で
あ
っ
た
（
ロ
ー
ゼ
ル
の
病
理
解
剖
か
ら
脱
腸
に
つ
い
て
の
治
療
法

を
演
緯
し
た
の
は
そ
の
好
例
で
あ
る
）
。
そ
し
て
ロ
ー
ゼ
ル
は
ド
イ
ツ
の
生
気
論
的
生
命
力
の
医
学
観
か
ら
脱
し
て
、
す
べ
て
《
曾
鰯
冒
昏
。
Ｔ

ｏ
阻
め
。
胃
画
弓
言
厨
釣
ｏ
胃
望
ゞ
か
ら
論
じ
て
い
る
。
又
興
味
深
い
こ
と
は
、
ロ
ー
ゼ
ル
自
ら
執
筆
し
た
《
《
目
の
顧
言
ｏ
一
○
四
の
画
一
ぃ
ｚ
９
日
目
い
め
の
自
の
呂
島
署

⑧
⑬
・

の
章
に
は
ヘ
ン
レ
（
前
出
）
を
論
じ
て
彼
の
医
学
は
嘗
酋
。
一
。
四
の
。
胃
思
呂
巳
○
四
の
で
あ
る
と
し
、
今
後
の
医
学
は
須
く
《
《
關
弓
。
一
品
菌
吾
湧
‐

○
四
ｍ
３
２
筐
口
肖
§
“
》
〕
（
即
ち
、
生
理
学
に
よ
っ
て
間
明
さ
れ
た
病
理
学
で
は
な
く
、
病
理
学
に
よ
っ
て
間
明
さ
れ
た
生
理
学
）
た
る
べ
し
と

し
て
い
る
。

⑧
⑮

又
、
ウ
ン
デ
ル
リ
ッ
ヒ
の
逝
去
に
対
す
る
ロ
ー
ゼ
ル
の
追
悼
文
の
章
に
は
、
親
友
三
人
の
お
互
の
医
学
思
想
遍
歴
に
つ
い
て
述
べ
「
当
時
の

若
い
世
代
に
と
っ
て
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
は
精
神
の
糧
で
あ
っ
た
・
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
に
一
人
の
ヘ
ー
ゲ
ル
信
者
が
居
っ
て
、
そ
れ
を
唱
導
し
た
な
ら

ば
、
わ
れ
わ
れ
は
た
や
す
く
ヘ
ー
ゲ
ル
信
者
に
な
り
終
っ
て
了
っ
た
だ
ろ
う
」
と
回
顧
し
て
い
る
。
又
、
当
時
ミ
ュ
レ
ル
（
前
述
）
の
生
理
学

⑬

が
い
か
に
こ
の
三
人
を
惹
き
入
れ
た
か
を
述
べ
、
さ
ら
に
「
こ
の
病
理
学
時
代
に
誰
し
も
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
（
前
出
）
の
《
崗
旨
呂
冒
ｇ
ｏ
巨
豊
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（
「
扶
氏
経
験
遺
訓
」
の
原
著
）
に
満
足
す
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
医
学
徒
の
多
く
は
、
そ
こ
で
、
砕
冨
昌

一
の
旨
の
四
巻
の
本
を
買
い
、
こ
の
本
の
思
い
切
っ
た
、
今
ま
で
の
通
念
に
な
い
論
旨
に
た
だ
た
だ
驚
く
の
み
で
あ
っ
た
」
そ
し
て
、
前
述
の
若

き
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
留
学
帰
り
の
シ
ル
講
師
の
進
歩
的
な
ア
ン
ド
ラ
ー
ル
以
下
の
学
説
に
う
っ
と
り
と
し
、
遂
に
ウ
ン
デ
ル
リ
ッ
ヒ
は
、

或
日
、
そ
の
中
の
犀
。
口
吻
伽
昌
“
木
を
持
っ
て
来
る
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
彼
等
三
人
は
、
レ
エ
ン
ネ
ヅ
ク
や
ブ
ル
ー
セ
イ
、
ア
ン
ド
ラ
ー

ル
、
ル
イ
、
シ
ョ
ー
メ
ル
な
ど
の
本
を
、
が
つ
が
つ
貧
り
読
む
の
で
あ
る
１
１

以
上
の
記
述
か
ら
、
ド
イ
ツ
医
学
が
生
気
論
か
ら
離
れ
て
職
病
理
解
剖
を
基
盤
と
し
た
医
学
に
、
い
か
に
し
て
展
開
し
て
行
っ
た
か
を
目
の

⑰

あ
た
り
に
見
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
学
派
の
ロ
ー
ゼ
ル
が
膿
胸
患
者
の
肋
骨
切
除
を
敢
行
す
る
治
療
法

（
一
八
五
九
）
に
到
達
す
る
、
こ
れ
が
即
ち
、
病
理
解
剖
を
基
盤
と
し
、
そ
こ
か
ら
演
釈
す
る
帰
納
法
で
あ
る
。
ス
ト
ロ
ー
マ
イ
エ
ル
の
有
名

⑬
な
皮
下
腱
切
開
に
し
て
も
、
若
冠
二
十
九
歳
で
創
始
し
え
た
の
で
あ
る
。
次
に
、
グ
ロ
ス
の
場
合
は
前
述
し
た
よ
う
に
《
《
国
①
日
の
昌
伽
呉
冨
号
。

②

］
・
閏
國
且
自
胃
○
日
、
〕
（
岳
琶
）
の
業
績
が
あ
り
、
ウ
イ
ル
ヒ
ョ
ウ
を
し
て
嘆
ぜ
し
め
た
名
著
で
あ
っ
た
。
こ
の
基
盤
の
上
に
、
彼
の
外
科
学

が
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
貧
シ
野
望
の
日
旦
曾
晶
の
昼
》
（
］
謡
樗
は
二
巻
、
二
三
六
○
頁
、
挙
げ
て
病
理
解
剖
か
ら
論
じ
た
外
科
学
書
で
あ
る
。

⑳

彼
の
・
の
号
目
色
と
い
い
、
騨
目
晩
閂
。
色
と
い
う
、
又
今
８
週
も
、
グ
ロ
ス
の
項
に
前
述
し
た
よ
う
に
、
炎
症
時
の
血
清
の
①
電
昌
。
口
の
せ
い

な
り
と
帰
納
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

欧
米
の
十
九
世
紀
前
半
は
病
理
解
剖
を
基
盤
と
し
て
論
じ
た
医
学
時
代
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
逸
早
く
幕
末
、
明
治
初
年
に
わ
が
国
で

受
容
し
、
こ
こ
か
ら
明
治
期
の
日
本
近
代
外
科
学
の
成
立
が
お
こ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
従
来
の
思
想
の
な
い
外
科
か
ら
、
、
理
論
で
裏
打
ち

さ
れ
た
外
科
学
が
お
こ
る
の
で
あ
る
。

備
考
①
石
黒
忠
恵
は
明
治
十
年
に
前
記
グ
ロ
ス
外
科
害
を
訳
し
て
「
外
科
通
術
」
と
し
て
刊
行
し
た
。

②
石
黒
忠
恵
は
明
治
二
年
六
月
十
八
日
、
東
校
の
記
聞
筆
記
掛
申
付
を
う
け
（
二
十
五
才
）
、
兵
部
省
に
入
っ
た
の
は
明
治
四
年
十
月
九
日
、
軍

医
寮
八
等
出
仕
申
付
が
は
じ
め
で
あ
る
。
留
学
は
し
て
い
な
い
。
蘭
学
出
身
で
あ
る
。

引
用
文
献

（ 16）



①
「
外
科
医
法
‐

②
同
書
、
巻
二
、

③
同
書
、
巻
二
、

④
同
書
、
巻
二
、

⑤
同
書
、
巻
二
、

⑥
同
書
、
巻
五
、

⑦
同
書
、
巻
一

③
同
書
、
巻
一

⑨
同
書
、
巻
一

⑩
同
書
、
巻
一

⑪
同
書
、
巻
一

⑫
同
書
、
巻
二

⑬
「
癖
斯
篤
會

⑭
同
書
、
巻
一
、

⑮
同
書
、
巻
一
、

⑰
同
書
、
巻
一
、

⑰
「
銃
創
墳
言
」

⑬
同
書
、
六
丁
竜

⑲
同
書
、
七
丁
。

⑳
同
書
、
二
〒

⑳
同
室
員
二
三

同
書
、
一
三
丁

同
書
、
巻
一
、

同
書
、
巻
二

同
書
、
巻
二

同
書
、
巻
五
、

同
書
、
巻
二
、

「
外
科
医
法
」丁

。

同
書
、
一
三
丁
。 ｡

序
、
二
丁
裏
。

同
書
、
巻
一
、
凡
例
、
一
丁
裏
。

「
銃
創
墳
言
」
、
四
丁
裏
。

同
書
、
六
丁
裏
。

、
二
三
丁
。

同
書
、
巻
一
で
三
八
丁
。

同
書
、
巻
一
五
、
二
二
丁
裏
。

一
確
斯
篤
魯
黙
児
砲
庚
論
」
》

同
書
、
巻
一
、
序
、
一
丁
裏
。

同
書
、
巻
一
、
序
、
二
丁
裏
。

同
書
、
巻
一
、
凡
例
、
一
丁
盲

巻

、
五
丁
。

同
書
、
巻
二
、
八
丁
。

五
二
丁
。

同
書
、
巻
一
一
、
一
丁
裏
。

二
六
丁
。

同
書
、
巻
二
、
二
八
丁
。

同
書
、
巻
二
、
二
○
丁
。

巻
二
、
一
六
丁
裏
。

同
書
、
巻
二
、
一
九
丁
裏
。

一

、

一
○
丁
。

（17）
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８
の
３
号
の
壱
》
》
届
段
か
ら
採
っ
て
い
る
。

①
ダ
ダ

喝
畷
防
水
（
コ
ロ
ヲ
ル
ホ
ル
ム
）
を
使
用
、
そ
の
用
法
は
「
此
薬
ヲ
用
ユ
ル
法
ハ
手
巾
或
ハ
袖
手
巾
ヲ
資
リ
、
之
ヲ
裳
ミ
、
其
中
央
ヲ
凹
カ

シ
ヲ
ロ
ヲ
ル
ホ
ル
ム
」
ヲ
滴
シ
掌
中
二
握
リ
テ
施
用
ス
ベ
シ
。
或
ハ
海
綿
ヲ
以
テ
手
巾
二
代
用
ス
ル
事
ア
リ
。
之
ヲ
用
フ
ル
為
メ
ノ
器
械
多

ヤ
ヤ
モ
ス
パ
ー

種
ナ
リ
ト
雌
モ
動
轍
患
者
ノ
ロ
鼻
ヲ
蓋
上
大
気
ノ
流
通
ヲ
障
レ
ハ
用
ザ
ル
ヲ
勝
レ
リ
ト
ス
」
と
。

②

用
量
、
「
半
弓
乃
至
弓
ヲ
与
フ
ル
ヲ
常
」
と
し
、
田
代
一
徳
は
肩
脾
関
節
脱
臼
に
使
用
（
約
二
時
間
）
、
其
用
量
十
号
に
達
し
た
が
異
常
な

③
麻
薬
編
《

麻
薬
編
は
ア
メ
リ
カ
の
の
餌
ヨ
ロ
の
一
口
：
１
９
．
い
の
、
岳
呂
１
房
謡
．
の
《
《
シ
吻
菖
の
日
・
房
匡
晶
の
骨
冨
牙
○
一
○
晒
冒
一
．
』
旨
い
ロ
。
農
。
》
存
意
国
固
①
畠
。
画
艮

|ｲI ⑤
手
術
編

④
・
ヘ
ル
ナ
ル
ド

次
に
は
手
術
編
で
あ
る
。
「
原
本
別
児
那
爾
度
氏
外
科
術
」
、

し
め
る
。
）

(1)

ベ
ル
ナ
ル
ド

「
別
児
那
爾
度
氏
外
科
手
術
」

『
・
函
巨
①
茸
①
の
《
《
国
四
．
皇
５
①
穴
』
９

い
と
記
載
す
る
。
）

興
奮
期
、
麻
酔
期
の
症
状
を
記
し
、

八
、
明
治
初
年
前
後
の
外
科

「
切
断
要
法
」
錘
啄
畔
轆
避
迦
一
冊
（
中
野
操
本
）

の
原
著
を
著
者
は
曾
て
岡
山
県
立
図
書
館
に
於
て
ハ
イ
ス
テ
ル
外
科
害
と
共
に
見
た
こ
と
が
あ
る
。
呼
目
“
‐

函
①
①
房
冒
己
侭
の
○
昌
庁
①
〔
房
巨
口
号
の
旨
ス
ロ
ロ
ｍ
二
）
①
君
の
烏
旨
鴨
口
箇
冒
国
の
昌
鼬
ａ
國
巨
２
５
号
Ｃ
Ｈ
Ｏ
・
宛
四
計
日
四
斎
吋
・
運

③
テ
レ
ピ
テ
イ
ナ
エ
レ
キ
チ
ル
ガ
ル
ハ
｜
一
・

救
醒
法
を
述
べ
て
い
る
。
（
的
列
並
底
那
油
の
潅
腸
法
及
び
越
歴
的
児
瓦
爾
華
尼
を
体
の
諸
部
に
通
ぜ

リ
ン
ハ
ル
ト

「
林
華
児
篤
氏
外
科
新
論
」

か
ら
採
っ
た
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

(20)



弓
君
の
＆
の
①
ロ
ぐ
閂
目
の
①
ａ
の
匙
①
胃
晨
）
シ
日
い
§
烏
目
、
屍
認
．
外
科
手
術
図
鑑
で
あ
る
。
曾
て
、
著
者
の
調
査
し
た
華
浦
医
学
校
に
も
備
付
が

あ
っ
た
も
の
（
非
見
在
）
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
当
時
一
般
に
弘
く
行
れ
て
い
た
も
の
と
想
像
さ
れ
う
る
。

リ
ン
ハ
ル
ト

又
、
こ
の
手
術
編
を
補
っ
た
参
考
書
の
林
華
児
篤
の
「
外
科
新
書
」
は
不
明
で
あ
る
（
た
だ
、
こ
こ
に
注
目
す
べ
き
は
橋
本
綱
常
が
留
学
中

の
師
、
ウ
ル
ッ
ブ
ル
ヒ
の
言
の
目
の
牙
。
画
厘
昌
日
庁
．
岳
匿
ｌ
屋
司
ｅ
、
６
．
日
涌
己
旨
目
号
局
ｇ
冒
侭
鋤
呂
の
ロ
○
獄
門
目
。
国
”
呼
日
の
詩
ロ
畠
ｇ
園
胃

鈩
目
冒
．
烏
の
ご
ロ
§
ぬ
３
の
具
堅
の
）
、
房
留
と
も
思
わ
れ
る
が
、
後
述
の
同
じ
田
代
一
徳
の
「
外
科
手
術
」
例
言
に
は
明
ら
か
に
「
外
科
新
論
、
和
蘭

⑤

人
、
林
華
児
篤
著
と
あ
る
。
即
ち
和
蘭
人
で
あ
る
と
す
る
と
、
或
は
異
人
で
あ
ろ
う
。
著
者
が
調
査
し
た
前
述
の
山
口
県
三
田
尻
の
華
浦
医
学

校
蔵
書
目
録
に
は
外
科
書
と
し
て
は
ロ
ー
ゼ
ル
（
前
出
）
と
共
に
リ
ン
ハ
ル
ト
外
科
書
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
遺
憾
な
が
ら
、
こ
れ
も
非
見

在
書
で
あ
る
。
恐
ら
く
ａ
９
目
肩
口
島
巨
日
烏
甸
呂
冒
晶
．
○
℃
の
痢
昌
。
口
吻
呼
日
の
副
官
畠
①
ロ
圃
巨
Ｈ
注
目
目
許
．
号
切
ロ
ョ
目
の
。
言
烏
鳥
屋
菌
．
と
い
っ
て
誤

在
書
で
あ
る
。
恐
ら
く
ａ
ｏ
ｏ
目
肩
口
ｇ

州
切
断
及
ピ
切
除
法
（
関
節
）
。

③

本
章
に
は
最
も
よ
く
房
８
口
の
切
目
吻
冒
曰
。
》
』
己
？
岳
亀
の
説
を
引
用
し
て
い
る
。
一
八
二
○
年
前
後
に
は
こ
の
リ
ス
フ
ラ
ン
の
関
節
外
科
領

⑨

域
書
が
多
く
発
表
さ
れ
た
時
代
で
あ
る
。
勿
論
リ
ス
フ
ラ
ン
の
陣
国
昌
旦
昌
。
目
“
。
１
日
①
冨
目
の
①
画
の
法
が
載
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
明
治
初
年

に
わ
が
外
科
を
指
導
し
た
英
医
ウ
ィ
ル
ス
（
後
述
）
の
恩
師
サ
イ
ム
の
サ
イ
ム
氏
手
術
騨
騨
島
。
巳
昌
○
石
①
号
冒
号
砕
目
の
は
載
っ
て
い
な

⑯

手
術
編
に
は
殆
ん
ど
血
管
の
処
置
、
即
ち
動
豚
管
を
遊
離
せ
し
め
て
麻
糸
に
蝋
を
塗
り
緊
縛
か
、
さ
も
な
く
ぱ
動
豚
管
「
撮
勧
」
（
血
管
を

⑦

撮
っ
て
捻
じ
る
）
し
て
い
る
。
前
者
は
大
動
豚
、
後
者
は
小
動
豚
に
適
切
す
る
と
い
う
。
緊
縛
法
は
「
動
豚
管
ヲ
離
解
シ
、
消
息
子
上
二
載
セ

其
縛
動
ヲ
視
テ
後
チ
総
ヲ
穿
チ
タ
ル
鍼
ヲ
其
下
二
輸
ル
ヘ
シ
。
若
シ
動
肺
管
ノ
所
在
深
キ
モ
ノ
ハ
デ
レ
カ
ム
プ
氏
ノ
用
消
息
子
、
コ
ヲ
ペ
ル
氏

伺
止
血
法
、

り
で
は
な
か
ろ
う
と
判
断
さ
れ
る
）
。

ノ
用
針
ヲ
用
１
」
と
。

､，
。

引
用
文
献
，

(21)



グ
ロ
ス

外
科
全
書
合
衆
国
人
愚
略
周
氏
著
」

ベ
ル
ナ
ル
ド
は
前
記
述
の
よ
う
に
評
目
色
ａ
国
の
巨
蔚
の
手
術
図
鑑
で
あ
り
、
サ
ィ
ム
は
明
治
初
年
わ
が
外
科
を
指
導
し
た
言
當
自

毒
筐
』
“
畠
雪
１
房
震
の
恩
師
サ
イ
ム
（
後
述
）
の
塞
己
昂
目
目
。
且
の
“
＆
唖
屋
品
ｑ
電
．
届
怠
で
あ
り
、
リ
ン
ハ
ル
ト
は
前
述
の
よ
う
に
不
明
で
あ

り
、
グ
ロ
ス
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
９
コ
信
①
一
口
働
く
己
⑦
日
切
い
、
届
急
ｌ
届
忠
の
《
《
衿
吻
冒
①
目
・
厨
一
』
品
の
ｑ
》
〕
届
孟
で
あ
る
。
何
れ
も
十
九
世
紀

③
原
著
及
び
原
著
者

(2)

サ
イ
ム

外
科
明
要
英
吉
利
人
佐
伊
牟
氏
著

リ
ン
ハ
ル
ト

外
科
新
論
和
蘭
人
林
華
児
篤
氏
著

①

本
書
は
「
諸
家
ノ
説
ヲ
折
衷
シ
テ
編
集
ス
ト
難
モ

ペ
ル
ナ
ル
ド

外
科
手
術
仏
蘭
西
人
別
児
那
爾
度
氏
著

⑨③⑦⑥⑤④③②①

「
外
科
手
術
」
距
蔀
謹
轆
霊
騨
刊
上
、

阿
知
波
五
郎
著
豆

「
切
断
要
法
」
十

同
書
、
十
三
丁
表
、

〔
鐙
冨
①
日
．
“
員
局
“

「
切
断
要
法
」
、

胃
草
画

同
書
、
十
丁
裏
、

同
書
、
十
一
丁
古丁
裏

「
切
断
要
法
」

同
書
、
五
丁

以
下

著
「
華
浦
医
学
校
旧
蔵
書
に
つ
い
て
」

」
十
一
丁
表
、

、
四
丁
、

目
〕
己
ロ
弄
口
陸
○
ロ
ロ
ロ

、
一
八
’
一
九
丁

耳
四
の
号
口
吻
扉
『
胃
三
豊
○
国
計
展
ｇ
巳
①
、
葛
国
鳥
．
岳
忌
以
下
五
篇
の
著
述
が
出
版
さ
れ
た
。

下
、
二
冊
（
中
野
操
本
）

（
医
学
史
研
究
、
第
十
一
号
、
一
九
六
三
年
、
六
四
五
頁
）

今
概
ネ
其
名
ヲ
珊
殺
シ
、
独
り
根
拠
ト
ナ
セ
ル
者
ノ
ミ
ヲ
挙
ゲ
テ
左
二
表
ス

（22）



前
半
を
支
配
し
た
外
科
の
指
導
者
達
の
著
で
あ
る
。

⑥
上
顎
・
下
顎
切
断
法

イ
ト
ル
（
前
出
）

④

＠
胴
骨
切
断
法

④
造
鼻
術
と
肛
門
疾
患
手
術

③

「
ゲ
ン
ソ
ー
ル
氏
法
」
］
○
ゆ
め
吾
○
自
切
。
巳

イ
ト
ル
（
前
出
）
法
」
を
述
べ
て
い
る
。

⑩
伊
太
利
法
は
２
句
ご
①
（
年
代
不
明
）
の
法
を
と
る
。
と
く
に
ポ
ロ
ニ
ァ
の
外
科
医
９
”
己
胃
①
爵
頤
冒
８
§
』
謹
蟹
、
窓
を
紹
介
し
、

⑥
／
ｌ

⑦

第
二
図
は
こ
の
タ
グ
リ
ア
コ
ッ
チ
の
《
己
①
ｇ
『
８
２
日
。
匡
旨
邑
動
己
ｑ
旨
の
旨
目
の
目
》
》
溢
君
の
挿
絵
己
冨
①
雪
と
同
じ
も
の
を
採
用
し
て
い

下
巻
に
於
て
、
造
鼻
術
と
肛
門
疾
患
手
術
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。

①
印
度
法
に
よ
る
造
鼻
術
、
こ
れ
は
主
と
し
て
、
デ
ル
ペ
チ
氏
郵
噛
法
」
に
よ
っ
て
い
る
。

で
あ
っ
て
、
「
（
前
額
辨
状
皮
膚
）
肉
辨
ノ
上
方
ヲ
三
角
二
切
り
、
其
両
側
ハ
鼻
翼
ノ
形
ヲ
営
ミ
、

る
0

エ
ル
の
変
法
で
あ
る
。

②

上
巻
に
於
て
特
記
す
べ
き
は
上
顎
及
び
下
顎
の
切
断
で
あ
る
。

何
「
リ
ス
フ
ラ
ン
ク
氏
法
」
と
は
前
述
目
の
守
目
ｏ
の
方
形
肉
辨
切
開
翻
転
、
下
顎
中
央
鋸
断
で
あ
る
。

「
ヂ
ュ
フ
イ
ト
ル
氏
法
」
⑦
昌
冒
匡
冒
①
ロ
９
口
冑
目
旨
蜀
１
房
急
下
顎
骨
幹
中
央
切
断
で
あ
る
。

「
ヂ
ュ
フ
イ
ト
ル
氏
法
」
〔

刺
上
顎
切
断
及
び
切
除
。

胴
骨
と
は
肋
骨
と
胸
骨
と
脊
椎
鰊
状
突
起
、
椎
骨
を
指
す
。

ｊ耐
肛
門
手
術

く

③

肛
門
手
術
に
最
も
重
点
を
置
い
て
い
る
の
は
「
痔
瘻
」
で
あ
る
。
内
部
未
全
痔
瘻
、
既
全
痔
瘻
、
外
部
未
全
痔
瘻
に
分
ち
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス

ご
弓
１
岳
罵
の
原
法
（
一
八
二
六
）
を
国
の
量
２
×
の
改
良
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
ヂ
ュ
フ

デ
ル
ペ
チ
は
旨
２
口
①
印
己
①
ざ
の
。
言
ご
息
ｌ
届
総

中
央
ハ
其
中
隔
を
造
成
ス
ル
」
所
謂
イ
ス
ラ

（23）



ル
ニ
ハ
如
カ
ス

⑥
史
的
意
義

⑨

時
代
か
ら
の
焼
灼
法
を
第
一
と
し
、
次
で
結
紮
法
、
最
後
に
切
断
法
を
講
じ
て
い
る
。
そ
の
中
で
特
記
す
べ
き
は
「
デ
サ
ル
ト
氏
法
」
、
即
ち

デ
ゾ
ー
の
纈
帯
や
、
当
時
わ
が
国
に
も
最
も
よ
く
紹
介
さ
れ
た
動
肘
瘤
の
デ
ゾ
ー
結
紮
法
で
な
じ
み
深
い
国
①
目
の
，
］
易
①
吾
己
①
の
９
戸
弓
堂
Ｉ

弓
忠
の
内
部
未
全
痔
瘻
（
括
約
筋
内
、
外
痔
瘻
共
に
同
一
法
を
実
施
せ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
）
鉛
直
放
線
状
切
離
術
で
あ
る
。

痔
手
術
に
は
刺
開
法
と
焼
灼
法
及
び
結
紮
法
を
述
べ
、
結
紮
法
条
下
に
「
此
法
モ
亦
夕
現
今
全
ク
之
ヲ
廃
止
セ
リ
」
と
断
言
し
て
い
る
。

⑩

脱
肛
に
ヂ
ュ
ピ
ィ
ト
ル
氏
（
前
出
）
の
「
括
約
筋
放
射
線
状
積
裳
切
除
法
」
を
紹
介
す
る
。
し
か
し
「
（
こ
の
法
は
）
鉤
ヲ
以
テ
積
袰
ヲ
鉤
シ

反
剪
ヲ
以
テ
深
ク
剪
除
シ
、
肛
門
狭
窄
ノ
度
ヲ
強
ク
ス
ル
ナ
リ
。
然
し
ト
モ
或
ハ
効
ヲ
奏
セ
ザ
ル
事
ア
レ
バ
全
ク
脱
肛
ヲ
切
除
ス
ル
ノ
確
実
ナ

ル
ニ
ハ
如
カ
ス
」
と
批
判
的
で
あ
る
。

本
書
は
要
す
る
に
、
当
時
慣
用
さ
れ
た
手
術
の
み
を
撰
し
た
も
の
で
、
そ
の
中
で
特
筆
す
べ
き
は
従
来
の
四
肢
切
断
が
著
し
く
消
極
化
さ

、
、
、
、
、
℃
、
、
、
、
、
、
、
、

れ
、
関
節
切
離
、
切
除
が
新
し
く
展
け
た
点
で
あ
る
。

ク
ロ
ロ
フ
ォ
ル
ム
麻
酔
法
は
当
時
す
で
に
実
際
に
繁
用
さ
れ
る
時
代
で
あ
り
、
本
書
を
通
じ
ヂ
ュ
ピ
イ
ト
ラ
ン
（
「
ヂ
ュ
ピ
イ
ト
ル
氏
」
）
及

び
デ
ゾ
ー
（
「
デ
サ
ル
ト
氏
」
）
、
さ
ら
に
リ
ス
フ
ラ
ン
（
「
リ
ス
フ
ラ
ン
ク
氏
」
）
等
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
著
名
の
外
科
者
の
術
式
を
、
直
ち
に
実

地
に
応
用
し
う
る
平
易
な
記
載
法
で
講
じ
て
い
る
点
は
特
異
と
す
る
。

し
か
し
、
制
腐
法
の
紹
介
は
な
く
、
従
っ
て
腹
部
手
術
に
つ
い
て
遂
に
一
言
だ
に
触
れ
て
い
な
い
。

①
「
外
科
手
術
」
、
例
言
一
丁
裏
。

②
同
書
、
上
巻
、
二
十
一
’
二
十
二
丁
。

③
同
書
、
二
十
二
丁
裏
’
二
十
五
丁
裏
。

④
同
書
、
二
十
五
丁
裏
’
二
十
六
丁
。

⑤
同
書
、
巻
之
下
、
二
丁
裏
。

引
用
文
献
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明
治
期
に
入
っ
て
、
ド
イ
ツ
外
科
学
の
ビ
ル
ロ
ー
ト
（
前
出
）
を
ま
ず
採
っ
て
、
以
下
ド
イ
ツ
学
派
医
学
を
受
容
す
る
迄
に
は
、
す
で
に
知

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
医
師
言
三
冨
冒
君
昌
尉
ゞ
扇
葛
１
房
程
（
駐
日
英
国
特
命
全
権
公
使
附
医
官
）
を
中
心
と
す
る
英
米
医
学
が
受

容
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
そ
の
当
時
は
一
時
英
語
が
流
行
し
、
例
え
ば
足
立
寛
は
当
時
、
英
文
を
独
学
で
学
び
、
学
生
に
教
え
た
し
、
長
井
長
義

が
慶
応
応
二
年
十
一
月
二
十
五
日
長
崎
留
学
に
際
し
て
持
参
し
た
語
学
書
と
い
え
ば
、
「
英
吉
利
文
典
」
た
だ
一
冊
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
幕

末
か
ら
明
治
初
年
に
大
い
に
行
れ
た
前
述
の
ア
メ
リ
カ
の
グ
ロ
ス
の
外
科
書
は
原
著
か
ら
の
直
接
の
受
容
で
な
く
、
ｇ
い
い
①
の
蘭
訳
本
（
一
八

六
六
）
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
。
幕
末
の
所
謂
長
州
征
伐
や
下
ノ
関
の
長
州
と
各
国
軍
艦
や
鹿
児
島
の
英
艦
の
砲
撃
等
、
四
囲
の
国
情
は
騒
然

た
る
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
の
必
要
か
ら
前
述
の
ス
ト
ロ
マ
ィ
エ
ル
や
グ
ロ
ス
の
戦
傷
に
関
す
る
外
科
領
域
書
が
大
い
に
行
れ
た
。
グ
ロ
ス
の

「
創
庚
新
説
」
（
前
出
）
の
出
版
も
、
医
学
所
に
於
て
松
本
良
順
が
、
か
か
る
時
局
に
対
処
し
て
逸
早
く
島
村
鼎
甫
を
主
任
と
し
て
講
義
せ
し

①
③

め
た
講
義
筆
記
で
あ
る
こ
と
は
著
聞
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
例
で
あ
る
が
当
時
の
医
書
は
「
フ
ヘ
ラ
ン
ド
の
著
書
、
又
は
ウ
ン
デ
ル
リ
ヅ

ヒ
の
内
科
書
、
’
一
マ
イ
ル
の
内
科
害
、
ス
ト
ロ
マ
イ
エ
ル
の
外
科
書
を
始
め
、
日
々
読
む
書
物
の
十
中
六
七
は
皆
独
逸
人
の
原
著
」
で
あ
っ
て

九
、
英
米
外
科
学
の
受
容

畠
⑦
餌
名
胃
の
目
四
哩
旨
の
○
国
且
．
〕
）
弓
四
日
・

③
「
外
科
手
術
」
、
巻
之
下
、
五
丁
以
下
、

⑨
同
書
、
巻
之
下
、
十
一
丁
裏
’
十
二
丁
。

⑩
同
書
、
巻
之
下
、
二
十
丁
裏
。

⑥
同
書
、
巻
之
下
、
三
丁
、

⑦
］
①
Ｈ
ｏ
目
①
国
の
月
①
君
普

］
①
Ｈ
ｏ
目
①
国
の
『
８
葛
①
冨
扇
【
・
国
“
符
の
胃
Ｉ
〆
〆
目
（
《
己
の
。
巨
“
§
．
匡
日
。
匡
日
品
冨
）
冨
胃
望
冨
目
８
号
○
口
巨
島
雷
噛
』
、
恩
①
冒
庁
曽
己
目
目
の
、

(1）

概
観
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幕
さ
れ
「
日
講
紀
申

③
「
日
講
紀
聞
」

③
④
⑤

そ
の
蘭
訳
書
を
通
じ
て
受
容
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
は
す
で
に
「
グ
レ
ー
の
ア
ナ
ト
ミ
ー
、
又
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
ア
ナ
ト
ミ
ー
な

ど
実
際
的
の
良
書
」
が
輸
入
さ
れ
、
直
接
英
書
か
ら
の
受
容
が
行
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
内
科
で
は
「
窒
扶
斯
新
論
」
シ
官
い
§
国
目
畠
届
１
房
震

が
出
た
。
事
実
、
明
治
六
年
に
於
て
も
尚
ク
ラ
ー
ク
（
前
出
、
「
外
科
拾
要
」
の
著
者
）
の
外
科
書
が
行
れ
た
。

「
官
版
、
日
講
紀
聞
」
唾
鑪
牽
利
甦
奉
睡
霊
校
、
二
冊
（
中
野
操
本
）
。

即
ち
、
こ
れ
が
、
そ
の
本
で
あ
る
。
題
言
に
「
時
尚
槍
壌
ノ
余
事
亦
草
創
二
属
ス
ル
ヲ
以
テ
学
校
ノ
規
律
未
夕
全
ク
立
ス
。
漸
ク
今
、
鼓
夏

秋
ノ
際
二
至
り
瘻
ヲ
病
ム
モ
ノ
過
半
霧
テ
院
ヲ
退
キ
、
教
師
亦
始
テ
暇
ヲ
得
テ
、
此
二
毎
朝
講
筵
ヲ
開
キ
、
傍
ラ
其
説
ヲ
筆
記
シ
、
之
ヲ
校
正

編
集
シ
、
名
テ
日
講
記
聞
卜
曰
フ
」
前
述
の
大
病
院
、
医
学
校
の
経
緯
を
述
べ
、
本
書
成
立
の
由
来
を
説
明
し
て
い
る
。
最
後
に
「
覧
者
畢
寛

⑥

言
三
旨
目
言
筐
鼠
冨
弓
１
房
程
．
の
研
究
は
す
で
に
諸
家
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
か
ら
省
略
す
る
が
、
エ
ヂ
ン
ゞ
ハ
ラ
大
学
を
卒
業
し
、

垂
“
証
年
渡
日
、
官
軍
に
聰
せ
ら
れ
て
戌
辰
戦
争
（
一
八
六
八
）
に
参
加
、
十
六
回
の
四
肢
切
断
術
を
行
い
、
創
傷
洗
糠
に
過
酸
化
満
俺
水
を

、
、
、
、
、
、
℃
、
、
、
、
、

、用
い
、
又
明
治
初
年
新
政
府
に
よ
っ
て
仮
設
軍
事
病
院
（
横
浜
）
、
東
京
大
病
院
の
夫
々
の
指
導
者
と
し
て
池
田
謙
斉
、
石
黒
忠
息
、
佐
々
木

東
洋
等
を
指
導
し
た
。
そ
の
際
、
行
っ
た
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
全
身
麻
酔
は
最
も
わ
が
外
科
に
大
き
き
い
影
響
を
与
え
た
。
石
黒
忠
底
は
「
医
学
所

③

へ
行
っ
た
り
、
病
院
へ
行
っ
て
ウ
ィ
ル
ス
氏
の
外
科
手
術
な
ど
を
見
て
稗
益
す
る
処
が
多
か
っ
た
」
と
云
い
、
又
「
維
新
前
に
は
コ
ロ
、
ホ
ル

ム
麻
酔
剤
を
か
け
た
こ
と
は
、
只
一
度
伊
東
玄
朴
氏
の
宅
で
彼
の
有
名
な
俳
優
沢
村
田
之
助
の
足
を
切
っ
た
時
に
実
験
し
た
の
み
で
あ
っ
た
」

（
文
久
元
年
六
月
江
戸
吉
原
常
間
桜
川
善
好
の
子
、
由
次
郎
脱
疽
を
患
ひ
、
右
足
切
断
に
当
り
、
伊
東
玄
朴
は
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
を
用
ひ
た
と
い

う
）
と
述
懐
し
て
い
る
。
何
れ
に
し
て
も
、
前
記
大
病
院
（
藤
堂
邸
跡
）
に
於
て
、
さ
ら
に
医
学
校
と
し
て
の
生
徒
養
成
を
兼
ね
行
い
、
ウ
イ

リ
ス
は
こ
こ
に
外
科
に
つ
い
て
講
義
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
司
馬
渡
海
（
盈
之
）
の
通
訳
、
石
黒
忠
恵
の
筆
記
に
よ
っ
て
、
そ
の
講
義
が
編

⑨

幕
さ
れ
「
日
講
紀
聞
」
と
な
っ
て
三
冊
の
み
世
に
出
た
と
い
う
。

(2)

ウ
イ
リ
ス

（26）



く倣
衝
か
一
論
じ
て
（
第
一
冊
）
、
従
来
の
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
以
来
の
機
械
論
的
炎
症
論
を
排
撃
し
て
、
新
し
い
病
理
解
剖
所
見
に
基
く
炎
症
論

⑩

を
紹
介
し
た
点
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
の
も
と
に
、
そ
れ
迄
乱
用
さ
れ
て
い
た
刺
絡
を
真
先
に
棄
て
て
、
刺
絡
に
強
く
反
対
し
た
。
「
近
来
西
洋

戻
術
ノ
大
二
面
目
ヲ
改
シ
所
以
ハ
篇
シ
化
学
ノ
精
試
、
蓋
シ
其
隠
ヲ
発
キ
、
顕
微
鏡
ノ
明
察
、
其
微
ヲ
啓
ク
ニ
由
テ
生
理
病
理
ノ
説
、
悉
ク
ー

、
、
、
、
、
、
、
、
、

変
シ
、
随
テ
各
病
治
法
ノ
異
ナ
ル
モ
ノ
、
職
ハ
倣
衝
病
二
刺
絡
ヲ
閣
メ
、
滋
養
補
益
ノ
方
ヲ
主
ト
シ
、
水
腫
病
二
利
水
薬
ヲ
置
テ
保
固
壮
血
ノ

剤
ヲ
処
ス
ル
ノ
類
以
テ
見
ル
ヘ
シ
」
、
こ
の
よ
う
に
卒
直
具
体
的
に
刺
絡
を
排
撃
し
、
書
中
、
再
三
と
な
く
、
そ
の
効
果
の
な
い
こ
と
を
例
症

⑪

を
挙
げ
て
痛
論
し
て
い
る
。
即
ち
そ
の
一
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
「
鰍
衝
病
ヲ
治
ス
ル
ニ
多
量
ノ
潟
血
ヲ
行
フ
ハ
世
医
ノ
皆
既
二
知
ル
所
ナ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
℃
、
、
、
、
、

リ
。
然
し
ト
モ
是
、
二
十
年
前
ノ
療
法
ニ
シ
テ
当
今
鰍
衝
病
二
施
ス
所
ノ
治
法
ト
ハ
全
ク
相
反
セ
リ
」
と
強
く
云
っ
て
い
る
。
こ
の
点
は
日
本

に
於
け
る
炎
症
論
に
於
て
劃
期
的
な
忠
告
で
あ
る
。⑫

⑬

そ
の
論
拠
と
し
て
鰍
衝
史
を
述
べ
、
そ
の
上
で
、
そ
の
当
時
の
新
説
と
し
て
、
炎
症
は
血
液
自
体
に
も
詠
管
に
も
な
く
「
毛
細
管
ヲ
離
レ
テ

⑭

他
ノ
組
織
中
ニ
ァ
リ
」
と
し
、
「
血
漿
ヲ
彦
出
ス
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
、
敢
テ
侃
衝
ノ
名
ヲ
下
ス
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

⑮

に
強
く
刺
絡
を
排
撃
し
つ
つ
も
尚
、
局
処
潟
血
は
、
む
し
ろ
須
要
だ
と
す
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
眼
の
炎
症
を
挙
げ
、
局
処
潟
血
に
よ
っ
て
局

処
の
充
血
、
欝
血
を
他
に
誘
導
す
る
と
説
く
。

⑬

炎
症
、
此
で
化
膿
の
機
転
を
、
血
積
が
熾
に
な
れ
ば
、
血
漿
が
昧
外
に
港
出
し
、
炎
症
を
惹
起
す
る
。
こ
の
際
、
渉
出
物
は
穎
粒
を
形
成
し

そ
の
顯
粒
が
生
活
引
力
に
よ
っ
て
互
に
相
凝
集
し
て
細
胞
体
を
造
る
。
こ
れ
が
即
ち
膿
球
だ
と
い
う
。

、
ｊ
／
↑
け
叩
Ｊ
・
レ
ト
圭
寸
Ｊ
Ｄ
穐
昇
唾
Ｔ
Ｉ
上
雪
二

動
豚
病
と
膿
血
症

之
ヲ
医
事
日
誌
ト
看
倣
シ
テ
可
ナ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
。
本
書
を
通
じ
て
特
記
す
べ
き
二
つ
の
重
要
事
項
が
あ
る
。

|ｲ｝ る
○

Ｄ
倣
衝
（
炎
症
）

》
皿
エ
里
口
販
Ｆ
坪
１
と
耶
肪
吋
叫
握
血

く

パ
イ
エ
ミ
ー

第
二
冊
に
於
て
動
肺
病
を
述
べ
、
即
ち
動
詠
化
硬
（
動
肺
硬
化
）
と
止
血
、
さ
ら
に
跳
血
雲
（
勤
豚
瘤
）
、
最
後
に
膿
血
病
を
論
じ
て
い

⑰
カ
ル
キ

動
肺
化
硬
の
定
義
を
、
「
動
詠
管
ノ
内
層
質
化
化
脂
ス
ル
ニ
因
り
、
一
ハ
此
内
層
質
ヨ
リ
加
爾
基
様
ノ
物
ヲ
渉
泌
シ
、
管
内
二
堆
積
結
晶

（27 ）



以
上
本
書
の
要
旨
は
実
際
的
、
啓
蒙
的
で
あ
っ
て
、
雑
然
と
し
た
外
科
治
療
体
系
に
、
一
つ
の
指
標
を
与
え
た
も
の
と
い
い
う
る
。
と
く
に

炎
症
論
の
啓
蒙
に
よ
る
刺
絡
の
排
撃
を
高
く
評
価
し
た
い
。
ウ
ィ
リ
ス
は
英
公
使
バ
ー
ク
ス
の
胃
出
胃
ｑ
國
島
の
い
の
支
持
で
、
前
述
の
よ
う

に
維
新
の
戦
乱
負
傷
者
の
治
療
、
次
で
東
京
の
大
学
病
院
の
始
ま
り
癖
雲
称
誇
諏
轆
鏥
に
活
躍
し
た
が
岩
佐
、
相
良
の
医
道
改
正
御
用
掛
や
副

島
伯
及
び
、
フ
ル
ベ
ッ
キ
⑦
巨
己
○
餌
の
吋
日
自
国
印
匙
。
旨
く
①
号
の
鼻
、
届
９
１
昂
麗
ら
の
努
力
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
医
学
に
拠
る
べ
き
決
定
を
見
て

か
ら
鹿
児
島
に
赴
き
甥
端
匡
畔
同
地
の
医
学
校
及
び
病
院
を
興
し
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
（
翻
酷
叶
釧
年
英
本
国
に
帰
り
翔
啼
辞
郵
年

シ
ャ
ム
の
バ
ン
コ
ッ
ク
に
英
国
公
使
館
医
員
と
な
り
、
同
地
の
衛
生
改
革
に
力
を
そ
へ
頚
端
雄
華
等
英
国
に
帰
り
鎚
酷
坤
吐
年
二
月
十
四
日
残

し
た
。
）
こ
れ
は
中
央
に
於
け
る
ド
イ
ツ
医
学
へ
の
転
換
を
示
す
事
実
で
あ
っ
た
が
、
当
時
に
於
て
は
尚
、
多
く
の
英
米
人
の
在
留
に
よ
っ
て

英
米
医
学
の
余
儘
消
え
や
ら
ぬ
時
代
で
あ
っ
た
。
（
即
ち
ウ
イ
ル
ス
と
共
に
活
躍
し
た
英
医
シ
ド
ル
、
海
軍
軍
医
学
校
に
於
け
る
フ
イ
ー
ラ
ー
、

・
ハ
イ
ェ
・
喝
－
④
、

㈲
膿
血
病
は
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
の
説
を
引
い
て
「
日
耳
曼
ノ
碩
学
ヒ
ル
コ
ー
氏
曾
テ
此
膿
球
ト
白
血
球
ト
ヲ
図
ノ
如
ク
並
列
シ
、
之
ヲ
顕
微
鏡

ニ
テ
百
方
検
査
セ
シ
ニ
其
執
レ
カ
膿
球
、
執
レ
カ
白
血
球
タ
ル
ヲ
監
別
シ
難
シ
卜
謂
リ
」
と
な
し
、
化
膿
論
の
よ
う
に
前
述
の
説
を
な
し
た
の

ロ
ン
ド
ン

で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
伝
染
性
を
強
調
し
、
「
曾
テ
英
国
竜
動
府
ノ
病
院
二
於
テ
、
一
人
ノ
膿
血
病
者
二
切
断
術
ヲ
施
セ
シ
者
ハ
悉
ク
皆
此
余

毒
二
感
染
シ
、
膿
毒
病
ヲ
病
タ
リ
。
故
二
近
来
ハ
此
切
断
術
ヲ
廃
棄
シ
用
ヒ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
堅
ク
閉
、
ン
人
ノ
出
入
ヲ
モ
禁
セ
シ
ナ
リ
」
。

シ
、
以
テ
終
二
豚
管
ノ
質
ヲ
化
硬
ス
ル
ニ
因
ル
」
と
す
る
。

⑬
ロ
ー
フ
ノ
ッ
・
卜

㈲
止
血
、
即
ち
圧
定
、
捻
止
、
結
紮
を
あ
げ
、
結
紮
に
は
、
と
く
に
動
豚
管
の
結
紮
を
結
束
法
（
「
航
海
家
ノ
恒
二
用
フ
」
）
に
よ
る
べ
き
を

⑲

奨
め
、
金
線
、
銀
線
よ
り
も
「
絹
糸
二
蝋
ヲ
塗
タ
ル
ヲ
撰
用
」
し
て
い
る
。

例
跳
血
雲
（
動
豚
瘤
）
の
手
術
は
未
だ
血
管
縫
合
に
よ
っ
て
血
行
保
有
を
企
図
す
る
術
式
は
な
く
、
結
紮
法
、
と
く
に
輸
入
動
豚
の
結
紮
法

⑳

を
採
っ
て
い
る
。
こ
の
際
、
動
豚
性
分
枝
は
副
枝
血
行
上
重
要
で
あ
る
か
ら
、
極
力
こ
れ
を
避
け
て
、
瘤
嚢
に
近
き
部
を
結
紮
す
べ
く
図
示
説

明
し
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

(3)

そ
の
他
の
英
米
医
師

（28）



＠
原
著
及
原
著
者

原
著
者
は
印
＆
§
。
産
①
⑦
３
ｍ
ｇ
幽
島
扇
匡
Ｉ
岳
罵
．
原
著
は
《
め
の
風
①
め
氏
ｇ
目
。
巴
扁
日
日
①
ぃ
・
旨
留
晶
①
ご
〕
・
易
宕
ｌ
話
置
こ
れ
は
同
書
、

凡
例
に
よ
れ
ば
「
之
ヲ
坊
間
二
得
ル
其
冊
薄
小
ニ
シ
テ
、
之
ヲ
妻
中
二
携
へ
易
ク
、
其
説
簡
明
ニ
シ
テ
、
之
ヲ
実
際
二
施
シ
易
シ
」
と
あ
る

が
、
果
し
て
本
原
著
が
当
時
大
い
に
行
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
訳
者
が
海
軍
軍
医
で
あ
っ
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。
そ
し
て
、
グ
ロ

ス
や
セ
ー
ル
の
外
科
書
に
比
し
、
余
り
名
が
知
ら
れ
て
い
な
い
。
た
だ
高
木
兼
寛
の
師
、
ス
ペ
ン
サ
ー
と
セ
ン
ト
ト
ー
マ
ス
病
院
医
学
校
の
同

僚
で
あ
り
、
或
は
高
木
兼
寛
の
在
英
通
信
に
よ
る
示
唆
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

ア
ン
デ
ル
ソ
ン
。
東
京
府
病
院
の
米
医
ア
シ
ミ
ー
ト
、
英
の
マ
ン
ニ
ン
グ
。
築
地
居
留
地
の
フ
ァ
ウ
ル
ヅ
。
聖
バ
ル
ナ
バ
病
院
の
米
医
ラ
ニ
ン

グ
及
テ
イ
ロ
ル
。
と
く
に
横
浜
に
は
横
浜
駆
徽
院
の
創
立
に
よ
っ
て
ニ
ュ
ー
ト
ン
及
び
十
全
病
院
の
セ
メ
ン
ズ
。
横
浜
徽
毒
病
院
の
英
軍
医
ゼ

ヂ
ュ
ウ
イ
ッ
キ
及
び
ヒ
ル
、
さ
ら
に
ロ
ー
レ
ン
ソ
ン
、
後
期
に
は
ホ
ウ
ヰ
ー
レ
ル
、
エ
ル
ド
リ
ッ
ヂ
。
さ
ら
に
居
留
地
に
於
け
る
ゼ
ネ
ラ
ル
、

ホ
ス
ピ
タ
ル
の
ウ
イ
ー
レ
ル
ト
・
地
方
に
は
函
館
に
英
の
デ
メ
ル
キ
、
神
戸
の
米
の
ウ
オ
ド
ル
。
岡
山
の
ベ
リ
ー
。
愛
知
の
ヨ
ン
グ
ハ
ン
。
土
佐

の
英
ホ
ヂ
ャ
ー
。
福
井
の
グ
リ
フ
イ
ス
等
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
関
係
及
び
軍
医
を
主
と
し
、
と
く
に
華
磁
垂
栫
来
朝
し
た
ヘ
ボ
ン
な
ど
は
最
も
著
名

で
あ
る
。
）
尚
、
ア
メ
リ
カ
医
師
に
つ
い
て
は
、
佐
伯
理
一
郎
氏
が
「
基
督
教
研
究
」
に
投
ぜ
ら
れ
た
「
幕
末
及
明
治
に
於
け
る
ア
メ
リ
カ
医
師
の

活
動
に
就
い
て
」
が
あ
る
（
第
二
十
四
巻
、
第
一
号
）
海
軍
軍
医
学
校
は
独
り
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
ミ
三
冨
日
ン
且
閂
吻
。
目
届
怠
ｌ
ご
ｇ
が
在
っ

⑳

て
、
英
米
医
学
の
形
響
は
大
き
か
っ
た
。
そ
の
教
材
は
前
述
グ
ロ
ス
の
外
科
書
が
最
も
重
き
を
な
し
た
。
又
ウ
ィ
リ
ス
に
就
い
た
高
木
兼
寛
は

⑳明
治
五
年
四
月
海
軍
省
九
等
出
仕
に
任
ぜ
ら
れ
、
次
で
同
八
年
六
月
本
官
を
免
ぜ
ら
れ
医
学
修
業
の
為
め
、
英
国
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
た
（
同
十

⑳

三
年
十
一
月
帰
朝
）
。
在
英
中
は
セ
ン
ト
、
ト
マ
ー
ス
医
学
校
、
次
で
十
一
年
四
月
英
国
外
科
学
校
旨
の
日
冨
同
号
言
口
営
○
日
“
を
、
帰
朝
直
前

の
十
三
年
五
月
に
は
英
国
外
科
学
校
の
罵
言
君
呂
５
口
且
○
日
鱒
を
受
け
た
。
特
に
陸
吋
目
冒
日
僅
晩
ｇ
ｇ
ｏ
Ｒ
、
岳
扁
１
房
君
に
就
い
た
こ
と
は

我
が
外
科
に
腹
部
外
科
学
移
植
に
大
い
に
役
立
っ
た
。
即
ち
帰
朝
逸
早
く
卵
巣
嚢
腫
摘
出
術
を
敢
行
し
え
た
。

(4)

『
外
科
拾
要
』
嘩
蠣
悶
緬
鰄
呪
諏
嬬
峠
腎
諏
冊
噺
治
六
年
九
月
刊
（
著
者
蔵
）

（29）



⑥
炎
症
論

⑳

倣
衝
論
は
ウ
イ
リ
ス
の
「
日
講
紀
聞
」
（
前
出
）
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
炎
症
の
所
見
と
し
て
、
白
血
球
の
増
多
を
認
め
て
い
る
。
そ

⑳

の
治
療
に
依
然
刺
絡
を
奨
め
、
「
是
症
ヲ
撲
滅
ス
ル
無
二
ノ
器
械
ハ
刺
絡
二
若
ク
者
ナ
シ
ト
云
へ
ト
モ
最
モ
注
意
シ
テ
之
ヲ
用
ユ
ベ
シ
」
と
し

て
い
る
。
こ
れ
を
前
記
ウ
イ
リ
ス
の
炎
症
論
の
啓
蒙
と
刺
絡
排
撃
に
比
し
て
、
同
じ
英
外
科
学
に
於
て
、
誠
に
奇
異
を
感
ず
る
。
殊
に
本
訳
書

の
原
著
は
最
も
新
し
い
も
の
で
あ
る
。
化
膿
に
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
細
菌
の
記
載
は
な
い
。

、
腫
瘍
論⑳

モ
ル
ピ
ド
グ
ロ
リ
ス
⑳

腫
瘍
論
（
病
的
産
物
）
、
良
性
腫
瘍
を
無
毒
瘤
、
悪
性
腫
瘍
を
有
毒
瘤
と
し
、
と
く
に
半
毒
瘤
を
設
け
て
い
る
。
「
こ
れ
は
癌
様
瘤
ト
名
ル

者
ニ
シ
テ
、
甲
、
乙
二
種
ノ
中
等
二
位
ス
」
。
即
ち
初
期
は
良
性
末
期
に
転
じ
て
悪
性
化
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
現
在
の
国
色
の
２
日
。
一
①

⑳

及
び
口
①
Ｈ
日
。
己
。
〕
§
の
如
き
を
さ
す
。
有
毒
瘤
、
即
ち
癌
腫
を
、
硬
癌
、
軟
癌
、
膠
癌
、
黒
癌
に
分
類
す
る
。
そ
の
記
事
「
尋
常
癌
胞
ハ
大

ニ
シ
テ
外
囲
斉
整
ナ
レ
ト
モ
、
其
形
状
二
球
円
、
楕
円
、
紡
錘
形
、
尾
状
ノ
諸
種
ア
リ
テ
、
其
ノ
複
雑
セ
ル
モ
ノ
ハ
三
二
個
ノ
全
胞
体
ト
核
及

上
核
仁
ヲ
癌
内
二
含
ム
」
と
記
載
し
て
い
る
ｃ

⑥
腹
部
外
科

⑪

腹
部
疾
患
に
は
穿
腹
術
及
び
腸
管
損
傷
部
の
縫
合
に
と
ど
め
て
い
る
。

⑫

ヘ
ル
ニ
ア
を
腸
墜
と
し
、
還
納
し
う
る
も
の
を
復
性
腸
墜
、
し
え
ざ
乏

墜
に
分
ち
、
後
者
の
治
法
に
人
工
肛
門
を
造
成
せ
し
め
る
。

腹
部
外
科

て
い
る
。

⑥
手
術

⑳
⑮

手
術
論
は
迷
蒙
薬
用
法
の
記
載
は
あ
る
が
、
制
腐
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
。
繰
然
刺
絡
の
章
が
あ
る
。
真
の
手
術
は
喉
頭
戯
開
術
、
気
管

⑳
⑰

裁
開
術
、
動
豚
結
紮
、
交
節
割
去
法
（
関
節
離
断
術
）
四
肢
切
断
に
過
ぎ
な
い
。

裁
開
術
、
動
肘

①
史
的
意
義

こ
れ
を
要
す
る
に
、
本
聿
自
は
臨
床
講
義
の
集
録
で
あ
っ
て
、
他
の
ド
イ
ツ
外
科
聿
昌
に
較
べ
て
、
外
科
聿
三
と
し
て
の
成
聿
白
と
い
い
難
く
、
大
冊

人
工
肛
門
の
記
事
が
あ
る
。

し
え
ざ
る
も
の
を
久
性
不
復
腸
墜
と
す
る
。
さ
ら
に
暫
性
不
復
腸
墜
と
嵌
頓
腸

（30）



⑳

こ
の
よ
う
に
海
軍
は
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
べ
き
論
を
説
く
も
の
多
く
、
又
一
般
に
は
グ
ロ
ス
外
科
書
の
声
価
が
上
っ
て
、
初
期
に
は
蘭
書
か
ら

で
あ
っ
た
が
、
後
期
に
は
英
語
の
原
著
よ
り
祖
述
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
加
速
度
的
に
一
時
英
語
が
流
行
し
、
当
時
は
ド
イ
ツ
語
修
得
の
難
事

は
一
般
の
こ
と
で
「
英
学
の
行
乎
、
我
既
十
又
余
年
、
大
方
君
子
、
彬
々
輩
出
、
坊
間
著
者
、
殆
為
桂
林
千
樹
」
（
中
村
雄
吉
、
「
普
語
葵
」

⑳

序
）
で
あ
り
、
又
「
英
仏
之
訳
篇
盛
行
干
世
、
只
独
逸
訳
書
未
有
之
也
」
（
中
村
順
一
郎
「
独
逸
単
語
篇
和
解
」
序
）
と
い
う
時
代
で
あ
っ

⑳

た
。
か
の
東
京
大
学
医
学
部
前
身
、
大
学
東
校
に
ミ
ュ
レ
ル
、
ホ
フ
マ
ン
の
ド
イ
ツ
軍
医
を
招
聰
し
た
際
も
、
そ
の
通
訳
に
困
却
し
、
ホ
フ
マ

ン
の
方
は
英
語
も
出
来
る
の
で
三
宅
秀
が
衝
に
当
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
他
に
は
語
学
の
天
才
で
あ
り
、
築
地
の
ヨ
ン
グ
ハ
ン
に
就
い
て
僅
か
六

＠

ケ
月
ド
イ
ツ
語
学
を
学
ん
だ
東
校
大
助
教
司
馬
盈
之
が
唯
一
人
通
訳
に
当
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
逸
話
さ
へ
も
あ
る
。
従
っ
て
ド
イ
ツ
語
を

学
ぶ
に
は
ポ
ム
ホ
フ
字
書
ロ
昏
日
冒
津
国
風
．
目
の
言
自
の
ご
く
。
。
３
日
○
の
き
ぐ
§
厚
．
Ｆ
Ｐ
目
①
乏
冒
雨
一
、
“
星
の
匡
夛
『
９
．
２
言
○
○
国
の
号
。
鼻
号
吋

胃
の
己
の
号
邑
の
。
胃
團
煙
一
．
』
》
届
麗
や
「
三
語
便
覧
」
（
初
、
中
、
終
）
三
冊
、
茂
亭
村
上
義
茂
著
な
ど
で
蘭
語
や
英
語
を
通
じ
て
、
辛
じ
て
ド

イ
ツ
語
を
学
ん
だ
。
「
英
吉
利
文
範
」
垂
恥
元
乙
丑
歳
刻
や
「
挿
訳
英
文
典
」
社
町
匡
柵
鈩
識
詫
睡
稗
寛
則
訳
な
ど
が
あ
っ
た
の
に
も
拘
ら
ず

ド
イ
ツ
語
学
関
係
害
の
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。

外
科
関
係
、
英
米
医
学
書
の
訳
書
は
そ
の
他
に
次
の
一
書
が
あ
る
。

⑧
明
治
初
年
の
英
医
学

当
時
サ
イ
ム
、
グ
ロ
マ

倒
的
の
も
の
で
あ
っ
た
。

グ
ロ
ス

で
あ
り
な
が
ら
、
実
地
指
導
書
に
過
ぎ
な
い
。

追
記
す
べ
き
は
ウ
イ
ー
リ
ス
の
「
日
講
紀
聞
」
の
巻
頭
に
あ
る
「
本
説
ハ
英
国
大
医
サ
ヰ
ム
氏
ノ
外
科
書
二
拠
り
」
と
あ
る
が
、
サ
ヰ
ム
は

当
時
イ
ギ
リ
ス
外
科
に
君
臨
し
た
旨
日
①
の
鄭
目
の
．
ご
忠
ｌ
岳
弓
で
あ
る
。
ウ
ィ
リ
ス
が
エ
ヂ
ン
ゞ
ハ
ラ
に
あ
っ
た
時
代
の
恩
師
で
あ
る
。
即
ち

ウ
イ
リ
ス
が
参
考
に
し
た
本
は
《
《
弓
胃
甲
冒
。
亘
の
吻
旦
普
晶
①
ｑ
・
雪
国
．
＆
岳
念
で
あ
る
。
そ
の
補
足
改
訂
版
は
一
八
五
一
年
に
出
て
、
ド
ィ

ウ
イ
リ
ス
が
参
考
に
し
た
本
は
《
《
、
』

シ
語
に
も
訳
さ
れ
た
名
著
で
あ
る
。

の
両
ア
メ
リ
カ
及
イ
ギ
リ
ス
外
科
者
が
著
聞
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
そ
の
影
響
は
一
時
わ
が
外
科
学
に
圧
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⑤
『
溌
疽
治
範
』
織
恥
垂
籍
諜
歳
尋
朗
鰐
平
閲
（
中
野
操
本
）

⑬

本
書
は
「
英
国
ノ
瘍
医
ロ
ベ
ル
ト
ド
ロ
イ
ッ
ト
ノ
説
千
八
百
五
十
三
年
著
ス
所
ノ
書
、
二
百
零
三
頁
ヨ
リ
第
二
百
零
四
頁
二
至
ル
ヲ
抄
訳
ス

ル
モ
ノ
、
英
国
ノ
瘍
医
ヂ
ョ
ン
、
エ
リ
ソ
ン
ノ
説
、
千
八
百
六
十
六
年
著
ス
所
ノ
書
、
第
三
百
六
十
三
頁
ョ
リ
第
三
百
六
十
四
頁
二
至
ル
ヲ
抄

訳
ス
ル
モ
ノ
、
亜
国
ノ
瘍
医
サ
ム
ー
ル
、
ド
、
グ
ロ
ッ
ス
ノ
説
、
千
八
百
六
十
六
年
著
ス
所
ノ
書
、
上
冊
第
五
百
五
十
八
頁
ヨ
リ
第
五
百
六
十

二
頁
二
至
ル
ヲ
紗
訳
ス
ル
モ
ノ
」
で
あ
る
。

グ
ロ
ス
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
の
で
ド
ロ
イ
ッ
ト
と
エ
リ
ゾ
ン
に
つ
い
て
考
証
す
れ
ば
、

前
者
ば
”
・
胃
再
ロ
昌
胃
ゞ
馬
屋
ｌ
屍
困
の
弓
胃
普
晶
の
。
ｐ
い
く
且
①
日
①
。
匡
日
ｌ
四
国
煙
己
屋
。
鼻
。
罠
冨
即
日
。
昼
①
、
餌
且
印
画
＆
８
＆
普
晶
①
ご
軍
．
》

前
者
は
屍
。
胃
再
保

⑳

後
者
は
き
冒
園
〕
・
陣
甘
言
の
ロ
ゞ
岳
扁
ｌ
』
“
器
の
《
《
胃
一
ｇ
ｏ
の
鰯
且
胃
庁
・
串
の
巨
晶
①
愚
．
葛
で
あ
る
。
本
書
は
八
版
ま
で
出
版
さ
れ
て
い
る
の
で
、

果
し
て
何
版
で
あ
る
か
調
査
不
可
能
で
あ
っ
た
。

⑧
擁
疽
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
南
蛮
期
か
ら
、
外
科
の
主
テ
ー
マ
で
あ
っ
て
、
そ
の
疾
病
も
現
代
に
比
し
て
最
も
多
い
疾
患
で
あ
っ
た
。
従

っ
て
英
米
書
か
ら
本
題
の
み
を
紗
訳
し
た
の
は
、
そ
の
頃
と
し
て
も
当
然
の
必
要
性
か
ら
の
こ
と
と
想
像
さ
れ
る
。

⑥
本
書
は
実
用
書
で
あ
る
の
で
、
病
理
学
的
な
説
は
な
く
、
主
と
し
て
症
状
と
治
法
に
終
始
す
る
。
何
れ
も
十
字
切
開
を
最
後
の
治
療
と
す

⑬

る
。
そ
の
分
類
も
翼
状
組
識
諸
病
の
名
の
下
に
擁
疽
及
び
痴
腫
を
論
じ
て
い
る
。
挿
入
さ
れ
た
挿
絵
に
よ
れ
ば
背
面
の
巨
大
な
る
も
の
が
多

く
、
自
ら
現
代
と
は
、
そ
の
病
症
の
趣
、
生
命
に
及
す
危
険
度
を
異
に
す
る
。

明
治
五
年
に
は
そ
の
他
に
「
撒
善
篤
糊
帯
式
」
延
釦
奇
、
附
図
三
冊
（
著
者
蔵
）
が
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
。
本
書
は
「
西
暦
千
八

サ
ル
チ
ン
ド

百
六
十
九
年
二
鎮
行
セ
シ
、
米
人
撒
善
篤
氏
ノ
外
科
書
中
二
載
ル
」
と
あ
る
が
、
原
著
書
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
。

＆
．
届
宙
で
あ
る
。

(6)

撒
善
篤
繍
帯
式
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⑳⑳⑬⑳⑳⑮⑭、⑫⑳⑳⑳⑳⑳⑳⑳⑳⑳、⑳⑳
同
右
、
四
十
丁
。

同
書
、
巻
之
六
、
四
三
丁
。

米
山
梅
吉
「
幕
末
西
洋
文
化
と
沼
津
兵
学
校
」
二
八
頁
。

阿
知
波
五
郎
「
華
浦
医
学
校
（
明
治
七
’
十
年
）
旧
蔵
書
に
つ
い
て
」

「
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
」
上
巻
、
三
九
三
’
三
九
四
頁
。

同
書
、
巻
之
六
、

同
書
、
巻
之
六
、

同
書
、
巻
之
八
、

同
書
、
巻
之
八
、

同
右
、
三
十
丁

同
書
砺
巻
二
、
二
一
八
丁
。

同
書
、
三
六
丁
。

同
書
、
巻
之
一
、
第
七
編
、
三
五
丁
。

「
外
科
拾
要
豆

同
書
、
一
四
丁
、

巻

「
明
治
科
学
史
」

「
高
木
兼
寛
」
、
一

同
書
、
三
二
二
頁
。

同
右
、

同
右
、

同
右

十
六
丁
異
。

二
十
二
’
二
十
三
丁
。

之
一
、
十
丁
裏
。

三
二
一
Ｊ
Ｏ

一
九
丁
。

二
八
丁
。

二
七
’
三
二
丁
。

一
九
頁
。

三
八
頁
。

（
医
学
史
研
究
、
一
九
六
三
年
、
第
十
一
号
、
六
五
二
頁
。
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②
卵
巣
水
腫
蔵
除
術
に
つ
い
て

②
③
④

卵
巣
水
腫
蔵
除
術
の
敢
行
（
明
治
八
年
三
月
廿
五
日
、
物
、
朱
両
氏
執
刀
）
と
、
同
じ
手
術
を
明
治
八
年
八
月
二
日
、
ド
イ
ツ
よ
り
新
帰
朝

の
佐
藤
進
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
、
こ
こ
に
、
こ
の
二
例
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
外
科
に
新
し
い
開
腹
術
に
よ
る
腫
瘍
摘
出
術
が
行
れ
た
の
で
あ

る
。
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
外
科
受
容
時
代
に
は
敢
行
で
き
な
か
っ
た
新
し
い
分
野
の
開
拓
で
あ
る
。
と
く
に
前
者
所
載
の
東
京
医
学
校
編
輯

⑤
ウ
エ
ル
ニ
ッ
ヒ

（
明
治
八
年
十
二
月
出
版
）
の
「
医
院
雑
誌
」
（
中
野
操
本
に
は
「
二
十
五
日
此
日
天
気
朗
晴
、
春
寒
尚
ホ
威
ア
リ
。
吻
氏
命
シ
テ
曰
ク
、

ス
ト
ー
ブ

火
炉
温
ヲ
醸
シ
、
室
内
常
二
華
氏
六
十
五
度
乃
至
七
十
度
ノ
温
ヲ
保
持
ス
ヘ
シ
ト
。
於
是
、
両
氏
病
躰
二
臨
ミ
、
先
シ
器
具
薬
液
及
上
施
術

英
米
医
学
受
容
か
、
ド
イ
ツ
医
学
受
容
か
の
大
き
い
問
題
は
明
治
近
代
医
学
発
達
史
の
分
岐
点
の
一
つ
で
あ
る
。
前
章
の
英
米
医
学
が
俄
然

①

ド
イ
ツ
医
学
に
転
換
し
た
最
も
重
大
な
時
期
は
明
治
四
年
八
月
（
一
八
七
一
年
）
に
来
朝
し
た
ド
イ
ツ
軍
医
ミ
ュ
レ
ル
原
。
己
。
匡
冨
昌
①
筒
．

扇
置
ｌ
葛
函
と
ホ
フ
マ
ン
弓
言
。
」
。
Ｈ
同
旨
胃
１
国
○
庫
日
四
口
ロ
屍
弓
ｌ
心
で
あ
り
、
明
治
二
年
に
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
同
八
年
に
帰
朝
し
た
佐
藤

進
で
あ
る
。
即
ち
、
日
本
の
外
科
は
明
治
四
年
と
明
治
八
年
に
ド
イ
ツ
的
に
変
革
し
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
佐
藤
進
は
親
し
く
ド
イ
ツ
に
在
っ

て
、
ビ
ル
ロ
ー
ト
以
下
の
当
時
の
大
家
に
直
接
指
導
を
受
け
た
（
後
述
）
。

十
、
ド
イ
ツ
外
科
学
の
受
容

⑬⑫⑪

「
唾
疽
治
範
」
、
三
丁
。

同
書
、
二
七
丁
、
二
八
｝

二
八
丁

石
黒
忠
意
「
懐
旧
九
十
年
」
、
一
五
五
’
一
五
七
頁
。

(1)

ド
イ
ツ
医
学
受
容
の
成
果
、
と
く
に
制
腐
手
術
に
よ
る
卵
巣
水
腫
蔵
除
術

。
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ノ
際
、
需
要
ス
ベ
キ
諸
品
ヲ
検
閲
シ
、
預
メ
介
補
ス
ル
所
ノ
次
序
ヲ
我
徒
二
命
シ
、
畢
テ
患
者
ヲ
躰
上
二
仰
臥
セ
シ
ム
。
実
二
午
前
第
九
時
三

十
分
ナ
リ
」
ｌ
感
動
的
な
手
術
記
事
で
あ
爵
。
「
喝
嶬
明
ヲ
嗅
入
セ
シ
ム
ル
事
、
法
ノ
如
ク
ス
．
患
者
忽
然
神
気
迷
瞳
一
身
霧
放
ス
」
次
で

可
》
ロ
ー
ル
ホ
ル
ム

「
朱
氏
護
謨
導
尿
管
ヲ
以
テ
」
導
尿
し
、
階
下
よ
り
趾
骨
上
辺
に
皮
膚
切
開
、
「
尖
攝
子
」
ヲ
以
テ
創
口
中
央
に
位
す
る
腹
膜
を
切
開
、
鈍
鈎

シ
ユ
ル
ヒ
ピ
ン
セ
ツ
ト

ハ
ー
ケ
ン
ト
ロ
イ
カ
ル

を
以
て
創
唇
を
左
右
に
鈎
開
し
、
卵
巣
水
腫
を
求
め
て
「
ス
ペ
ン
セ
ル
、
ウ
エ
ル
氏
新
製
ノ
隻
鈎
套
管
針
を
穿
刺
、
「
液
噴
射
湧
出
ス
。
盆
ヲ

傾
ク
ル
事
、
十
数
回
、
流
勢
忽
衰
へ
水
液
殆
ト
洞
ル
」
・
次
で
水
腫
周
辺
の
癒
着
を
剥
離
し
、
「
於
是
、
全
嚢
殆
ン
ト
腹
外
二
出
デ
、
始
メ
テ

雲
帯
ヲ
認
ム
。
箒
大
サ
ー
握
許
、
長
サ
数
寸
阯
骨
縫
際
右
側
ノ
内
部
二
根
拠
シ
、
数
条
の
血
管
聯
行
シ
テ
妻
二
弥
リ
、
著
シ
ク
榑
動
ヲ
呈
ス
」

、
、
、
、
で
、
、
泊
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

こ
れ
ら
の
記
事
は
全
く
「
抑
此
一
治
例
ダ
ル
皇
国
卵
巣
妻
腫
ヲ
裁
除
ス
ル
ノ
創
験
二
係
り
、
我
医
道
二
関
ス
ル
事
、
蓋
シ
僅
小
ナ
リ
ト
セ
ス
」

で
あ
る
。
と
く
に
、
こ
の
際
注
意
す
べ
き
は
瘍
腫
摘
出
に
際
し
腸
線
と
直
針
に
穿
っ
て
「
帯
根
ノ
中
央
二
貢
ク
事
、
数
条
：
．
：
帯
根
ヲ
結
束

グ
ヅ
ト
ヶ
ッ
ト

シ
敷
断
シ
、
「
石
炭
酸
溶
水
ヲ
以
テ
創
処
ヲ
洗
浄
シ
」
、
切
開
創
縫
合
後
も
「
石
炭
酸
溶
水
二
燕
シ
、
創
上
ヲ
覆
う
事
数
層
」
で
あ
る
。
即
ち
、

こ
の
制
腐
具
体
記
事
も
著
者
の
調
査
範
囲
に
於
て
は
最
初
の
も
の
で
あ
る
。
「
躰
辺
預
メ
大
盆
数
箇
ヲ
置
キ
、
二
百
倍
石
炭
酸
溶
水
ヲ
盛
り
、

溶
水
中
海
綿
大
小
二
十
余
筒
ヲ
放
チ
、
毎
二
洗
糠
浄
潔
シ
テ
始
終
創
処
ヲ
拭
上
、
消
滴
モ
汚
液
ヲ
腹
腔
内
二
遺
漏
ス
ル
事
ナ
キ
ヲ
注
意
セ
リ
。

且
シ
手
腕
具
凡
テ
創
処
二
触
ル
、
ト
キ
ハ
毎
次
必
ス
盆
中
ニ
テ
洗
糠
セ
リ
。
蓋
シ
微
細
異
物
ノ
偶
入
シ
テ
腐
敗
ヲ
媒
シ
、
危
嶮
ヲ
継
発
ス
ル
ノ

虞
二
準
備
セ
シ
ナ
リ
」
・
こ
の
制
腐
手
術
記
事
は
わ
が
国
外
科
に
及
し
た
影
響
の
最
た
る
も
の
の
一
つ
で
あ
り
、
親
し
く
新
し
い
ド
イ
ツ
外
科

専
門
家
に
よ
っ
て
展
か
れ
た
途
で
あ
る
。
手
術
記
事
の
一
部
を
敢
え
て
再
録
し
た
の
は
わ
が
外
科
学
の
重
要
な
マ
イ
ル
、
ス
ト
ン
と
な
る
も
の

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
か
ら
前
記
「
医
院
雑
誌
」
巻
二
を
と
く
に
重
要
視
し
た
い
。

尤
も
佐
藤
進
は
、
「
順
天
堂
医
事
雑
誌
」
巻
一
、
（
佐
藤
尚
中
蔵
版
、
明
治
八
年
、
英
蘭
堂
発
見
）
（
中
野
操
本
）
の
十
五
丁
に
「
曾
テ
ニ

十
有
余
前
（
明
治
八
年
よ
り
）
、
家
君
笠
翁
先
生
（
佐
藤
尚
中
）
佐
倉
ニ
在
シ
ト
キ
卵
巣
扶
出
術
ヲ
施
ス
事
（
嘉
永
六
年
六
月
）
、
己
二
二
人
共

二
幸
二
命
ヲ
保
シ
事
ヲ
得
タ
リ
。
霜
カ
ニ
按
ス
ル
ニ
是
レ
本
邦
ニ
在
テ
此
術
ヲ
施
ス
ノ
噴
矢
ト
云
フ
ヘ
シ
」
（
又
、
弘
化
四
年
、
三
宅
艮
斎
が

(3)

佐
藤
進
の
卵
巣
水
腫
蔵
除
術

（36）



旨
固
四
口
厨
。
彦
の
シ
の
目
扇
曹
〉
）

③
ミ
ュ
レ
ル
と
ホ
フ
マ
ン

ミ
ュ
レ
ル
（
前
述
）
は
ド
イ
ツ
陸
軍
軍
医
で
あ
り
、
来
朝
し
た
の
は
五
十
歳
、
夫
人
同
伴
、
上
野
の
寺
院
に
居
を
構
え
た
。
明
治
七
年
（
一

八
七
四
）
、
十
一
月
、
ホ
フ
マ
ン
と
共
に
帰
国
し
た
。
ホ
フ
マ
ン
は
年
齢
も
若
く
（
来
朝
時
は
三
十
四
歳
）
、
来
朝
前
に
も
す
で
に
《
ご
冨
筒

目
貫
己
①
犀
。
ロ
。
匡
烏
》
→
届
題
や
謬
葛
胃
冒
品
号
風
⑦
胃
四
匙
島
の
冨
畠
の
昌
唖
。
匡
①
冒
冨
員
電
・
・
屋
電
の
著
述
が
あ
り
、
官
営
侭
園
煙
号
の
届
畠
ｌ

⑩

岳
忌
の
下
で
内
科
を
専
攻
し
た
。
日
本
の
疾
病
史
の
一
部
や
日
本
医
界
に
つ
い
て
も
報
告
し
て
い
る
禽
目
①
旨
冨
昌
“
ｏ
胃
〆
四
房
の
》
、
及
び
自
冨
『

③ 堀
田
侯
の
陰
嚢
水
腫
を
施
術
し
た
と
い
う
）
と
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
制
腐
手
術
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

⑥

佐
藤
進
は
前
記
「
医
事
雑
誌
」
に
於
て
、
「
余
昨
年
、
伯
林
ヨ
リ
笈
ヲ
維
納
一
一
負
上
、
彼
地
二
遊
フ
事
数
月
、
其
間
教
授
先
生
ビ
ル
ロ
ー
ト

⑦

氏
ノ
招
キ
に
応
シ
屡
々
卵
巣
腫
ノ
手
術
ヲ
目
撃
ス
ル
事
ヲ
得
タ
リ
」
そ
し
て
、
そ
の
一
つ
は
司
顕
微
鏡
ヲ
以
テ
此
産
物
ヲ
照
ス
ニ
癌
ナ
ル
ヲ
識

ル
」
と
云
っ
て
い
る
。③

ウ
ェ
ル
｜
Ｅ
、
堂
ル
ヒ

佐
藤
進
の
「
卵
巣
水
腫
施
術
治
験
」
（
明
治
八
年
八
月
二
日
実
施
）
も
こ
の
よ
う
に
有
名
で
あ
る
。
そ
れ
は
前
記
物
、
朱
両
氏
が
午
前

九
時
三
十
分
に
手
術
開
始
、
終
了
が
午
前
十
二
時
前
数
分
で
あ
っ
た
の
に
反
し
、
佐
藤
進
の
手
術
時
間
は
僅
々
四
十
五
分
で
あ
っ
て
「
術
間
繕

二
四
十
五
分
時
ヲ
費
ス
ノ
ミ
、
痛
快
ト
云
へ
、
と
と
云
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
前
者
は
全
治
し
、
「
偶
々
朗
晴
緩
歩
ヲ
院
庭
二
試
ム
ル
’
一
絶
テ

些
ノ
障
碍
ヲ
覚
フ
事
ナ
ク
、
十
六
日
（
六
月
）
欣
然
辞
シ
テ
院
ヲ
去
ル
」
と
劇
的
な
手
術
記
事
を
了
っ
て
い
る
の
に
反
し
、
後
者
は
「
術
后
悪

症
ナ
ク
患
者
軽
快
ヲ
覚
ユ
ト
雛
ト
モ
衰
弱
日
二
加
リ
、
同
五
日
遂
二
死
ス
」
と
あ
る
。
勿
論
、
後
者
の
手
術
も
「
稀
薄
ノ
石
炭
酸
水
二
酷
セ
シ

⑨

海
綿
ヲ
以
テ
腹
内
ヲ
呵
嘩
二
拭
上
清
メ
」
云
々
と
あ
る
。
リ
ス
タ
ー
氏
制
腐
法
Ｆ
の
手
術
と
判
断
さ
れ
る
。
文
献
に
は
す
で
に
戌
辰
役
に
「
水

を
以
て
創
創
を
洗
ひ
、
或
は
焼
酎
で
創
面
を
拭
っ
た
位
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
五
稜
廓
の
戦
に
は
幕
医
高
松
凌
雲
が
始
め
て
石
炭
酸
水
を
創
傷

に
使
用
」
し
た
旨
の
記
載
が
あ
る
が
、
出
所
が
明
ら
か
で
な
い
。

(4)

東
京
医
学
校
時
代
の
ド
イ
ツ
医
師

（ 37）



⑤
シ
ュ
ル
ッ
ェ
と
ウ
エ
ル
ニ
ッ
ヒ

八
五
五
年
に
シ
ャ
リ
テ
病
院
に
転
階

一
八
九
三
年
十
月
十
三
日
残
し
た
。

ミ
ュ
ラ
ー
及
び
ホ
フ
マ
ン
の
後
任
教
師
と
し
て
来
朝
し
た
ド
イ
ツ
医
師
は
外
科
の
シ
ュ
ル
ッ
ェ
両
目
一
少
．
君
臣
の
冒
呼
冒
胃
．
岳
急
１
房
雷

と
内
科
及
び
産
婦
人
科
の
ウ
ェ
ル
ニ
ッ
ヒ
、
シ
Ｆ
謄
曽
盲
目
弓
の
『
昌
呂
ゞ
屋
怠
ｌ
冨
器
で
前
述
、
卵
巣
妻
水
腫
摘
出
の
術
者
吻
氏
（
ウ
ェ
ル
ニ

ヒ
）
及
び
朱
氏
（
シ
ュ
ル
ッ
）
は
こ
の
二
人
で
あ
る
。

シ
ュ
ル
ッ
ェ
は
日
本
へ
来
た
と
き
（
明
治
七
年
十
一
月
或
は
十
二
月
と
も
い
う
）
に
は
二
十
歳
の
若
さ
で
あ
り
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
出
身
で

あ
る
。
ミ
ュ
レ
ル
来
朝
と
僅
々
三
年
の
開
き
で
は
あ
る
が
、
す
で
に
リ
ス
タ
ー
の
制
腐
手
術
を
身
に
つ
け
て
い
た
（
前
述
、
卵
巣
水
腫
摘
出
術

参
照
）
し
、
そ
の
他
の
点
に
於
て
日
進
月
歩
の
医
学
の
進
歩
を
身
に
体
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
そ
れ
は
後
述
の
「
医
院
雑
誌
」
に
も
よ
く
現
れ

て
い
る
。
即
ち
「
治
験
録
」
は
ミ
ュ
レ
ル
時
代
の
も
の
、
「
医
院
雑
誌
」
は
シ
ュ
ル
ッ
ェ
の
も
の
で
あ
る
。
後
章
に
、
こ
れ
を
比
較
検
討
し
て

見
度
い
。
明
治
十
四
年
四
月
帰
国
す
る
迄
、
七
年
間
わ
が
外
科
学
を
指
導
し
た
点
に
於
て
、
意
義
は
大
き
い
。
帰
国
後
は
シ
ュ
テ
ヅ
チ
ン
市
病

院
長
と
な
っ
た
。

そ
の
日
本
外
科
学
界
へ
の
寄
与
は
後
章
に
譲
る
。

ミ
ュ
ラ
ー
は
ド
イ
ツ
の
す
す
め
た
人
だ
け
あ
っ
て
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
出
身
で
あ
り
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
、
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
教
室
の
講
師
、
一

五
五
年
に
シ
ャ
リ
テ
病
院
に
転
じ
た
。
来
朝
時
は
一
等
軍
医
正
で
あ
り
、
普
仏
戦
争
直
後
で
あ
る
。
帰
国
後
は
ベ
ル
リ
ン
廃
兵
院
長
を
務
め

引
用
文
献

①
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
、
上
巻
、
三
八
二
頁
。

②
「
医
院
雑
誌
」
（
東
京
医
学
校
編
輯
、
明
治
八
年
十
二
月
出
版
）
（
中
野
操
本
）
、
巻
之
二
、
五
’
三
四
頁
。

③
ン
．
日
．
シ
笛
學
５
冒
乏
９
昌
呂
岳
怠
１
房
患

④
「
順
天
堂
医
事
雑
誌
」
（
中
野
操
本
）
、
巻
之
一
、
八
丁
。

⑤
「
医
院
雑
誌
」
巻
之
二
、
五
丁
以
下
。

（38）



⑥
巻
之
一

巻
之
一
、

③
東
京
医
学
校
編
の
「
治
験
録
」

十
一
、
西
南
役
ま
で
の
ド
イ
ツ
外
科
学
受
容

「
治
験
録
」
程
癖
唾
蹄
霊
蠅
（
明
治
五
年
）
塞
承
達
程
恥
杷
恥
極
一
郭
稗
｝
（
中
野
操
本
）

勿
論
こ
の
「
治
験
録
」
は
内
科
、
外
科
共
に
載
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
を
総
括
す
る
と
、
エ
ス
マ
ル
ヒ
駆
血
帯

の
装
用
、
ウ
イ
リ
ス
に
続
い
て
四
肢
切
断
術
、
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
全
身
麻
酔
の
実
施
、
ギ
プ
ス
纈
帯
の
創
始
、
気
管
切
開
術
の
敢
行
で
あ
る
。
し

か
し
、
「
治
験
録
」
の
何
れ
に
も
、
リ
ス
タ
ー
制
腐
法
は
見
当
ら
な
い
。
（
事
実
は
実
施
し
て
い
た
と
い
う
。
）
腹
部
内
臓
器
に
関
す
る
手
術

は
敢
行
さ
れ
な
か
っ
た
と
見
る
の
が
正
し
い
。

い
る
。次

に
は
「
欠
唇
生
誕
五
字
時
間
施
術
之
験
」
、
こ
れ
は
佐
藤
尚
中
が
術
者
で
あ
る
。
生
後
僅
に
五
時
間
の
乳
児
に
本
手
術
施
行
の
危
険
は
相

ミ
ュ
レ
ル
時
代
の
外
科
学
の
実
状
を
知
る
資
料
は
至
っ
て
乏
し
い
。
僅
か
に
、
不
十
分
な
が
ら
次
の
「
治
験
録
」
を
通
じ
て
検
討
し
た
い
。

⑦
「
医
事
雑
誌
」
巻
→

⑦
同
書
、
巻
之
一
、
』

③
同
書
、
八
丁
以
下
。

⑨
田
中
香
涯
著
「
明
垂

⑯
《
言
旨
①
旨
晶
目

「
医
事
雑
誌
」
巻
之

田
中
香
涯
著
「
明
治

一
、
十
四
丁

同
書
、
巻
之
一
、
七
丁
裏
以
下
。

大
正
日
本
医
学
史
」
（
昭
和
二
年
、
東
京
医
事
新
誌
局
発
行
）
三
十
九
頁
。

《
言
旨
璽
盲
晶
自
身
吋
己
①
貝
、
号
ｇ
ｏ
＄
堅
胃
富
津
箇
埼
ｚ
里
員
１
匡
且
く
竪
席
『
〆
巨
且
の
○
黒
，
鈩
巴
①
ロ
】
函
①
津
醇
匡
崖

(1)

ミ
ユ
エ
ル

に
は
「
切
断
誹
骨
下
端
之
賛
肉
治
験
」
が
あ
る
。
術
者
は
栂
氏
、
当
時
に
於
て
は
、
か
か
る
小
手
術
も
亦
報
告
の
対
照
と
な
っ
て

ミ
ュ
レ
ル
時
代
の
外
科
学

（39）



＠
巻
之
二

当
重
視
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
無
麻
酔
で
あ
る
。

「
耳
前
、
頬
車
部
瘻
孔
」
、
本
症
例
は
「
ス
テ
ノ
ー
管
瘻
」
即
ち
耳
下
腺
管
野
ｇ
ｏ
ロ
ー
“
目
“
の
治
験
で
あ
る
。
当
時
に
あ
っ
て
は
耳
下
腺
損

傷
後
、
又
は
二
次
感
染
し
て
唾
液
瘻
を
呈
す
る
患
者
が
多
く
あ
っ
た
こ
と
も
想
像
さ
れ
る
。
即
ち
瘻
孔
の
咬
筋
前
部
に
存
す
る
も
の
で
あ
る
。

或
は
す
で
に
勺
の
汽
目
ｇ
ｇ
蔚
国
吻
匡
か
も
知
れ
な
い
。
勿
論
、
管
の
新
し
い
造
設
法
で
は
な
く
、
管
を
荒
廃
せ
し
め
る
方
法
で
あ
る
。
「
デ
ュ

イ
セ
氏
法
」
を
講
じ
、
他
の
二
法
を
も
追
加
し
て
い
る
。
頬
粘
膜
貫
通
法
で
あ
る
。
術
後
屡
々
過
満
没
水
で
合
嗽
せ
し
め
て
い
る
こ
と
は
注
目

イ
セ
氏
法
」
を
》

⑥
巻
之
三

す
べ
き
で
あ
る
。

「
左
膝
較
銃
創
」
こ
れ
は
非
観
血
手
術
の
好
例
で
あ
る
。
左
膝
関
節
の
複
雑
骨
折
を
伴
照
且
、
陳
旧
性
の
感
染
創
で
あ
る
。
ウ
ィ
リ
ス
時

代
な
ら
ば
必
ら
ず
切
断
術
が
施
行
さ
れ
た
筈
で
あ
る
が
、
不
動
糊
帯
、
即
ち
ギ
プ
ス
糊
帯
の
施
行
例
で
あ
る
。

「
左
手
腕
関
節
部
切
創
」
、
本
症
例
は
左
僥
骨
動
豚
の
損
傷
を
伴
い
、
民
間
医
に
よ
っ
て
止
血
処
置
を
施
さ
れ
、
感
染
し
、
重
篤
状
態
の
ま

ま
入
院
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
症
例
も
従
来
な
ら
ば
恐
ら
く
切
断
術
に
よ
っ
て
救
命
を
企
図
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
非
切
断
法
に

よ
り
、
浴
法
を
励
行
し
て
消
炎
に
努
め
、
遂
に
治
し
得
た
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
物
理
療
法
は
当
時
と
し
て
は
最
初
の
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て

よ
り
、
浴
法
を
励
行
し
て
消
炎
に
蔀

記
載
報
告
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
肛
門
瘻
四
症
例
」
、
術
者
は
雨 、ミ

る
0

「
右
肺
仮
性
結
核
兼
左
肺
阿
乙
姪
麻
」
こ
の
症
名
の
下
に
、
と
く
に
「
肺
水
腫
之
義
」
と
註
し
て
い
る
。
こ
れ
は
死
後
、
病
理
解
剖
し
て
い

る
。
正
式
洋
風
の
病
理
解
剖
の
最
初
の
一
つ
と
し
て
意
義
が
あ
る
。

「
婿
労
解
屍
之
験
」
、
第
二
回
目
の
病
理
解
剖
報
告
例
で
あ
る
。
箔
労
と
は
腸
及
び
腸
間
膜
腺
結
核
を
指
す
と
い
う
。
こ
の
記
事
で
興
味
深

い
点
は
「
東
校
病
院
」
に
と
く
に
「
下
等
病
院
」
が
あ
っ
て
「
東
校
下
等
病
院
」
と
称
し
て
い
た
事
実
を
記
載
す
る
。
即
ち
、
施
療
患
者
で
あ

ユ

エ

ル

術
者
は
栂
氏
、

そ
の
う
ち
一
症
例
を
除
き
切
開
法
で
あ
り
、
そ
の
臨
床
講
義
筆
記
形
式
で
あ
り
、
図
示
七
個
が
あ
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っ
て
、
こ
の

、
巻
之
四

こ
の

①
巻
之
五

本
巻
は
主
と
し
て
講
義
筆
記
で
あ
る
。
一
つ
は
「
冷
水
浴
ノ
理
を
論
ス
」
で
あ
り
、
他
は
「
検
尿
法
」
で
あ
る
。
検
尿
の
紹
介
は
こ
れ
迄
も

あ
る
が
、
実
地
家
向
け
で
あ
っ
て
濾
紙
を
「
無
膠
紙
」
と
し
、
外
科
内
科
共
に
尿
中
沈
湾
の
検
鏡
を
強
調
し
、
尿
蛋
白
、
尿
の
糖
検
査
（
「
尿

あ
る
が
、
実
地

「
屈
魯
斯
外
科
書
痔
疾
抄
出
」
、
こ
れ
は
当
時
ま
で
最
も
よ
く
行
れ
、
従
来
屡
々
報
告
し
て
き
た
グ
ロ
ス
外
科
書
で
は
な
い
か
と
判
断
さ
れ

る
。
事
実
、
そ
の
内
容
は
グ
ロ
ス
外
科
書
の
も
の
と
酷
似
し
て
い
る
。
当
時
の
外
科
学
が
四
肢
切
断
と
共
に
、
痔
疾
の
外
科
が
最
も
重
要
な
る

も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
第
四
版
（
一
八
七
○
）
の
原
著
は
実
に
六
千
部
を
刷
っ
た
と
い
う
。
当
時
こ
れ
程
よ
く
行
れ
た
本
は
他
に
見
当

角
界
峰
い
０

⑧
巻
之
十

中
含
糖
検
査
」
）

「
火
傷
治
験
」

以
上
の
よ
う
に
、
全
く
大
き
い
手
術
の
記
載
は
皆
無
で
あ
る
。
し
か
し
、
ウ
ィ
リ
ス
の
四
肢
切
断
症
例
（
十
六
症
例
）
が
予
後
不
良
で
あ
っ

た
の
に
反
し
、
全
般
に
記
載
が
著
し
く
体
系
的
で
あ
っ
て
病
理
解
剖
を
見
本
と
し
た
外
科
学
を
想
像
せ
し
め
う
る
。
し
か
し
、
後
述
の
シ
ュ
ル

ッ
エ
の
講
義
を
主
体
と
し
た
「
医
院
雑
誌
」
に
於
て
は
、
明
ら
か
に
、
一
層
の
躍
進
が
う
か
が
わ
れ
、
殊
に
、
そ
の
巻
之
二
に
現
れ
た
前
述
の

「
卵
巣
水
腫
試
除
ノ
治
験
」
は
圧
巻
で
あ
り
、
読
む
も
の
を
し
て
異
常
の
感
動
を
覚
え
し
め
る
。

③
「
医
院
雑
誌
』

資
料
と
し
て
左
の
「
医
院
雑
誌
」
を
採
る
。

病
院
患
者
は
当
時
に
あ
っ
て
も
容
易
に
解
剖
し
え
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

(2)

シ
ュ
ル
ッ
ェ
時
代
の
外
科
学

を
奨
め
て
い
る
。
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記
す
べ
き
記
事
で
あ
る
。

「
乳
房
腺
腫
裁
除
術
治
験
」
（
山
崎
元
脩
記
）
、

明
治
八
年
十
月
十
二
日
午
后
一
宇
（
時
）
藏
除
術
施
行
。
術
者
朱
氏
（
シ
ュ
ル
ッ
ェ
）
。
本
治
験
例
で
特
記
す
べ
き
は
「
里
斯
的
氏
（
リ
ス

タ
ー
）
防
腐
糊
帯
式
」
の
文
字
が
は
じ
め
て
現
れ
、
摘
出
腫
瘍
に
つ
い
て
「
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
検
査
」
実
施
の
記
事
が
あ
る
。

「
睾
丸
硬
腫
摘
出
治
験
」
、
附
図
が
あ
る
。
摘
出
腫
瘍
液
（
柔
軟
で
「
・
フ
レ
パ
ラ
ー
ト
」
作
製
不
能
と
あ
る
）
の
検
鏡
の
結
果
、
「
血
球
膿

球
コ
レ
ス
テ
ァ
リ
ン
結
晶
流
動
脂
肺
及
二
、
三
ノ
大
胞
（
細
胞
）
ヲ
見
ル
。
即
チ
エ
ピ
テ
ル
、
ク
レ
ブ
ス
の
胞
ナ
リ
」
と
し
て
い
る
。

従
来
、
病
理
解
剖
の
記
事
は
「
解
屍
之
験
」
と
し
て
発
表
さ
れ
て
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
「
解
剖
」
と
あ
る
。
当
時
か
ら
「
解
剖
便
覧
表
」
、

「
解
剖
訓
蒙
」
、
「
解
剖
新
図
‐
｜
、
「
解
体
学
語
妻
」
な
ど
の
「
解
剖
」
の
文
字
が
現
れ
、
さ
ら
に
《
《
ロ
の
昌
吻
・
亨
旨
己
目
の
里
唖
。
言
の
罵
吻
島
ｇ
君
野
§
‐

言
。
厨
）
目
○
胃
』
》
畠
忌
が
小
田
、
藤
井
、
桜
井
な
ど
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
時
代
で
あ
る
。
尚
、
本
記
事
は
筆
記
名
が
記
し
て
あ
る
（
永
坂
周

一

一

記
曹

0

銭
と
明
記
さ
れ
、
概
ね
月
刊
で
あ
る
。

、
Ｉ
ノ

。
。
－
→
１
Ｊ
マ
ャ

内

容

巻
之
五
、
（
明
治
九
年
四
月
出
版
）
。

巻
之
二
、
（
明
治
八
年
十
二
月
出
版
）
。

「
卵
巣
水
腫
蔵
除
ノ
治
験
」
、
こ
れ
墜
一

こ
れ
は
前

〆
〃
Ｉ
、
乱
１
１
Ⅱ
〃
空
Ｆ

そ
の
内
容
は
内
科
関
係
が
主
体
で
あ
る
が
、
以
下
外
科
関
係
に
つ
い
て
述
ぶ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

巻
之
一
、
（
明
治
八
年
十
一
月
出
版
）
、

「
医
院
雑
誌
」
錘
謡
医
鐸
罐
輪
輯
轄
一
（
野
灌
狩
輻
幸
吟
氷
床
趣
、
五
、
六
、
七
（
欠
）
八
、
九
（
欠
）
十
、
十
一
、
（
中
野
操
本
）

「
治
験
録
」
は
和
本
で
あ
り
、
「
医
院
雑
誌
」
は
洋
本
で
、
体
裁
著
し
く
近
代
化
し
、
医
学
雑
誌
と
し
て
の
外
容
を
呈
し
、
定
価
一
部
二
十

「
心
臓
病
体
解
剖
」

述
し
た
通
り
で
、
リ
ス
タ
ー
制
腐
法
下
に
行
れ
た
腹
部
腫
瘍
摘
出
と
し
て
、
日
本
外
科
学
史
上
特
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勿
論
コ
カ
イ
ン
の
伝
達
麻
痩
法
は
一
八
八
五
年
、
ア
メ
リ
カ
の
葛
三
国
日
些
の
君
四
目
国
幽
冒
＆
、
房
認
ｌ
乞
隠
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
は
な
い
。
（
ち
な
み
に
、
ハ
ル
ス
テ
ヅ
ド
は
発
見
後
三
十
七
年
後
の
一
九
二
二
年
、
つ
ま
り
逝
去
の
年
に
、
は
じ
め
て
、

プ
リ
オ
リ
テ
ー
ト
を
獲
得
し
、
自
冨
少
日
①
骨
豐
ｚ
島
。
自
己
ロ
①
巨
芭
シ
の
の
２
胃
旨
巨
か
ら
金
メ
ダ
ル
を
贈
ら
れ
た
曰
く
つ
き
の
も
の
で
あ
る
。
）

ク
ロ
ロ
ヒ
ル
ム
エ
ー
テ
ル

帥
圧
迫
法
、
電
気
法
、
炭
酸
ガ
ス
、
濃
厚
青
酸
、
喝
畷
坊
、
硫
酸
亜
的
児
、
礒
性
亜
的
児
、
寒
冷
法
ｌ
即
ち
凍
亙
和
剤
、
純
硫
酸
亜

的
児
、
石
油
亜
的
児
等
の
細
分
蒸
発
法
の
記
載
が
あ
る
。ア

ル
コ
オ
ル

㈲
全
身
麻
酔
麻
酔
薬
の
内
服
又
は
皮
下
注
射
、
亜
爾
箇
保
剤
、
自
然
睡
眠
、
動
物
磁
石
、
ヒ
ポ
ノ
チ
ス
モ
ス
（
暗
示
法
）
、
亜
酸
化
窒

エ
１
テ
ル
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム

索
演
、
亜
的
爾
及
喝
曜
坊
用
法
を
講
じ
て
い
る
。
勿
論
当
時
最
も
繁
用
さ
れ
た
も
の
は
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
吸
入
の
全
身
麻
瘻
法
で
あ
る
。
と
く

に
、
そ
の
歴
史
等
に
も
触
れ
て
い
る
の
は
注
目
に
値
す
る
。

巻
之
六
、
（
明
治
九
年
、
六
月
出
版
）

「
小
児
陰
嚢
腸
願
治
験
」
（
腸
癩
ハ
嵌
屯
ヘ
ル
ニ
ア
）
、
長
谷
川
漣
堂
記
．

当
時
、
嵌
屯
ヘ
ル
ニ
ア
は
当
然
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
腸
管
切
除
吻
合
は
な
く
、
主
と
し
て
人
工
肛
門
の
造
設
に
よ
っ
て
救
命
し
え
た
。
本

症
例
は
姑
息
法
に
よ
っ
て
得
た
治
験
例
で
あ
る
。

「
新
製
電
器
焼
徴
子
宮
内
繊
維
瘤
之
治
験
」
、
（
小
林
恒
記
）
、
当
時
、
「
焼
灼
器
」
は
外
国
か
ら
輸
入
し
た
も
の
が
あ
っ
て
、
こ
れ
迄
に
繁

用
さ
れ
て
い
た
記
事
が
あ
る
。
本
症
例
は
、
は
じ
め
て
「
国
産
焼
灼
器
」
の
使
用
症
例
で
あ
る
。
前
者
が
巨
大
な
る
装
置
で
移
動
に
困
難
で
あ

る
が
、
後
者
は
軽
量
で
、
そ
の
点
に
一
進
歩
を
来
し
た
と
（
緒
方
惟
準
著
「
外
科
器
械
略
論
」
参
照
）
。

「
真
腸
脱
兼
イ
ン
ワ
ギ
ナ
チ
オ
ン
焼
灼
療
法
治
験
」
、
（
難
波
一
記
）
。

前
例
が
国
産
焼
灼
器
を
使
用
し
た
の
に
反
し
、
後
者
は
「
結
紮
焼
切
器
」
の
使
用
例
で
あ
る
。
勿
論
電
気
に
よ
る
。
附
図
が
あ
る
。
こ
れ
ら

Ｊ甲
局
所
麻
酔
法
、

く巻
之
八
、
（
明
治
九
年
九
月
出
版
）
。

「
外
科
手
術
麻
酔
用
法
略
論
」
（
山
崎
元
脩
記
）
。
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、
佐
藤
進
の
ド
イ
ツ
留
学

①

佐
藤
進
に
於
て
意
義
深
い
こ
と
は
海
外
渡
航
免
状
第
一
号
と
し
て
外
科
学
修
得
（
最
初
私
費
留
学
生
、
明
治
三
年
十
月
官
費
留
学
生
を
命
ぜ

ら
れ
る
）
の
た
め
、
ド
イ
ツ
に
渡
航
（
糊
蹄
に
孝
匪
ア
メ
リ
カ
経
由
ド
イ
ツ
留
学
同
年
九
月
七
日
ベ
ル
リ
ン
着
）
し
た
こ
と
で
あ
る
。
佐
藤
以
前

②

に
ド
イ
ツ
に
あ
っ
た
の
は
青
木
周
蔵
と
萩
原
三
圭
（
翌
年
京
都
医
学
校
に
転
じ
、
ド
イ
ツ
人
教
師
「
シ
ョ
イ
。
ｃ
を
招
聰
し
、
地
方
医
学
校
と

し
て
最
も
早
く
ド
イ
ツ
医
学
に
拠
ら
さ
し
め
た
）
の
二
人
で
あ
る
が
、
勿
論
当
時
は
渡
航
免
状
に
よ
っ
て
い
な
い
。
幕
府
は
文
久
二
年
三
月
、

以
上
本
「
医
院
雑
誌
」
を
通
じ
て
知
り
得
ら
れ
る
点
は
リ
ス
タ
ー
制
腐
法
と
麻
酔
法
、
と
く
に
局
所
麻
痘
の
出
現
、
病
理
解
剖
さ
ら
に
組
織

学
的
検
索
の
新
発
展
、
等
で
あ
り
、
其
の
結
果
、
新
し
く
腹
部
外
科
に
臓
器
摘
出
術
の
分
野
が
開
拓
さ
れ
、
電
気
使
用
の
焼
灼
器
等
手
術
器
械

の
新
登
場
が
見
ら
れ
る
。
と
く
に
リ
ス
タ
ー
制
腐
法
記
載
の
意
義
は
と
く
に
大
き
い
。

績
」
が
あ
っ
た

ｊ位
総
括
、

の
電
気
を
利
用
す
る
外
科
器
械
は
当
時
に
あ
っ
て
は
最
も
先
端
的
な
も
の
で
、
興
味
深
い
。

巻
之
十
一
、
（
明
治
九
年
十
一
月
出
版
）

「
尿
道
狭
窄
兼
尿
閉
症
施
術
法
及
上
胃
腸
出
血
死
後
剖
験
」
、
（
永
坂
周
二
記
）
。

病
理
解
剖
に
は
じ
め
て
「
剖
験
」
の
文
字
が
現
れ
る
。

サ
リ
チ
リ

「
撒
利
質
里
酸
」
、
（
山
崎
元
脩
記
）
。

当
時
、
新
薬
と
し
て
最
も
脚
光
を
浴
び
た
の
は
、
こ
の
「
撒
利
質
里
酸
」
（
前
出
）
で
あ
る
。
即
ち
、
本
記
事
中
に
も
「
近
日
我
医
院
二
試

用
ス
ル
薬
品
中
頗
ル
卓
絶
ノ
効
験
ア
ル
モ
ノ
ハ
即
チ
撒
利
質
里
酸
ナ
リ
」
と
し
て
い
る
。
外
科
関
係
と
し
て
は
防
腐
剤
と
し
て
繁
用
さ
れ
た
。

「
防
腐
薬
ト
シ
テ
ハ
亦
夕
石
炭
酸
ノ
右
二
出
シ
」
と
記
し
て
い
る
。
他
の
薬
効
は
勿
論
「
体
温
減
退
二
著
効
」
、
さ
ら
に
「
リ
ウ
マ
チ
ス
ニ
偉

(4)

ビ
ル
ロ
ー
ト
外
科
学
の
受
容

（
石
黒
外
科
説
約
参
照
）
。
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十
五
名
に
和
蘭
留
学
を
命
じ
た
。
伊
東
玄
伯
、
林
研
海
が
医
学
者
と
し
て
入
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
慶
応
二
年
に
は
さ
ら
に
第
二
回
の
留
学
生

を
送
っ
た
。
そ
の
中
に
緒
方
惟
準
は
幕
府
よ
り
和
蘭
に
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
医
科
大
学
に
入
学
中
、
明
治
維
新
に
際
会
し
、
明
治

元
年
七
月
帰
朝
し
た
。
佐
藤
進
在
独
中
の
通
信
紹
介
に
よ
る
と
一
‐
ス
ト
ロ
メ
ー
ル
は
小
生
只
今
在
留
の
ベ
ル
リ
ン
よ
り
百
里
計
隔
り
た
る
ハ
ノ

ー
フ
ル
と
い
う
一
都
府
の
人
な
り
」
、
さ
ら
に
「
右
等
の
諸
哲
に
も
在
留
中
は
面
会
仕
度
候
。
百
里
位
相
隔
り
た
る
処
は
蒸
汽
車
に
て
一
夜
の

内
に
達
し
可
申
候
」
（
明
治
二
年
十
月
廿
八
日
附
書
信
）
。
又
哲
医
ウ
ー
ン
ド
ル
リ
フ
及
び
ス
ト
ロ
マ
ィ
ル
も
未
だ
存
命
し
て
、
不
遠
是
非
共
面

会
仕
度
愚
考
罷
在
候
」
（
明
治
三
年
正
月
六
日
附
）
。

佐
藤
進
は
常
陸
国
久
慈
郡
太
田
村
高
和
清
兵
衛
の
長
男
（
介
石
）
と
し
て
弘
化
二
年
十
一
月
廿
五
日
生
れ
る
。
慶
応
二
年
佐
藤
舜
海
の
養
子

と
な
る
。
俊
才
で
あ
っ
て
、
そ
の
故
国
へ
の
通
信
及
び
伝
記
に
於
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

佐
藤
進
が
在
独
中
に
学
ん
だ
外
科
の
実
績
は
次
の
諸
資
料
を
通
じ
て
現
れ
、
当
時
発
足
し
た
日
本
外
科
学
起
始
に
大
き
い
影
響
を
及
し
た
。

即
ち
佐
藤
進
の
帰
朝
は
明
治
八
年
八
月
六
日
で
あ
る
。

．
’
「
順
天
堂
医
事
雑
誌
」
雑
癖
硝
蓉
穂
俳
巻
壷
雨
雲
諮
津
、
（
極
野
睡
奉
一
ハ
、
七
、
八

Ｊ巻
之
一
は
前
記
の
よ
う
に
明
治
八
年
十
月
出
版
で
あ
っ
て
、
概
ね
月
刊
で
あ
る
が
、
明
治
九
年
一
月
、
四
、
五
、
六
月
、
八
月
、
十
、
十
一

く
十
二
月
さ
ら
に
明
治
十
年
一
月
は
出
版
し
て
い
な
い
。

創
刊
号
序
に
「
男
進
欧
洲
よ
り
帰
り
き
に
け
り
。
こ
こ
已
巳
（
明
治
二
年
）
春
、
我
国
未
た
医
学
の
全
か
ら
ざ
る
を
憂
ひ
、
余
の
志
し
を
も

継
か
ん
と
し
て
、
憤
発
の
余
り
海
外
万
里
に
独
行
し
、
伯
霊
の
大
学
に
入
り
、
医
学
の
予
科
よ
り
初
め
本
科
を
は
残
さ
す
脩
し
尽
し
て
、
終
に

学
士
の
允
可
を
受
得
た
り
。
こ
は
未
曾
有
の
事
に
て
亜
細
亜
人
に
て
は
噴
矢
と
そ
す
へ
き
な
る
を
、
猶
飽
た
ら
す
更
に
維
納
、
巴
里
を
巡
歴

し
、
彼
の
大
学
士
、
大
医
先
生
な
と
と
面
語
討
論
し
つ
つ
、
日
々
に
各
療
奇
術
を
目
撃
し
て
帰
れ
る
な
り
」
、
最
後
に
養
父
の
識
、
明
治
八
年

乙
亥
八
月
笠
翁
真
逸
、
佐
藤
尚
中
識
と
あ
る
。
佐
藤
進
帰
朝
直
後
の
記
載
で
あ
る
。

本
雑
誌
は
内
科
の
記
載
も
あ
り
、
外
科
関
係
記
事
の
み
に
つ
い
て
述
べ
る
。

巻
之
一
（
明
治
八
年
十
月
）
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外
に
出
し
、
頸
を
結
紮
、
そ
の
直
下

に
漏
膿
管
を
結
び
、
「
膣
外
二
引
キ

ン
メ
ル
ヲ
創
外
二
固
定
し
、
創
ロ
ヲ

者
の
評
判
に
な
っ
た
。
（
そ
の
他
の

巻
之
三
、
（
明
治
八
年
十
二
月
）
。

℃
、
、
、
℃

本
症
例
は
わ
が
国
、
骨
膜
下
手
術
の
最
初
に
報
告
さ
れ
た
一
症
例
と
し
て
、
誠
に
意
義
深
い
。
即
ち
四
丁
以
下
に
ヂ
ッ
フ
ェ
ン
。
ハ
ッ
ク

］
○
富
ロ
ロ
甸
鳥
島
』
号
己
氏
ｇ
ｇ
ｇ
》
弓
謁
ｌ
届
ミ
及
び
ラ
ン
ゲ
ン
バ
ッ
キ
（
前
）
な
ど
の
説
を
挙
げ
、
「
然
ル
ー
晩
今
、
吾
師
ラ
ン
ゲ
ン
バ
ッ
キ

氏
、
伯
林
府
大
学
外
科
教
授
、
右
ノ
療
術
ヲ
折
衷
シ
テ
他
ノ
療
法
ヲ
発
明
セ
リ
。
抑
モ
其
術
タ
ル
ャ
、
余
之
ヲ
右
ノ
病
者
二
施
セ
シ
如
ク
、
概

ネ
先
シ
穿
孔
ノ
辺
縁
ヲ
両
双
刀
ニ
テ
切
去
シ
、
然
ル
后
、
瘡
縁
ヲ
隔
ツ
ル
凡
ソ
ニ
、
三
分
許
リ
ニ
シ
テ
其
両
側
一
一
深
ク
彗
状
ノ
割
創
ヲ
作
ル
ナ

リ
。
而
シ
テ
其
創
ロ
ョ
リ
擦
子
（
ラ
ス
・
ハ
ト
リ
ュ
ー
ム
）
ヲ
入
レ
テ
、
粘
膜
ヲ
骨
膜
卜
共
ニ
ロ
蓋
骨
ヨ
リ
剥
キ
起
シ
テ
、
瘡
辺
二
達
シ
、
以
テ

辨
葉
ヲ
作
り
、
以
テ
互
二
縫
合
ス
ル
ナ
リ
」
と
し
、
さ
ら
に
「
其
骨
膜
ョ
リ
更
ニ
ロ
蓋
骨
ヲ
成
造
ス
ル
ノ
理
ア
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
。
是
し
嚢
キ

ー
、
ラ
ン
ゲ
ン
》
ハ
ッ
キ
氏
始
メ
テ
、
ペ
リ
オ
ス
タ
ー
レ
、
レ
セ
キ
チ
ヲ
ン
ノ
手
術
ヲ
施
コ
ス
ノ
意
ナ
リ
」
と
し
て
、
皮
層
切
開
後
、
「
筋
肉
ヲ

骨
膜
ト
共
二
骨
面
ョ
リ
緩
カ
ニ
放
離
シ
、
左
右
一
葉
ツ
ッ
ノ
辨
ヲ
造
ル
。
出
血
全
ク
止
ム
ヲ
俟
テ
、
後
図
ノ
器
ヲ
以
テ
縫
綴
ス
。
術
后
ハ
言
語

ヲ
禁
シ
単
二
氷
片
ヲ
含
マ
シ
ム
ル
ノ
ミ
」
で
手
術
を
終
っ
て
い
る
。

「
子
宮
賛
肉
切
断
治
験
及
イ
ク
ラ
セ
ウ
ル
用
法
装
置
」
、
イ
ク
ラ
セ
ウ
ル
装
置
と
は
本
誌
に
図
示
さ
れ
て
い
る
が
、
転
関
す
る
連
節
の
伴
う

「
鉄
繩
」
で
、
こ
の
鉄
繩
を
絞
拒
す
る
絞
拒
切
断
器
で
あ
る
。
前
述
の
電
気
焼
灼
器
と
共
に
当
時
の
新
し
い
外
科
器
械
の
一
部
で
あ
る
。

「
胃
管
癌
腫
治
験
」
、
本
症
は
「
食
道
ヲ
頸
ノ
外
表
ヨ
リ
割
リ
テ
癌
腫
扶
除
」
症
例
で
あ
る
。
佐
藤
進
は
ビ
ル
ロ
ー
ト
手
術
見
学
中
、
ビ
ル
ロ

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
明
治
八
年
七
月
十
八
日
入
院
の
二
十
八
歳
の
女
性
。
本
症
例
は
癒
着
な
く
、
套
管
針
に
て
穿
刺
排
液
、
卵
巣
を
腹
腔

に
出
し
、
頸
を
結
紮
、
そ
の
直
下
を
ク
ラ
ン
メ
ル
で
緊
挾
し
、
そ
の
間
を
徴
断
。
弓
形
の
套
管
針
で
膣
中
か
ら
腹
腔
に
貢
せ
し
め
、
そ
の
端

漏
膿
管
を
結
び
、
「
膣
外
二
引
キ
出
シ
、
稀
薄
ノ
石
炭
酸
水
ヲ
酷
セ
シ
海
綿
ヲ
以
テ
腹
内
ヲ
可
嘩
二
拭
上
清
メ
」
（
前
述
）
そ
し
て
「
ク
ラ

メ
ル
ヲ
創
外
二
固
定
し
、
創
口
ヲ
腹
膜
ト
共
二
縫
綴
ス
」
。
こ
の
摘
出
例
は
短
時
間
に
手
技
誠
に
鮮
か
で
あ
っ
た
の
で
、
忽
ち
当
時
の
外
科

の
評
判
に
な
っ
た
。
（
そ
の
他
の
文
献
に
は
明
治
十
一
年
、
石
神
亭
卵
巣
嚢
腫
切
除
術
を
行
っ
た
と
）

「
卵
巣
水
腫
施
術
治
験
」

「
口
蓋
欠
縫
綴
術
治
験
」

（46）



ｌ
ト
喉
頭
癌
症
例
に
「
喉
頭
ノ
全
体
ヲ
尽
ク
割
出
」
し
た
手
術
見
聞
記
事
が
あ
る
。
即
ち
、
こ
れ
に
倣
っ
て
、
実
施
し
た
も
の
で
胃
管
と
あ
る

が
、
記
事
か
ら
判
断
し
て
食
道
と
解
釈
す
べ
く
、
摘
出
後
「
断
ロ
ハ
弩
ケ
テ
創
口
へ
出
シ
、
皮
層
」
二
縫
着
し
て
い
る
。
恐
ら
く
こ
れ
が
、
本

邦
に
於
け
る
食
道
癌
摘
出
手
術
の
最
初
の
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

ザ
ル
コ
ー
ム

「
頭
上
肉
腫
括
断
治
験
」
、
摘
出
物
に
つ
い
て
組
織
の
結
果
、
「
ス
ピ
ン
デ
ル
薩
児
格
抹
」
と
し
た
症
例
報
告
で
あ
る
。

「
頭
上
肉
腫
括
断
治
験
」
、
摘

（
前
出
）
の
巻
之
一

紹
介
さ
れ
て
い
る
。

「
結
腸
部
穿
孔
二
継
発
セ
ル
局
処
腹
腹
炎
治
験
」
、
本
篇
に
は
穿
孔
性
虫
垂
炎
の
記
載
が
あ
り
、
こ
れ
に
関
聯
し
て
リ
ス
タ
ー
制
腐
法
に
つ

い
て
佐
藤
進
の
意
見
が
述
べ
て
あ
る
ｌ
「
諸
般
ノ
膿
瘡
切
開
後
、
空
気
ノ
外
感
二
由
テ
膿
汁
苛
性
ト
ナ
リ
、
且
シ
熱
ヲ
発
動
シ
易
萸
古
ヨ

リ
普
ク
知
ル
所
ナ
リ
。
然
し
ト
モ
世
紀
多
ク
ハ
其
源
ヲ
空
気
自
家
ノ
作
用
二
帰
シ
、
或
ハ
其
中
二
含
ム
所
ノ
酸
素
ヲ
シ
テ
腐
敗
ノ
機
ヲ
促
カ
ス

者
ト
為
ス
ト
モ
確
実
ナ
ラ
ズ
。
恐
ラ
ク
ハ
空
気
中
存
在
ス
ル
有
機
物
ノ
作
用
二
出
ツ
ル
ナ
ラ
ン
。
晩
今
英
医
リ
ス
テ
ル
氏
諸
多
ノ
傷
創
及
上
膿

瘍
ヲ
切
開
ス
ル
ニ
臨
ン
テ
、
石
炭
酸
ヲ
称
用
ス
ル
モ
此
理
二
原
ツ
ク
ナ
ラ
ン
。
然
し
ト
モ
石
炭
酸
果
シ
テ
能
ク
常
二
腐
敗
ヲ
防
キ
且
シ
化
膿
ヲ

滅
却
セ
シ
メ
治
癒
ノ
機
ヲ
必
ス
促
ス
ャ
否
ャ
確
証
ス
ル
能
ハ
ス
」
（
十
二
丁
’
十
二
丁
裏
）
と
い
い
、
当
時
に
あ
っ
て
は
真
に
こ
れ
を
確
信

を
以
て
採
用
し
て
い
な
い
。

巻
之
七
、
（
明
治
九
年
エ

（
明
治
九
年
九

「
打
撲
重
症
治
験
」
、
本
篇
は

巻
之
六
、
（
明
治
九
年
七
月
）
。

巻
之
五
、
（
明
治
九
年
三
月
）
、

「
上
顎
骨
繊
維
腫
割
出
治
験
」
、
摘
出
物
に
つ
い
て
前
述
諸
症
例
と
同
じ
よ
う
に
組
織
検
鏡
検
査
の
結
果
、
繊
維
腫
と
確
定
し
た
も
の
。

「
打
撲
重
症
治
験
」
、
本
篇
は
主
と
し
て
交
通
外
傷
の
講
義
で
あ
り
、
ギ
プ
ス
纈
帯
の
記
事
が
あ
る
。

巻
之
四
、
（
明
治
九
年
二
月
）
ｃ

「
穿
胸
術
」
と
題
す
る
佐
藤
進
の
講
義
筆
記
で
あ
る
。
「
穿
胸
術
」
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
へ
は
古
く
丞
唾
ヱ
零
年
に
出
た
「
西
医
知
要
」

前
出
）
の
巻
之
二
に
胸
肋
間
穿
孔
術
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
同
時
に
同
書
の
巻
之
三
に
は
寒
熱
計
、
空
気
計
と
共
に
腹
水
針
（
ト
ロ
イ
カ
）
も

己
之
四
、
（
明
治
九
年
二
月
）
。

月
）
。
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そ
れ
以
後
は
佐
藤
進
、
西
南
戦
争
に
応
じ
て
、
軍
医
監
（
軍
医
監
は
当
時
大
佐
級
相
当
官
で
あ
り
、
明
治
三
十
年
陸
軍
武
官
官
等
整
に
於

て
、
一
階
級
づ
つ
降
下
し
た
）
と
し
て
大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
長
と
し
て
戦
傷
外
科
治
療
を
行
っ
た
。
既
に
有
名
で
あ
る
よ
う
に
橋
本
綱
常
軍
医

監
が
長
崎
陸
軍
臨
時
病
院
で
リ
ス
タ
ー
制
腐
手
術
を
行
っ
た
。
佐
藤
進
の
声
明
い
よ
い
よ
高
く
、
東
京
医
事
新
誌
一
六
三
号
（
明
治
十
四
年
。

同
十
一
年
よ
り
月
刊
を
改
め
医
学
週
刊
誌
と
な
る
）
の
「
順
天
堂
医
院
生
の
群
生
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

⑪
雌
醸
雑
癖
義
「
外
科
通
論
」
（
中
野
操
本
）

進
が
順
天
堂
病
院
に
於
て
、
留
学
中
師
事
し
た
ビ
ル
ロ
ー
ト
（
毘
余
漏
篤
）
及
び
、
そ
の
書
、
そ
し
て
そ
の
当
時
の
諸
大
家
の
説
を
採
っ
て

「
外
科
通
論
」
を
順
天
堂
に
於
て
講
じ
た
も
の
の
編
輯
で
あ
る
。
佐
藤
進
の
緒
言
に
は
「
余
曾
テ
伯
林
府
ヲ
去
テ
維
那
府
二
至
ル
ャ
、
該
府
ノ

ピ
ル
ロ
ト

外
科
大
博
士
毘
爾
漏
篤
氏
二
就
テ
学
フ
。
蓋
シ
毘
爾
漏
篤
氏
ハ
方
今
医
家
ノ
巨
臂
ニ
シ
テ
新
奇
ノ
発
明
経
験
鮮
少
ナ
ラ
ス
。
輔
今
医
学
ノ
面
目

ヲ
一
新
セ
シ
ハ
同
氏
等
ノ
功
多
キ
’
一
居
ル
。
故
二
同
氏
外
科
総
論
ヲ
著
シ
、
彼
千
八
百
七
十
四
年
二
刊
行
セ
シ
ョ
リ
欧
洲
諸
国
各
之
ヲ
訳
出
シ

テ
以
テ
遵
奉
セ
サ
ル
ナ
シ
。
是
ヲ
以
テ
余
モ
亦
此
書
ヲ
本
質
ト
シ
、
又
親
シ
ク
同
氏
二
聞
ク
所
ノ
説
及
上
余
力
伯
林
府
に
於
テ
師
事
セ
シ
所
ノ

大
家
諸
先
生
ノ
論
説
ヲ
取
捨
シ
テ
以
テ
及
門
生
徒
ヲ
教
導
ス
ル
所
ナ
リ
」
と
記
し
て
い
る
。
即
ち
ビ
ル
ロ
ー
ト
の
「
外
科
総
論
」
（
千
八
百
七

③

十
四
年
刊
）
と
は
⑦
ご
冒
冨
ロ
と
房
耳
目
胃
。
号
Ｈ
四
房
○
号
岳
暗
１
房
程
の
《
《
目
①
シ
后
の
日
の
旨
の
。
三
日
晶
胃
冨
國
ｓ
ｏ
ざ
四
①
口
己
目
富
国
回
の

冒
忠
く
。
号
唖
巨
長
ｇ
診
〉
》
閉
罵
言
』
岳
＄
の
千
八
八
百
七
十
四
年
版
で
あ
る
。
本
書
は
再
版
（
一
八
六
六
）
以
来
版
を
重
ね
る
こ
と
十
一
回
。
そ

の
十
一
版
は
一
八
八
四
版
で
、
英
、
仏
、
伊
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ロ
シ
ヤ
各
国
語
に
訳
さ
れ
、
当
時
最
も
弘
く
行
れ
た
良
書
で
あ

あ
る
。

る
C

巻
之
八
、
（
明
治
十
年
一

「
腸
弟
扶
斯
病
体
解
剖
」

（
明
治
十
年
二

④
⑤

又
、
「
余
力
伯
林
府
二
於
テ
師
事
セ
シ
所
ノ
大
家
諸
先
生
」
と
は
、
バ
ル
デ
レ
ー
バ
ン
と
ヒ
ル
シ
ョ
ウ
で
あ
る
。
何
れ
も
「
外
科
通
論
」
中

チ
ス
ト
サ
ル
コ
ー
ム

「
陰
茎
癌
裁
断
治
験
」
、
「
打
撲
二
由
ル
肋
骨
骨
折
治
験
」
、
「
上
顎
骨
嚢
腫
治
験
」
、
「
左
睾
丸
肉
腫
治
験
」
（
嚢
腫
性
肉
腫
）
の
記
事
が

月
）
。
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③

す
べ
て
病
理
解
剖
的
記
述
で
あ
る
。
と
く
に
そ
の
挿
絵
は
写
真
版
か
ら
の
写
し
を
使
っ
て
い
る
。
本
書
は
ま
だ
内
臓
外
科
の
輝
Ｌ
い
業
績
以

前
の
も
の
で
、
主
と
し
て
恩
師
国
の
目
冨
旦
詞
且
。
』
目
尻
。
胃
且
ぐ
。
ｐ
Ｆ
ｇ
銅
①
号
①
。
〆
漫
②
’
一
塁
『
．
の
骨
外
科
の
業
績
を
継
山
で
い
る
頃
の
著

⑨

述
が
主
体
で
あ
る
。
と
く
に
創
傷
感
染
に
つ
い
て
は
特
別
の
関
心
を
払
い
、
病
理
学
的
な
創
の
治
癒
機
転
に
触
れ
、
コ
ン
ハ
イ
ム
（
前
出
）
の

㈲
細
胞
学
説

本
書
は
、
そ
の
原
著
名
の
示
す
通
り
、
病
理
解
剖
を
基
盤
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
そ
の
緒
言
に
も
「
其
主
ト
ス
ル
所
ノ
病
理
二
至
リ
テ
ハ

未
タ
詳
明
二
之
ヲ
論
述
ス
ル
者
ナ
シ
。
是
ヲ
以
テ
世
医
ノ
肉
ヲ
割
キ
骨
ヲ
鋸
リ
腫
ヲ
別
ス
ル
術
ノ
外
科
タ
ル
ヲ
知
テ
未
夕
外
科
学
理
ノ
何
者
タ

ル
ヲ
窺
フ
ヲ
得
サ
ル
ハ
、
蓋
シ
之
二
由
ル
ナ
リ
」
と
し
て
、
専
ら
病
理
学
か
ら
外
科
学
を
講
じ
て
い
る
。

ピ
ル
ロ
ー
ト
は
腹
部
外
科
の
開
拓
者
で
あ
る
が
、
本
書
発
刊
当
時
迄
は
犬
を
使
用
し
て
、
食
道
摘
出
症
例
（
一
八
七
二
）
を
報
告
し
主
別
後

⑦

で
あ
る
。
し
か
し
、
本
書
は
訳
書
で
な
い
の
で
、
行
文
至
っ
て
平
易
、
且
後
半
は
佐
藤
進
が
西
南
役
に
於
け
る
大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
の
院
長

（
陸
軍
軍
医
監
）
と
し
て
の
経
験
が
採
り
入
れ
て
あ
る
。

本
書
の
特
色
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

「
諸
大
家
」

ｚ
ｏ
牙
目
四
噸
里
〕
］

華
覗
、
ピ
ル
ロ
Ｉ

帥
内
容
概
観

諸
大
家
」

出
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
坐

一
八
七
九
年
以
後
で
あ
る
。

に
「
余
の
師
」
と
記
し
て
い
る
。
§
ハ
ル
デ
レ
ー
バ
ン
は
有
名
な
父
子
二
代
の
医
家
の
バ
ル
デ
ム
ー
余
ハ
ン
の
父
、
帛
置
昌
呂
シ
ニ
晨
腰
ａ
①
一
の
胃
。

］
霞
の
ｌ
扁
韻
で
あ
る
。
佐
藤
進
留
学
当
時
は
ベ
ル
リ
ン
の
シ
ャ
リ
テ
外
科
の
ク
リ
ニ
ー
ク
の
ラ
イ
タ
ー
で
あ
っ
た
。
ヒ
ル
、
ン
ヨ
ウ
に
つ
い
て
は

⑥

全
く
不
明
て
い
る
。
が
前
後
を
判
断
し
て
病
理
学
の
大
家
詞
且
昌
冨
Ｈ
島
。
君
岳
曽
Ｉ
届
冨
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
訳
書
に
は
ヒ
ル
シ
ョ
ウ
と

出
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
佐
藤
進
の
留
学
当
時
は
冨
獄
呂
○
尋
は
ベ
ル
リ
ン
に
あ
り
、
草
。
閉
や
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
旅
行
し
た
の
は

に
し
て
、
本
書
に
、
そ
の
名
を
留
め
る
人
々
は
冒
昌
“
聾
３
９
の
望
①
『
（
前
出
）
畠
百
頁

目
畠
①
一
〕
房
凸
Ｉ
ご
ｇ
〕
烈
日
一
両
鼻
冒
口
吻
ご
・
屍
Ｅ
ｌ
畠
認
．
図
邑
己
巨
国
昌
吻
宛
ご
日
○
且
．
岳
岳
ｌ
冨
罵

ピ
ル
ロ
ー
ド
の
師
、
呼
目
冨
圧
園
晶
①
号
の
鼻
→
届
己
ｌ
弓
司
の
説
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

Ｆ
罰
門
品
。
索
桶
屋
ご
ｌ
畠
曽
》
国
①
日
崗
旨
ご

ｄ
苗
■

冒
冒
の
９
冒
胃
言
．
冨
馨
１
房
震
は
勿
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⑩

説
を
採
っ
て
炎
症
時
、
細
房
（
細
胞
）
の
豚
管
よ
り
漏
出
す
る
を
確
認
（
ア
ニ
リ
ン
ブ
ラ
ゥ
を
淋
巴
雲
中
に
入
れ
、
之
を
証
明
）
、
そ
し
て
、

ビ
ル
ロ
ー
ト
は
刺
戟
に
由
て
細
豚
管
広
張
し
、
さ
ら
に
、
白
血
球
集
畳
し
、
豚
管
よ
り
漏
出
す
と
し
て
い
る
。
又
、
感
染
病
源
を
「
コ
ッ
ク
ス
」

⑪

⑫

或
は
「
バ
ク
テ
リ
ン
」
な
る
寄
生
小
動
物
が
醗
酵
の
起
原
と
す
る
説
を
ビ
ル
ロ
ー
ト
は
否
定
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、

⑬

実
際
に
は
ビ
ル
ロ
ー
ト
は
、
こ
の
本
の
後
（
一
八
七
四
）
に
は
こ
の
件
に
つ
い
て
再
検
し
、
の
言
の
宮
。
拝
。
房
巨
吻
を
記
載
し
て
い
る
。

い
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
麻
酔

⑭

重
要
な
事
は
ビ
ル
ロ
ー
ト
は
「
ク
ロ
オ
ル
ホ
ル
ム
」
を
麻
酔
薬
と
し
て
奨
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
局
処
麻
薬
と
し
て
は
英
医
「
リ
ヵ
ル
ト
ソ

ン
」
氏
の
一
小
器
械
を
使
用
、
局
所
に
エ
ー
テ
ル
を
吹
懸
け
て
い
る
。
こ
れ
は
国
の
己
錘
昌
旨
夛
三
ｍ
一
四
。
冨
己
の
。
冒
届
己
１
房
麓
．
の
少
の
吾
閂
！

⑮

目
昌
巳
昌
。
口
ゆ
Ｐ
ｇ
日
貝
及
喚
拶
胃
す
。
－
１
の
己
国
〕
‐
皆
で
目
鼻
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
よ
り
も
更
に
重
要
な
事
は
ビ
ル
ロ
ー
ト
の
制
腐
に
対
す
る
態

度
で
あ
る
。
こ
の
当
時
は
尚
、
ビ
ル
ロ
ー
ト
は
創
の
開
放
療
法
を
奨
め
、
比
較
的
良
好
な
成
績
を
収
め
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
即
ち
一
八
五
九

年
に
は
シ
品
巨
異
国
日
。
葛
ゞ
昂
９
１
』
雪
←
．
が
創
断
端
（
四
肢
切
断
術
）
の
症
例
六
二
に
開
放
療
法
を
行
い
、
内
三
症
例
の
死
亡
を
認
め
た
。
こ

⑰

れ
ら
を
ビ
ル
ロ
ー
ト
は
支
持
し
、
大
い
に
開
放
療
法
を
強
調
し
た
時
代
で
あ
る
。
従
っ
て
佐
藤
進
も
亦
と
く
に
創
の
開
放
療
法
を
力
説
し
、
「
余

維
納
府
二
在
リ
シ
ト
キ
、
ビ
ル
ロ
ー
ト
氏
二
従
上
、
親
シ
ク
諸
創
ノ
療
法
ヲ
見
テ
発
明
ス
ル
所
鮮
ナ
カ
ラ
ス
、
帰
朝
後
順
天
堂
二
在
ツ
テ
四
肢

ヲ
切
断
シ
、
諸
腫
ヲ
割
去
ス
ル
可
既
二
数
多
ナ
リ
。
尽
ク
縫
綴
ヲ
施
サ
ス
シ
テ
創
口
ヲ
開
放
セ
シ
ニ
果
シ
テ
其
効
ア
ル
ヲ
証
セ
リ
。
其
実
験
ス

ル
ー
ニ
症
ハ
既
二
順
天
堂
医
事
雑
誌
第
一
篇
二
掲
出
セ
リ
」
、
そ
し
て
そ
の
報
告
は
、
「
順
天
堂
医
事
雑
誌
、
こ
雅
罐
輌
評
憾
嚥
（
中
野
操

本
）
の
巻
一
、
二
十
五
’
二
十
六
丁
に
詳
細
に
報
告
し
て
い
る
。
即
ち
「
四
肢
及
上
乳
癌
等
ヲ
切
断
シ
テ
術
後
其
創
ロ
ヲ
縫
合
シ
、
之
ヲ
癒
着

セ
シ
ム
ル
は
医
家
ノ
普
ク
知
ル
所
ニ
シ
テ
、
通
常
ノ
療
法
ナ
リ
。
余
昨
年
伯
林
ヨ
リ
更
二
維
納
府
二
負
笈
シ
、
教
授
先
生
ビ
ル
ロ
ー
ト
氏
ノ
療

法
ヲ
観
テ
眼
目
ヲ
新
タ
ニ
セ
シ
可
少
ナ
カ
ラ
ス
。
就
中
称
ス
バ
キ
療
法
ハ
四
肢
ヲ
切
断
シ
テ
其
創
ロ
ヲ
縫
綴
セ
ス
。
術
後
手
術
セ
シ
一
脚
ヲ
木

ニ
テ
装
置
セ
ル
枕
上
二
安
置
シ
、
其
創
面
ヲ
開
放
シ
テ
空
気
中
二
曝
セ
リ
。
手
術
后
第
一
三
日
ヲ
経
ル
ー
至
テ
創
面
ノ
血
液
及
上
彦
出
物
ハ
乾

燥
シ
テ
痂
ヲ
結
ヒ
テ
創
ノ
全
面
ヲ
被
ヘ
リ
。
而
シ
テ
痂
裏
ニ
ハ
次
第
二
良
膿
及
上
肉
牙
ヲ
生
シ
テ
、
遂
ニ
ハ
肉
牙
卜
痂
ト
ヲ
分
劃
セ
リ
。
擁
痕

ハ
次
第
二
創
面
ノ
周
囲
ヨ
リ
斉
シ
ク
中
心
二
向
テ
起
り
終
ニ
ハ
全
ク
創
面
ヲ
掩
上
、
僅
カ
ニ
円
貨
ノ
如
キ
小
痕
ヲ
中
心
二
残
走
り
」
と
。
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佐
藤
進
は
順
天
堂
で
活
躍
し
、
そ
の
知
見
は
「
東
京
医
事
新
誌
」
や
「
順
天
堂
医
事
雑
誌
」
に
詳
し
い
。
明
治
十
六
年
九
月
か
ら
明
治
十
七

⑳

年
八
月
ま
で
東
京
大
学
医
学
部
で
嘱
託
講
師
と
し
て
、
外
科
臨
床
講
義
を
し
た
。

佐
藤
進
に
次
で
、
橋
本
綱
常
の
ピ
ル
ロ
ー
ト
外
科
の
受
容
が
行
れ
る
。
・
・
・
《
‐
ゞ
）

て
る
や
う
に
な
り
」

よ
く
現
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
西
南
役
に
於
て
、
大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
で
、
後
日
元
帥
府
に
列
せ
ら
れ
た
寺
内
正
毅
は
歩
兵
大
尉
と
し
て
出
征
、
右
上
脾
骨
頭
骨

折
銃
創
を
受
け
、
入
院
治
療
を
受
け
た
際
、
同
じ
骨
折
銃
創
を
受
け
た
阿
武
時
介
（
当
時
、
陸
軍
歩
兵
中
尉
）
は
切
断
手
術
を
受
け
た
の
に
反

⑳

し
、
寺
内
は
副
木
纈
帯
に
よ
る
姑
息
療
法
に
徹
し
た
の
で
あ
る
が
、
予
後
は
姑
息
療
法
の
寺
内
は
「
皮
革
で
造
っ
た
装
置
を
附
し
て
、
剣
も
持

て
る
や
う
に
な
り
」
、
後
年
累
進
し
て
元
帥
府
に
列
せ
ら
れ
、
総
理
大
臣
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
漸
く
四
肢
切
断
に
反
省
の
見
ら
れ
た
時
代
相
を

方
仮
関
節
の
研
究
所
果
が
挙
っ
た
。

㈱
骨
膜
下
手
術

前
述
し
た
よ
う
に
四
肢
切
断
は
当
時
迄
は
旺
ん
に
行
れ
た
。
本
書
に
於
て
は
関
節
外
科
学
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
漸
く
切
断
に
対
し
て
慎
重
度

⑬

を
加
へ
、
と
く
に
ビ
ル
ロ
ー
ト
は
関
節
結
核
に
対
し
て
は
切
断
を
避
け
て
姑
息
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
時
ニ
ー
マ
イ
ル
（
前
述
）
ら
に
よ
っ
て

⑲
⑳

結
核
の
本
態
に
対
す
る
思
想
が
一
変
し
た
こ
と
に
も
よ
る
。
且
、
創
傷
感
染
に
体
温
表
の
利
用
が
強
調
さ
れ
た
。

㈲
四
肢
切
断
に
つ
い
て
の
思
想

⑳
⑫

さ
ら
に
骨
膜
下
手
術
の
途
が
拓
け
、
そ
の
上
化
骨
に
対
す
る
病
理
解
剖
学
的
解
明
が
あ
っ
て
、
ギ
プ
ス
に
よ
る
固
定
繍
帯
の
途
が
拓
け
、
他

引
用
文
献

①
鈴
木
要
吾
著
「
蘭
学
全
盛
時
代
と
蘭
曙
の
生
涯
」
（
昭
和
八
年
）

②
「
明
治
医
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列
伝
」
第
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編
四
五
’
四
六
頁
。

③
《
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く
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房
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①
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冒
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。
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ｏ
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．
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④
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論
」
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一
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の
㈹
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。
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①
ロ
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’
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伝
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爵
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鼻
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‐
ザ
．
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い
‐
ｉ
津
‐
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．
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①
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＆
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扉
①
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・
の
・
隠
巴
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⑳
石
黒
忠

⑳
「
東
京
一

⑥
橋
本
綱
常

石
黒
忠
惠

尚
屋

て
い
る
。

Ｊｉ
リ
ス
タ
ー
制
腐
法

くす
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
明
治
八
年
シ
ュ
ル
ッ
ェ
が
リ
ス
タ
ー
制
腐
法
を
行
い
、
次
で
佐
藤
進
、
さ
ら
に
橋
本
綱
常
が
明
治
十
年
六
月
十
六

日
帰
朝
後
、
東
京
大
学
医
学
部
の
教
師
と
な
り
、
足
立
寛
、
桐
原
真
節
と
共
に
外
科
学
を
講
じ
た
が
、
西
南
役
に
は
直
ち
に
陸
軍
軍
医
監
と
な

①
②

っ
て
、
長
崎
臨
時
病
院
で
こ
の
リ
ス
タ
ー
制
腐
法
下
手
術
を
実
施
し
た
。
明
治
十
八
年
再
度
渡
欧
の
際
、
持
ち
帰
っ
た
「
防
腐
外
科
」
は
足
立
寛

‐
③

に
よ
っ
て
訳
せ
ら
れ
、
公
表
さ
れ
た
。
ミ
ュ
レ
ル
（
前
出
）
の
行
っ
た
も
の
は
「
石
炭
酸
水
ヲ
用
ヒ
テ
単
二
創
面
ヲ
洗
源
ス
ル
ニ
過
ギ
ザ
リ

④

シ
」
も
の
、
次
に
来
朝
し
た
シ
ュ
ル
ッ
ェ
は
、
「
普
国
政
府
ノ
命
ヲ
奉
ジ
、
英
国
二
航
シ
テ
親
シ
ク
、
リ
ス
テ
ル
氏
二
就
テ
其
法
ヲ
受
ヶ
」
そ

．
⑤

の
上
で
、
日
本
に
来
て
手
術
に
使
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
正
法
で
あ
る
。
綱
常
の
行
っ
た
も
の
は
「
当
時
之
ヲ
直
二
新
創
二
施
ス
コ
ト
」
不
可
能

で
、
い
い
成
績
が
挙
ら
な
か
っ
た
と
述
懐
し
て
い
る
。
「
即
チ
明
治
十
八
年
陸
軍
一
等
軍
医
正
足
立
寛
二
命
ジ
陸
軍
軍
医
学
会
二
於
テ
ワ
ト
ソ

ン
、
チ
ェ
ー
ン
氏
防
腐
療
法
ヲ
講
述
セ
シ
メ
タ
リ
。
翌
年
ビ
ル
ロ
ー
ト
氏
防
腐
的
治
創
法
ヲ
訳
セ
シ
メ
、
又
ハ
ィ
ネ
ク
氏
防
腐
法
ヲ
講
述
セ
シ

メ
タ
リ
」
と
い
う
。
さ
ら
に
「
往
時
ハ
唯
ス
プ
レ
ー
ヲ
以
テ
手
術
室
器
械
等
ヲ
消
毒
ス
ル
ニ
過
ギ
サ
リ
シ
ガ
、
方
今
ハ
術
者
介
者
ノ
被
服
二

至
ル
マ
デ
、
尚
ホ
患
者
二
近
接
ス
ル
所
ノ
者
ハ
普
ク
消
毒
法
ヲ
行
フ
ニ
至
し
り
」
。
こ
の
序
文
は
明
治
二
十
一
年
六
月
の
事
で
あ
る
。

尚
「
陸
軍
医
事
雑
誌
」
、
第
五
号
（
明
治
十
年
七
月
）
に
は
当
時
二
等
軍
医
正
で
あ
っ
た
足
立
寛
と
共
著
で
「
利
氏
消
毒
纈
帯
法
」
を
述
べ

そ
の
よ
う
に
リ
ス
タ
ー
制
腐
法
に
つ
い
て
は
橋
本
綱
常
の
わ
が
外
科
学
に
及
し
た
影
響
は
大
き
い
。

、
１
ノ

。

■

且

ｆ

、

ノ

ＩにｌｌＬＩ

《
、
〉
Ⅲ
ノ
、
ゾ
ノ
Ⅶ
ハ
ー
↓
々
／
承
や

綱
常
が
ド
イ
ツ
留
学
に
よ
っ
て
得
た
も
の
。

以
上
の
よ
う
に
リ
ス
タ
ー
制
腐
法
は
綱
常
が
ド
イ
ツ
留
学
に
得
た
第
一

リ
ン
ハ
ル
ト
外
科

「
懐
旧
九
十
年
」
、
一
八
七
’
一
八
八
頁
。

「
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
」
上
巻
、
八
四
九
頁
。

の
影
響
で
あ
る
。
綱
常
は
福
井
常
磐
町
出
身
、
父
長
綱
は
外
科
医
、
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橋
本
左
内
の
次
弟
に
当
る
。
蘭
医
ボ
ー
ド
ィ
ン
に
つ
く
。
戊
辰
役
後
、
藩
設
医
学
学
校
助
教
、
明
治
三
年
政
府
軍
事
病
院
を
設
く
る
や
医
員
に

挙
げ
ら
れ
る
。
明
治
四
年
、
二
七
才
に
し
て
、
十
月
十
九
日
軍
医
寮
七
等
出
仕
被
申
付
、
翌
五
年
七
月
七
日
免
七
等
出
仕
、
全
年
五
月
二
十
七

日
学
国
ド
イ
ツ
留
学
被
申
付
、
（
陸
軍
省
）
。
全
年
六
月
廿
一
日
ア
メ
リ
カ
汽
船
チ
ャ
イ
ナ
号
で
出
発
、
ア
メ
リ
カ
経
由
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
に
上
陸

次
い
で
全
年
十
月
ベ
ル
リ
ン
医
科
大
学
に
入
学
。
明
治
六
年
ウ
ル
ッ
ブ
ル
ヒ
医
科
大
学
に
転
校
、
外
科
を
リ
ン
ハ
ル
ト
（
前
述
）
、
内
科
を
ゲ

ル
ハ
ル
ト
〆
昌
言
旨
四
日
⑦
の
儲
冨
＆
．
冨
麓
Ｉ
ｇ
Ｂ
に
学
ん
だ
。
翌
七
年
七
月
医
師
前
期
試
験
に
及
第
し
、
同
年
一
月
リ
ン
ハ
ル
ト
の
准
助

手
、
同
年
八
月
ウ
ィ
ー
ン
に
赴
き
、
ビ
ル
ロ
ー
ト
に
師
事
、
明
治
九
年
四
月
再
び
ウ
ル
ッ
ブ
ル
ヒ
大
学
に
帰
り
、
同
年
七
月
「
ド
ク
ト
ル
」
の

称
号
を
得
て
、
明
九
年
六
月
十
八
日
帰
朝
し
た
。
勿
論
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
は
佐
藤
進
の
章
で
述
べ
た
ラ
ン
ゲ
ン
ベ
ッ
ク
及
び
バ
ル
ド
レ
ー
ベ
ン

手
、
同
年
八
月
ウ
ィ
ー
〉

称
号
を
得
て
、
明
九
年
一

の
臨
床
講
義
を
受
け
た
。

、
穿
顛
術

く

⑥

穿
顧
術
の
困
難
に
つ
い
て
の
綱
常
の
詩
文
が
あ
る
。
（
田
代
義
徳
氏
「
我
国
に
於
け
る
ス
ク
リ
。
ハ
外
科
以
前
創
傷
療
法
史
」
に
佐
藤
進
が
西
南
役
に
大

阪
臨
時
陸
軍
病
院
に
て
穿
願
術
、
関
節
切
除
術
、
離
断
、
切
断
書
を
施
行
し
た
記
事
が
あ
る
。
）

そ
の
他
の
詳
細
は
全
く
不
明
で
あ
り
、
帰
朝
直
後
に
西
南
役
が
あ
っ
た
り
し
て
、
留
学
中
の
影
響
と
見
ら
れ
る
著
述
が
な
い
。
た
だ
東
京
医

事
新
誌
、
明
治
十
二
年
、
第
五
十
七
号
に
、
「
新
生
物
手
術
総
論
大
意
」
が
載
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
明
治
十
三
年
一
月
の
中
外
医
事
新
報
第
六

号
に
「
肉
腫
」
の
講
義
筆
記
が
あ
る
。
と
く
に
其
の
病
理
学
的
所
見
、
即
ち
「
サ
ル
コ
ー
ム
」
の
特
異
細
胞
を
三
種
と
し
、
円
形
細
胞
、
紡
績

状
細
胞
、
巨
大
細
胞
を
挙
げ
、
そ
れ
に
細
胞
を
挙
げ
、
そ
れ
に
細
胞
間
質
に
触
れ
て
い
る
。
そ
の
治
療
は
早
期
に
遠
隔
部
位
か
ら
の
摘
出
、
も

●
■
』
艶

し
く
は
「
ア
ン
プ
タ
チ
ヲ
ン
」
或
ハ
「
レ
セ
ク
チ
ヲ
ン
」
ヲ
施
ス
ョ
リ
他
二
手
術
ノ
ァ
ル
事
ナ
シ
と
云
う
。

こ
の
よ
う
な
腫
瘍
の
病
理
組
織
学
的
検
索
は
当
時
の
石
黒
忠
息
慕
述
の
「
外
科
説
約
」
（
後
述
）
に
も
見
当
ら
な
い
、
最
も
新
ら
し
い
も
の

開
拓
が
あ
る
。

Ｊ、
穿
顛
空

く
で
あ
る
。

つ
士
争
ｈ
ノ

前
記
の
僅
少
な
資
料
の
み
か
ら
判
断
す
る
に
、
リ
ス
タ
ー
制
腐
法
及
び
腫
瘍
外
科
に
、
他
の
当
時
の
大
家
に
見
ら
れ
な
い
領
域
の
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⑦

「
銃
創
之
頭
顛
胸
腹
内
臓
に
於
て
、
直
ち
に
以
て
死
を
致
す
。
然
ら
す
し
て
後
莞
る
焉
。
日
露
役
の
起
め
ょ
り
頭
顧
銃
創
の
者
は
生
還
勘
か

ら
ず
。
而
し
て
続
発
症
を
以
て
蕊
る
る
多
し
美
。
頃
予
軍
医
を
し
て
穿
顔
術
を
施
せ
し
ぬ
こ
と
、
す
で
に
数
回
に
及
ぶ
。
未
だ
其
の
効
を
奏
す

る
こ
と
を
得
ず
。
毎
回
解
剖
し
、
受
傷
部
を
検
視
す
る
に
、
銃
創
管
処
々
膿
竈
を
醸
成
す
。
而
し
て
、
全
脳
室
に
侵
入
し
、
章
に
以
て
死
に
至

る
。
太
れ
穿
顛
術
は
古
よ
り
、
難
中
の
至
難
と
為
す
。
而
し
て
防
腐
法
発
明
以
来
、
枕
骨
瘍
続
発
症
は
膿
瘍
な
り
、
此
術
を
施
す
者
有
り
、
然

れ
ど
も
功
を
見
る
こ
と
猶
少
し
。
蓋
し
施
術
之
期
、
早
き
に
失
す
る
者
は
、
却
て
危
険
を
招
き
、
遅
き
に
失
す
る
者
は
既
に
及
ば
ざ
る
也
。
故

に
此
役
に
於
て
一
層
研
讃
し
、
幸
い
以
て
其
の
功
を
奏
す
る
は
銃
創
者
万
死
中
一
生
を
得
し
む
。
是
れ
予
の
至
願
也
（
も
と
漢
文
）
。

漸
積
工
夫
始
得
工
莫
言
医
道
已
精
通

穿
願
之
術
功
猶
浅
万
死
一
生
求
此
中

恐
ら
く
は
明
治
冊
八
年
頃
の
作
で
あ
る
。
従
っ
て
、
西
南
役
時
代
の
穿
顛
術
は
想
像
で
き
る
。

く明
治
廿
三
年
二
月
八
日
及
十
三
日
瑳
峨
不
郎
氏
に
就
て
の
綱
常
の
講
述
か
ら
推
し
て
、
前
述
佐
藤
進
の
腹
部
感
染
症
の
記
述
は
相
当
進
歩
し

た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
「
方
今
（
明
治
廿
三
年
）
欧
州
二
於
テ
ハ
之
ヲ
外
科
的
手
術
ヲ
行
上
、
効
ア
リ
ト
云
う
説
出
デ
、
一
問
題
ト
ナ
リ
（
一

八
八
六
年
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
の
詞
邑
昌
昌
壗
喜
犀
９
－
の
旨
．
虫
垂
切
除
術
創
始
）
、
余
ガ
友
人
某
氏
ノ
如
キ
モ
、
頃
者
本
病
（
盲
腸
炎
）
二

③

罹
リ
、
ア
ク
グ
ス
タ
ー
病
院
二
投
ジ
、
種
々
ノ
議
論
ノ
末
終
二
切
開
二
決
セ
リ
ト
云
う
」
（
塩
田
広
重
氏
に
よ
れ
ば
「
盲
腸
炎
を
手
術
で
治
す

よ
う
に
な
っ
た
の
は
ず
っ
と
後
の
こ
と
だ
。
明
治
三
十
五
年
の
東
京
医
事
新
誌
に
近
藤
先
生
が
十
三
例
か
の
盲
腸
手
術
の
報
告
を
さ
れ
た
。
そ

れ
も
膿
を
出
し
た
り
し
た
の
が
あ
っ
て
、
ほ
ん
と
う
に
虫
様
垂
を
切
り
と
っ
た
の
は
五
、
六
例
に
す
ぎ
な
か
っ
た
」
と
）
。
足
立
寛
訳
「
彪
氏
外

科
各
論
」
（
著
者
蔵
）
の
巻
之
九
、
第
三
編
は
腹
部
及
骨
盤
部
諸
病
で
あ
る
。
虫
垂
炎
の
手
術
は
「
虫
様
垂
中
二
異
物
存
留
ス
ル
者
ハ
指
頭
ヲ

創
口
二
送
入
シ
テ
探
査
シ
、
虫
様
垂
ヲ
創
外
二
出
シ
裁
開
シ
テ
之
ヲ
除
去
ス
。
ハ
シ
」
（
一
五
五
九
頁
）
と
あ
る
。
但
し
、
こ
れ
は
明
治
十
年
二

月
版
権
免
許
、
同
二
十
年
三
月
出
版
の
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
当
時
に
あ
っ
て
は
腹
部
外
科
は
臓
器
の
縫
合
程
度
が
一
般
に
行
れ
て
い
た
に
過

Ｊｗ
虫
垂
炎
及
び
腹
部
外
科
学
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左
の
通
り
で
あ
る
。

奔
唇
か
》
い
。

明
治
十
六
年
五
月
改
正
「
丸
善
書
籍
目
録
諸
家
蔵
版
之
部
」
⑭
丸
善
書
店
（
名
古
屋
本
町
二
丁
目
）
（
著
者
蔵
）
の
外
科
関
係
書
を
見
る
と

「
諏
辮
原
病
学
各
論
」
蘭
医
越
爾
蔑
唾
述

「
外
科
各
論
」
同

「
病
体
剖
観
示
要
」
三
宅
秀
訳
慕

同
、
合
本
同

「
病
理
総
論
」
同

同
、
合
本
同

「
蔵
除
法
」
巻
ノ
上
二
階
堂
順
巷
訳

→
蝉
需
外
科
小
技
」
若
栗
章
訳
述

「
纈
帯
要
論
」
五
十
嵐
誠
訳
募

「
韮
氏
外
科
手
術
式
」
吉
田
顕
三
訳

「
貌
氏
、
成
形
手
術
図
譜
」
小
山
内
建
抄
訳

「
虞
氏
外
科
手
術
学
」
石
川
清
忠
訳
述

癌
御
清
儲
編
述

「
格
氏
外
科
各
論
」

「
独
徐
氏
外
科
新
説
」
森
鼻
宗
次
訳

「
結
紮
法
」
、
土
岐
頼
徳
慕
輯

(4)

そ
の
後
の
外
科
書

全全
十 十

一八五一一一 一一六一五十八
冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊

三
円
五
十
六
銭
二
厘

二
円
五
十
銭

二
円

二
円
五
十
銭

二
円
五
十
銭

二
円
七
十
五
銭

四
十
銭

四
十
銭

一
円
十
銭

四
円
五
十
銭

八
十
五
銭

一
円
廿
銭

一
円
五
銭

四
円
五
十
五
銭

三
十
銭
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錨
啼
叶
泗
年
四
月
に
ス
ク
リ
ヅ
パ
］
ロ
ー
冒
伽
の
目
冨
扇
島
ｌ
乞
呂
が
シ
ュ
ル
ッ
ェ
に
代
っ
て
来
朝
し
、
頚
稀
醒
計
八
年
一
月
三
日
午
後
三
時
三

十
分
東
京
に
病
没
（
五
十
八
才
）
す
る
ま
で
、
日
本
外
科
学
を
指
導
し
た
。
ス
ク
リ
ッ
・
ハ
は
一
八
四
八
年
六
月
五
日
生
誕
、
ヘ
ヅ
セ
ン
の
ワ
ィ

ン
ハ
イ
ム
の
人
、
ハ
イ
デ
ル
？
ハ
ル
ヒ
大
学
に
学
び
、
一
八
四
九
年
に
《
ご
貝
①
『
の
匡
・
言
品
目
弓
閂
島
①
關
帝
日
ざ
ぎ
、
．
』
の
著
が
あ
る
。
フ
ラ
ィ

ブ
ル
ヒ
大
学
講
師
を
経
て
湖
啼
吋
泗
年
六
月
五
日
、
日
本
政
府
の
招
き
に
応
じ
て
来
朝
、
日
本
人
女
性
安
子
と
結
婚
、
フ
リ
ッ
ッ
及
び
ヘ
ン
リ

ー
ら
を
も
う
け
る
。
李
鴻
章
遭
難
の
際
、
そ
の
治
療
に
当
り
、
と
く
に
名
を
は
せ
た
。

で
あ
る
。 「

外
科
通
術
」
石
黒
忠
恵
募
輯
三
冊
八
十
銭

「
外
科
手
術
図
譜
」
土
岐
頼
徳
抄
訳
一
冊
二
円
五
十
銭

「
繍
帯
図
」
木
村
喜
三
次
訳
一
冊
五
十
銭

「
外
科
診
断
学
」
森
鼻
宗
次
編
纂
一
冊
一
円
五
十
銭

以
上
は
明
治
十
六
年
頃
の
繁
用
外
科
書
の
一
部
で
あ
る
が
、
当
時
は
主
と
し
て
翻
訳
書
で
あ
る
。
当
時
の
外
科
学
一
般
を
う
か
が
う
一
資
料

⑤④②

ー一一

一函
蝿
坤
銅
率
恥

⑦
中
外
医
事
新
報
、
二
六
九
号

③
「
橋
本
綱
常
先
生
」
一
六
八
頁

⑨
広
田
広
重
著
「
メ
ス
と
鋏
」
昭昭

引
用
文
献

①
「
橋
本
綱
常
先
生
」

②
軍
医
団
医
学
会
雑
誌

識
嘩
聴
搾
函
銅
訳
「
袖
珍
外
科
消
毒
説
序
言
」

昭
和
十
一
年

日
本
赤
十
字
社
病
院

（
明
治
十
九
年
一
月
）

和
三
十
八
年
三
一
四
頁

（
明
治
三
十
三
年
）
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「
外
科
正
宗
」
（
前
出
）
が
壼
藝
一
奔
世
に
行
れ
、
広
く
、
わ
が
外
科
者
の
間
に
重
き
を
な
し
、
忠
庵
系
外
科
も
栗
崎
系
外
科
も
受
容
当
時

は
と
も
か
く
、
時
と
共
に
漢
方
化
し
て
、
「
外
科
正
宗
」
的
形
態
に
変
っ
て
行
っ
た
こ
と
は
、
最
も
著
し
い
特
徴
で
あ
る
。
た
と
え
ヴ
ェ
ザ
リ

ウ
ス
前
の
解
剖
で
あ
っ
て
も
、
五
臓
六
肺
説
を
堅
く
信
じ
て
い
た
当
時
（
山
脇
東
洋
の
解
屍
前
）
の
外
科
者
に
と
っ
て
は
、
こ
の
ヨ
ー
ロ
ヅ
・
ハ

的
解
剖
学
を
、
単
に
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
科
書
読
解
に
便
な
る
が
故
に
の
み
学
ん
だ
の
で
あ
る
（
前
述
）
・
一
般
に
観
血
手
術
の
敬
遠
も
、

儒
学
か
ら
の
影
響
が
大
き
い
と
見
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
山
脇
東
洋
の
解
屍
巷
礎
型
畔
さ
ら
に
小
塚
原
の
腋
分
湖
諏
鄙
毒
及
び
「
解
体

新
書
」
華
鉢
瘻
酔
の
劃
期
的
刊
行
は
時
代
の
吉
宗
の
実
学
と
り
入
れ
策
と
相
ま
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
科
技
術
の
受
容
が
旺
ん
と
な
り
、
わ
が

国
の
誇
り
う
る
独
創
的
な
外
科
者
、
華
岡
青
洲
塞
錯
浄
叩
川
暴
醍
託
奔
の
出
現
に
立
致
っ
た
。
京
都
の
す
ぐ
れ
た
野
呂
天
然
の
「
生
象
止
観
」

（
解
剖
書
）
の
例
言
に
さ
え
ヴ
ェ
ザ
リ
ウ
ス
が
、
そ
の
友
人
の
屍
の
胸
を
剖
い
て
、
そ
の
生
象
を
見
た
事
実
を
取
り
出
し
、
「
是
即
紅
夷
之
陥

千
野
、
溺
干
鑿
之
証
徴
」
と
い
い
、
医
学
と
し
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
科
学
は
十
分
吸
収
し
つ
つ
も
、
思
想
的
な
点
で
は
厳
然
と
一
線
を
劃
し
、
終

始
解
剖
書
で
あ
る
自
著
の
中
に
儒
学
的
勧
戒
が
存
在
し
て
い
る
時
代
が
続
く
。
即
ち
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
を
「
漢
蘭
折
衷
家
」
と
称
し
て
い
る
が

儒
学
優
位
か
ら
、
洋
学
優
位
に
近
る
過
渡
期
的
現
象
で
あ
っ
て
、
飽
ま
で
矛
盾
し
た
性
格
で
あ
り
、
抵
抗
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
方
で
は
家
鳩
叶
匪
年
幕
府
は
天
文
方
（
幕
府
の
翻
訳
局
）
に
「
蛮
害
翻
訳
致
シ
候
其
筋
取
扱
候
者
ノ
外
、
天
文
等
ヲ
始
、
究
理

書
ノ
類
、
狼
リ
ニ
世
上
へ
流
布
不
致
様
」
取
扱
へ
と
命
し
、
高
野
長
英
、
渡
辺
華
山
、
小
関
二
一
英
ら
の
蛮
社
事
件
家
鴫
計
群
が
起
る
。
わ
が
国

最
初
の
医
学
論
の
翻
訳
「
万
病
治
準
」
（
前
出
）
や
、
哲
人
カ
ン
ト
の
名
を
挙
げ
、
哲
学
的
医
学
論
を
述
べ
た
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
の
「
原
病

一
、
儒
学
優
位
か
ら
洋
学
優
位
へ
の
経
過

第
三
章
ョ
－
ロ
ッ
パ
医
学
思
想
受
容
の
経
過

（58）



論
」
（
前
出
）
な
ど
が
、
刊
本
と
な
ら
ず
、
写
本
と
し
て
流
布
し
た
こ
と
は
、
そ
の
間
の
事
情
を
物
語
る
も
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
ｐ

し
か
し
、
日
本
の
置
か
れ
た
社
会
情
勢
は
刻
々
変
転
し
、
霊
峰
奉
李
ペ
ル
リ
の
来
航
を
境
と
し
、
そ
の
前
後
か
ら
洋
学
優
位
の
体
制
に
移

行
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
即
ち
華
唖
奉
拝
五
月
蕃
書
調
所
の
創
設
、
幕
府
種
痘
所
設
置
奇
確
証
群
、
蕃
書
調
所
か
ら
洋
書
調
所
家
巫
程
奔
さ

ら
に
開
成
所
誕
必
一
垂
と
変
り
、
従
来
鎖
国
の
窓
、
長
崎
を
通
じ
、
又
オ
ラ
ン
ダ
語
の
み
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
医
学
を
吸
収
し
て
い
た
事

態
は
、
新
し
く
英
語
を
学
び
、
明
治
初
年
に
至
る
経
過
と
な
る
が
、
こ
の
よ
う
に
儒
学
優
位
か
ら
、
洋
学
優
位
に
移
行
す
る
経
緯
は
《
。
・
例
を
平

安
（
京
都
）
の
み
に
つ
い
て
、
民
間
の
医
師
の
洋
医
、
漢
藺
折
衷
家
を
見
て
も
年
代
と
共
に
其
の
数
を
増
し
、
家
殿
一
詠
群
「
平
安
人
物
志
」
（
弄

輸
子
著
）
は
所
載
医
家
総
数
四
一
名
中
に
五
名
（
一
二
％
）
が
、
垂
必
読
寺
「
洛
医
人
名
録
」
（
中
村
東
平
著
）
に
は
二
三
九
名
中
、
六
九
名

へ
二
九
鯵
）
に
上
っ
て
い
る
（
表
第
十
七
参
照
）
。

（
二
九
％
）
に
上
っ
て
い
る
全

従
来
、
諸
家
に
よ
っ
て
来
朝
洋
医
の
研
究
は
、
す
で
に
尽
さ
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば
佐
藤
尚
中
の
ス
ト
ロ
メ
ー
ル
外
科
の
「
外
科
医
方
」
（
前

出
）
、
一
つ
に
し
て
も
ボ
ン
ベ
胃
〕
・
日
己
の
ぐ
自
冒
の
①
ａ
の
儲
ぐ
。
。
耳
》
易
圏
ｌ
ご
富
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
原
著
も
し
く
は
蘭
耆
の
大

部
分
は
、
こ
れ
ら
来
朝
洋
医
家
の
指
導
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

明
治
初
年
の
ド
イ
ツ
医
学
採
択
は
フ
ル
ベ
ヅ
キ
（
前
出
）
ら
の
助
言
、
示
唆
に
負
う
と
こ
ろ
勿
論
多
い
が
、
そ
れ
よ
り
も
、
こ
の
よ
う
に
、

長
い
歳
月
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
次
で
オ
ラ
ン
ダ
を
通
じ
て
、
ヨ
ー
ロ
ヅ
ゞ
ハ
医
学
の
大
勢
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
過
去
の
蓄
積
に

よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
従
っ
て
明
治
期
医
学
が
、
突
如
革
命
的
発
展
を
し
た
に
し
て
も
、
革
命
の
語
原
が
示
す
、
そ
れ
ま
で
の
先
人
た
ち
に
よ

っ
て
逐
次
、
巻
物
を
展
い
て
行
く
よ
う
に
蓄
積
、
展
開
さ
れ
た
結
果
の
出
来
事
で
あ
る
。
従
っ
て
真
の
革
命
の
ニ
ュ
ー
ァ
ン
ス
と
は
違
う
。

し
か
し
、
前
述
の
緒
方
惟
準
、
佐
藤
進
、
橋
本
綱
常
、
高
木
兼
寛
ら
が
、
直
接
留
学
し
て
え
た
影
響
は
、
ウ
ィ
リ
ス
、
ミ
ュ
レ
ル
ハ
シ
ュ
ル

ッ
ェ
な
ど
に
増
し
て
、
わ
が
外
科
学
に
与
え
た
影
響
の
大
き
い
こ
と
を
、
今
更
再
認
識
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

２
、
洋
学
外
科
受
容
の
方
法
、
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表第16

外科書誌から見た ヨーロッパの影響総括表

－1延文
|－

2年（1357)(金瘡之耆全部）

引サビエル渡来’（天文18年）
1549

語鮪(金瘡一流療拾､曽根祐績）

謡蹄(外療新明集鷹取秀次）

認話(万外集要､山本玄仙）］
スペイン、

ポルトガル、

|鎖国完成｜(寛永18年）
1641

移
行
期
於
嫌
謝
騨
搬
鵜
騨
熱
姪
蕊
舞
鷲
聯

１
１
ｉ
ｌ

０
守
口
恥

’溌謝（外糾正宗)出版

（
長
崎
系
）

｜
紅
毛
、
阿
蘭
陀
流

ﾉfレー、＊

カスパル、

アルマンス、

ステイピン、

儲擶(紅夷外科宗低､楢林鎮山）
i三国流(抵抗）

（紅毛秘事記、吉雄耕牛）

瀞蹄(瘍科大成､杉別玄白）

プレンキ、

ハイステル、＊

引小塚原解体’（明和8年）
1771

ノ、クサム

ハイステル

引シーボルト渡来’（文政3年）
1823

ハン、スウイーテン、＊

ブールハーヴエ、④

プレンキ、

文化11年
(1814）

文政8年
（1825）

文政10年
（1827）

天保3年
（1832）

(泰西熱病論、吉出直心）

(瘍医新書、大槻玄沢）
(西医摘要、宇野広生）

(万病治準、坪井信道）

J 〆一、

:鋤:‐ 江

ラ
イ
テ
ン
学
派
一

宇

・
Ｉ
Ｄ
い
，
Ⅱ
ｌ
０
１
ｊ
Ｆ
“
凸
ｌ
■
６
６

。

炉

Ｉ

‐

Ｉ

Ｆ

(瘍科新選、杉田玄卿）

『。

天保年間（183C～1843）

(外科必読､瀧蕊)
嘉水3年(1850)

(窮埋外科HI1、新宮涼庭）

チットマン、⑧

一
ド
イ
ツ
学
派
一

ゴルテル

|ペリー浦闘来航’（嘉永6年）
1853

セリウス

|蕃齊調 二身I（万延元年）
1860

系｜
、_堂 ！

(銃創鎖言、大槻俊斉）1 1

卜

２
１
ワ
Ｂ
▽
Ｆ
貼
り
Ｉ
Ｊ
Ｉ
‐
１
１

慶応元年（1865）

（外科医方、佐藤尚中)』
ストローメル、

グロス､(Gross,S､D)
慶応2年（1866）

（創痩新説島村鼎甫）

1 i

I
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平安医家洋医漢藺折衷家消長表（表第17）

鯵 ’l
l
l

l

l
|所載医家総数

41

26

１
１
１

｜ 書 名 洋医漢蘭折衷家

5５
５

６
７

７

７

号
１
１

年
年

年
転
私

天
安

」｜ 平安人物志（弄輸子）

2 1 同 上

皿
一
四5

’

’

一

’

１

’

’

１

１

’

’

’
１

Ｉ
－
ｌ
－
ｌ
－
ｌ

19

１
８
２
７

２
３
５
６

８
８
８
８

１
１
１

１

年
年
年
年

５
９
５
３

政

保

永

応

文
天

嘉
慶

上
上
上
上

同
同
同
同

,：
29

41

妬
一
帥
一
師
一
祁

３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６

’

１

１

33

33

41 ’

1
｢平安人物志」以外の人名録

識光
科
小
科
児
蘭
科
科
産
道
骨

生
産
産
小
産
内
本
整

“
藤
“
内
内
本
本
鎮
内
針
内
他

之
生

年
縫
年
中

皿
治
３
医
鳴
２
３
３
４
９
ｕ
肥
皿
配
２
３
１
１
３

保
佐
化
椅
１

天
伊
弘
西

内
不
眼
整

ワ
』

内

全冊40丁，京大本7-01
1

科

不 明

眼 科

整 骨

ロ 中

外 科

産 科

児 科

卜西 洋

内外科

内眼科

内（漢蘭）

外 眼

乳 科

内 鍼

西児産外口内内外内
斗筈

１
４
２
２
８
２
１
４
１
２
１

(計）

蕊)‘‘‘’”

’

157

／

｜

’
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
・

８

諸

|文孫年
1

2

3

11

15

98

49

（全冊35丁架蔵本）

科

： 1科
l

科 10 1

科 7 !

｜
道 33

ノ

著平東
眼
外
亜
女
本

村
醤

中洛医人名録

科
中
骨
方
洋
科
蘭

口
整
古
極
内
模

１
１

(巽議}""“
｜’

’

一一

(､61 ）

天保医鑑



ヨーロッパ医学思想受容経過表（表第18）

暦
圃
喝
刈
羽
師
似
詑
門
卯
的
昭
加
狐
弘
開
、
泓
師
卯
妬
皿
晦
如
娼

西
蛆
蝿
妬
酪
恥
鵡
蛸
恥
略
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
昭
肥
蝸
鵡

肥
１
７
ｍ
ｕ
肥
２
７
３
６
１
５
１
４
２
８
３
７
３
８
８
皿
ｕ
２

年
長
和
和
永
永
永
暦
宝
禄
永
保
保
保
暦
和
和
永
明
政
政
化
化
保
化

慶
元
元
寛
寛
寛
明
延
元
宝
享
享
寛
宝
明
明
安
天
寛
寛
文
文
天
弘

分
長
崎
系
蘭
方
期
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

津
南
蛮
期
蘭

受
１
１
１
移
行
期

想思
・

儒
学
優
位
（
漢
蘭
折
衷
家
群
）

億

群
桃
山
期
江
戸

語学’ 書内 科
凸

訳

1
禁教令

大坂夏ノ陣

禁書令

鎖国令

島原乱

蘭館（鎖国完成）

乾坤弁説

蕃国治方類衆的伝

湯島聖堂

新井白石登用

享保改革

洋書輸入弛禁

青木昆陽

山脇東洋解屍

踏跨館

小塚原腋分

解体新書

松平定信老中

寛政異学ノ禁

ハルマ和解

江戸ハルマ

蘭学事始

蛮害翻訳

科学書翻訳（天文方）

Ｉ
ｊ
ｌ
ｊ
ｌ
ｆ
Ｉ

ス
ペ
イ
ン
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
１
１
，

パレ（紅夷外科宗伝）
（
画
④
）

I
オ
ラ
ン
ダ
語

プレンキ（紅毛秘事記）

ハイステル（瘍科大成）

I ラ
イ
デ
ン
学
統
受
容
期

１
１
６
、
ｉ
ｊ
ｆ

’
ハクサム（泰西熱病論）

ハイステル（瘍医新書）

ズﾗ鈴7琴ﾝ万病治準
プレンキ（瘍科新選）

チツトマン（外科必読）｜’



９
６
７
８
９
０
１
２
３
５

拠
同
踊
同
開
開
同
同
妬
棚
同
蠅
蠅
蠅
蠅
一

１

１

１
１

１
１

ゴルテル（窮理外科則）

セリウス（銃創鎖言）

リーセランド(人身窮理書）

フーフェランド

（扶氏経験遺訓）

外治蘭方不苦ノ件

自主的洋書翻訳

蕃書調所

洋学研究ノ自由

御目見以上以下洋学研究

一万石以上陪臣モ同様

蘭学許可

和蘭医術薬不苦

２
３
４
５

６
１
１
２
３
１

永
同
政
同
政
政
同
同
政
延
同
久
久
久
応

嘉
安
安
安
安
万
文
文
文
慶

』
諦
謝
峰
誰
》
識
斯

洋
学

学

期
優

I位 輸入洋書検閲
蕃書調所,天文方,洋書検閲分野ノ決期

、

定
幕府種痘所設置

西洋医学所

開成所

医学所

精得館（長崎）

病
理
解
剖
主
体
医
学
受
容
期

（
毎
や
）

／
ストローメル（外科医方）

／
／英 I(切断要法）グロス（創庚新説）（切断要

レベルト（医療新書）

サイム

ウイリス（日講紀聞）
ミユレル〔治験録）

ドロイト（嘩疽治範）
エリソン

クラーク（外科拾要）

シユルツエ（医院雑誌）

ピルロート

（順天堂医事雑誌，外科

リスター（陸軍医事雑誌）

英
米
医
学
期

｜’

|駕窯(ｩｲﾙ系）
1大病院（ウイルス）

医学校並病院（ウイルス）

東校（ミユレル）

陸海軍省分置,軍医学校,海軍医寮

東京医学校（シユルツエ）

佐藤進帰朝（ピルロート）

橋本綱常帰朝（ピルロート，リンハ

ルト）

米

三五
口ロ

明治1 1868

明
明治2

明治4
９
１
２
４
５
７

６
４
７
７
７
７

８
８
８
８
８
８

１
１
１
１
１
１

明治5

明治7

明治8

明治10

治
ド
イ
ツ
医
学
期

通論）

期

’
’



⑪⑩⑨③⑦⑥⑤④③②① 引
用
文
献

中
村
光
著
「
江
戸
時
代
の
科
学
政
策
」
（
昭
和
十
七
年
）

勝
安
芳
著
「
開
国
起
原
」
上
、
中
、
下
（
明
治
二
十
六
年
、
宮
内
省
蔵
版
）

中
野
操
著
「
皇
国
医
事
大
年
表
」
（
昭
和
十
七
年
）

「
明
治
前
日
本
医
学
史
」
日
本
学
士
院
編
第
一
、
二
、
三
、
五
巻

石
原
明
著
「
医
史
学
概
説
」
（
一
九
五
五
年
）

同
「
日
本
の
医
学
」
（
昭
和
三
十
四
年
）

小
川
鼎
三
著
「
医
学
の
歴
史
」
（
昭
和
三
十
九
年
）

板
沢
武
雄
著
「
日
蘭
文
化
交
渉
史
の
研
究
」
（
昭
和
三
十
四
年
）

日
本
医
事
新
報
、
臨
時
増
刊
「
明
治
医
事
年
表
」
（
昭
和
十
三
年
）

杉
本
勲
著
「
近
世
実
学
史
の
研
究
」
（
昭
和
三
十
七
年
）

海
老
沢
有
道
著
「
南
蛮
学
統
の
研
究
」
（
昭
和
三
十
三
年
）
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「
金
瘡
之
書
全
部
」
（
宗
田
本
）
を
基
準
と
し
て
、
錘
垂
幸
群
か
ら
湖
啼
計
罐
に
亘
る
五
百
二
十
年
間
の
代
表
的
外
科
害
、
百
六
十
部
に
つ

い
て
検
討
す
る
に
、
次
表
（
表
第
十
九
）
の
よ
う
に
幾
多
の
経
緯
を
経
て
、
漢
方
外
科
か
ら
脱
皮
し
、
明
治
十
年
西
南
役
に
は
概
ね
、
止
血
、

解
剖
、
鎮
痛
、
制
腐
の
近
代
外
科
学
構
成
の
四
要
素
を
実
地
に
行
い
う
る
域
に
達
し
た
。

二
、
外
科
技
術
史

一
、
外
科
書
か
ら
み
た
ョ
－
ロ
ッ
パ
的
影
響
の
経
過

(2) ①
止
血
（
血
管
結
紮
）

近
代
外
科
学
構
成
の
技
術
的
四
要
素
は
次
の
よ
う
な
経
過
で
夫
々
成
立
し
た
。

③
華
岡
青
洲
に
よ
り
づ
測
匪
悪

⑤
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
全
身
麻
酔
、

ウ
ィ
リ
ス
及
び
ポ
ー
ド
イ
ン

た
。

華
岡
青
洲
に
よ
り
衣
硴
醒
砕

③
「
紅
夷
外
科
宗
伝
」
蓋
錘
亟
群
で
緒
に
つ
く
。

⑤
「
瘍
医
新
書
」
頃
窺
趣
拒
酔
に
完
成
す
る
。

鎮
痛

日
本
的
な
迷
蒙
麻
酔
に
よ
り
乳
癌
手
術
が
敢
行
さ
れ
た
こ
と
は
余
り
に
有
名
で
あ
る
。

第
五
章
結
論

シ
ロ
テ
。
凰
巨
ぃ
国
、
国
“
且
一
首
届
眉
Ｉ
畠
器
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
く
、
「
外
科
医
法
」
種
恥
読
群
に
紹
介
さ
れ
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外科書からみたヨーロッパ医学影響表（表第'9）

部数 備 考

「北長下医書」の如く観血手術の記載を認めるが，
6

大部分は姑息的外科であって，ヨーロッパ医学の影

部 響皆無である。

期
和
漢
外
科
期

代
年
年
７

７

年
一
坪
岬
識
岬５

L
|部
’

延文2年
（1357）

元禄6年
（1563）

－

\ ’ ’
1「外科正宗｣，「外科精義｣，「外科発揮｣，「外科精

要｣,「外科枢要｣,「外科集験｣,「外科百効｣,「医学

入門｣，「医林集要｣，「万病回春」等の漢方外科書

が流行し，「外科衆方規矩｣などその影響書が多い。

2,従って，南蛮系のオリヂナルなものは別として，

時代を経過すれば，必らず漢方化する傾向のある

時代である。

天正正7

(1579）
南
蛮
期
、
南
蛮
紅
毛
移
行
期

’ 36

部

元禄9年

｜（1674）

1嵐山甫庵の「蕃国治方類聚的伝」2冊（天理本）

以下長崎通詞外科が主体である。

2しかし，全般には「外科撮要」2冊（青木組割著）

や「瘍家大成」（杉田玄白著）（富士川本）のよう

に，漢方的な形式をとる。しかし，前者の下巻と，

後者の挿絵には，ヨーロッパ的な影響が大きく見

られる時代となる。

延宝2年

（1674）

長
崎
系
外
科
期

28

部
安永8年

（1779）

江
戸
系
藺
期

1華岡青洲，本間玄調（自筆本「青洲乳岩記」（富

士川本）には巻末に煙草淀腸を記載している。

日本独創の外科が，ヨーロッパ外科（ハイステル）

を基盤として展開する。

2「瘍医活談」（高階桂園）にしても，もはや純漢

方的外科ではありえない。

1ビルロート外科からの受容（佐藤進）以来，ヨー

ロッパ外科学を直接受容し，止血，解剖，鎮痛，

制腐の近代外科学構成の四要素を完備するに至

る。

文政3年
（1784） 75

’
部慶応3年

（1867）

明治元年
（1868）

明治10年
(1877)

洋 ’ 15

I l

l ゞ｜鰯
（ 66）



外
科
手
術
手
技
は
、
一

が
最
も
大
き
い
。
即
ち

己
四
凰
堅
国
口
の
。
彦
内
Ｐ
ｇ
ｏ
罵

呈
ご
澤
一
富
目
星
ご
喜
屋
少
伊
の
日

旦
○
罵

し
か
し
、
前
述
来
の
パ
レ
以
下
の
外
科
訳
書
、
幕
末
に
至
っ
て
は
、
直
接
、
訳
書
の
現
れ
な
い
原
書
の
影
響
が
大
き
い
。
と
く
に
、
精
巧
な

図
の
あ
る
ハ
イ
ス
テ
ル
本
と
、
幕
末
及
び
明
治
初
年
に
は
ベ
ル
ナ
ル
ド
の
外
科
手
術
図
譜
の
意
義
を
認
め
た
い
。

特
筆
す
べ
き
は
佐
藤
進
以
下
、
直
接
ョ
－
ロ
ヅ
パ
に
学
び
、
と
く
に
当
時
の
碩
学
ビ
ル
ロ
ー
ト
に
接
し
え
た
影
響
の
大
を
強
調
し
た
い
。

ら
で
あ
る
。

し
か
し
、

三
、
外
科
思
想
史

③
制
腐

ミ
ュ
レ
ル
及
び
シ
ュ
ル
ッ
エ
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
く
、
そ
の
頃
（
明
治
初
年
）
の
外
科
学
一
般
を
綜
説
し
た
「
外
科
説
約
」
趨
酷
捧
弄

が
記
載
し
て
い
る
。

③（2）（1） ④以
上
に
よ
り
明
治
初
年
に
近
代
外
科
学
が
成
立
し
て
新
し
い
出
発
を
す
る
。

外
科
手
術
手
技
は
、
前
述
来
述
べ
来
っ
た
が
、
来
朝
洋
医
に
よ
る
指
導
が
大
き
く
、
そ
の
中
で
も
、
と
く
に
左
記
の
来
朝
医
師
か
ら
の
影
響

い
の
で
省
略
す
る
。

解
剖

解
剖
に
つ
い
て
は
従
来
諸
家
に
よ
り
発
表
さ
れ
た
が
、

解パ
レ
か
ら
得
た
も
の
は
、
そ
の
挿
絵
の
巧
奇
性
と
止
血
並
び
に
初
歩
の
整
形
外
科
的
な
外
廓
で
あ
る
。
医
学
思
想
は
な
い
。

ハ
イ
ス
テ
ル
か
ら
は
、
そ
の
訳
書
が
逐
語
訳
で
あ
る
だ
け
に
、
科
学
と
し
て
の
外
科
学
の
一
端
に
触
れ
え
た
（
誘
専
篇
）
。

し
か
し
、
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
の
医
学
論
（
「
蒲
爾
花
歌
、
万
病
治
準
」
）
の
出
現
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
医
学
論
の
精
粋
に
接
す
る
こ

国
伊
ロ
①
Ｈ
》
勺
三
一
ざ
己
司
【
色
目
園

Ｆ
の
○
℃
○
の
即
旦
夛
自
陣
］
庁
吋
屯
皇
ご
一
匡
胃
閏
巨

ぐ
Ｃ
昌
望
命
す
○
匡
．
○
言
○
富
○
面
目
房
①
》
で
○
日
弓
箇
国
富
①
①
己
①
Ｈ
く
。
。
再
》
シ
ロ
号
○
邑
旨
、
同
国
画
巨
合
』
冒
珀

シ
ロ
号
刷
○
口
．
即
凰
』
腰
．
弓
．
⑫
呂
巳
目
①
．
シ
、
Ｆ
シ
鯛
具
宮
口
急
①
Ｈ
昌
号
．
］
巳
旨
印
枠
司
号
価
、

と
く
に
小
川
鼎
三
教
授
の
「
明
治
前
、
日
本
解
剖
学
史
」
（
学
士
院
）
に
詳
し
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曾
て
著
者
は
蘭
学
訳
書
に
現
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
医
人
を
拾
っ
て
見
た
が
、
お
よ
そ
、
十
八
世
紀
初
頭
か
ら
、
十
九
世
紀
初
頭
に
亘
る
著
聞
の

医
師
名
は
挙
げ
て
訳
書
中
に
現
れ
る
。
蘭
学
訳
書
に
は
現
れ
な
い
と
信
じ
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
の
近
代
医
学
創
始
者
ビ
シ
ャ
（
前
出
）
の
如
き
も

オ
ラ
ン
ダ
訓
み
に
毘
加
土
も
し
く
は
毘
加
度
と
し
て
、
そ
の
思
想
の
一
部
と
共
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
例
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
の

蓄
積
が
基
盤
を
な
し
て
、
明
治
四
年
、
一
朝
に
し
て
ド
イ
ツ
医
学
の
採
用
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
当
時
に
あ
っ
て
は
、
す
で
に

基
礎
医
学
と
い
わ
ず
臨
床
各
科
に
亘
り
、
訳
書
に
よ
っ
て
一
通
り
用
を
辨
じ
え
た
。
こ
の
よ
う
に
制
度
改
正
に
伴
う
革
新
的
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
医
学

教
育
の
開
始
が
、
早
急
に
可
能
と
な
り
え
た
こ
と
は
、
世
界
医
学
史
を
通
じ
、
他
に
は
見
ら
れ
な
い
一
つ
の
奇
蹟
で
あ
る
と
認
め
う
る
。

以
上
、
訳
書
を
主
と
し
て
検
討
し
、
日
本
近
代
外
科
学
の
起
始
が
い
か
な
る
曲
折
を
経
て
展
開
さ
れ
、
そ
し
て
出
発
し
た
か
に
よ
っ
て
、
さ

さ
や
か
な
調
査
と
検
討
を
試
み
、
こ
こ
に
要
点
を
取
纒
め
て
発
表
す
る
。
（
了
）

（
昭
和
三
十
九
年
十
一
月
十
一
日
脱
稿
）

接
近
し
え
た
。

、
、

⑤
一
時
、
明
治
初
年
、
英
米
学
医
学
に
抵
個
し
た
が
、
ミ
ュ
レ
ル
来
朝
銅
啼
聖
華
以
後
、
ド
イ
ツ
外
科
学
を
直
接
採
る
に
及
ん
で
、
局
面

は
一
変
す
る
。
と
く
に
留
学
に
よ
り
ビ
ル
ロ
ー
ト
外
科
学
の
直
接
受
容
の
史
的
意
義
は
重
大
で
あ
る
。

以
上
の
経
過
を
顧
る
に
、
幕
末
の
洋
学
優
位
に
至
る
ま
で
の
市
民
的
蘭
学
者
ら
の
努
力
を
、
こ
こ
に
強
調
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
く
さ
せ
た

社
会
的
背
景
や
先
人
ら
の
向
学
心
に
つ
い
て
は
一
般
史
家
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
、
科
学
史
を
目
的
と
す
る
本
テ
ー
マ
に
は
触
れ

な
い
。本

稿
の
要
旨
は
昭
和
冊
八
年
四
月
三
日
、
大
阪
に
於
け
る
第
六
十
四
回
日
本
医
史
学
会
総
会
で
発
表
し
た
。
但
し
、
本
稿
、
総
論
の
一
部
ば

昭
和
冊
九
年
五
月
十
日
静
岡
で
開
催
さ
れ
た
蘭
学
資
料
研
究
会
第
六
回
大
会
で
追
加
発
表
し
た
。

追

斗

と
が
で
き
、
炎
症
、
刺
絡
等
の
理
論
を
受
容
し
た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。

③
ロ
ー
ゼ
ル
、
ス
ト
ロ
マ
イ
エ
ル
、
グ
ロ
ス
等
の
病
理
解
剖
を
基
盤
と
す
る
医
学
思
想
を
受
容
し
、
こ
こ
に
近
代
外
科
学
に
、
は
じ
め
て

記
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３
、
京
都
、
東
北
、
岡
山
、
長
崎
の
各
大
学
附
属
図
書
館
、
並
び
に
労
研
、
天
理
、
岡
山
市
立
、
長
崎
県
立
の
各
図
書
館
、
及
び
長
崎
市
立

博
物
館
、
以
上
の
関
係
各
位
の
援
助
り
厚
意
を
感
謝
す
る
。

１
、
中
野
操
、
三
木
栄
、
大
鳥
蘭
三
郎
先
生
の
校
閲
と
助
言
、
指
導
を
深
謝
す
る
。

２
、
小
川
鼎
三
、
内
山
孝
一
、
北
村
精
一
、
故
板
沢
武
雄
、
薮
内
清
、
森
優
、
沼
田
次
郎
、
池
田
哲
郎
、
岡
西
為
人
、
故
西
村
貞
、
石
原

明
、
宗
田
一
、
茅
原
元
一
郎
、
楢
林
喬
、
故
渡
辺
庫
輔
、
中
西
啓
、
布
施
玄
治
、
大
岡
忠
明
、
宮
下
三
郎
、
岩
治
勇
一
、
長
門
谷
洋
治
、
各
位

の
御
助
力
を
鳴
謝
す
る
。

謝
辞
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werealreadvfamiliarandabsorbed.TheMeijiperiodmedicine,themodern

one,wasachievedinjapanbysuchalongtermcultivationoftheEuropean

knowledge.

V1．It isveryimportant intheJapanesesurgeryoftheMeijiperiodthat

"Gekatsuron''-An lntroduction toSurgery-(vols. 13. 1876-1876)by

Susumu Sato佐藤進．containing the l874 editionof ,GDieAIIgemine

Chirurgische PathologieundTheraPie in50Vorlesungen'',(1863) by

ChristianAlbertTheodorBillroth(1829-1894),waspublished. He, asthe

first Japanese, studiedabroad inGermany(1869-1875). Thisbookwas

compiledaccordingtothedictationoflecturesattheJuntendoHospitalby

SatowhowasaverygoodfriendofBillrothandlearnedfromhimgreatly

whilehewas inBerlinandlafer inVienna.His lecturesweregivencenter-

ingontheabovementionedsurgicalbookofBillroth.

Thus, theMeijiperiodsurgerywasbrought innotthroughHollandbut

directlyfromGermany.MoreoverwithhelpfromotherpartsofEuropeand

America, theMeiji surgeryfinallybecameindependent.
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ofresistanceagamstacceptingEuropeanmedical thought.

V. Itwas epoch-makingthat inl859GenkyoHirose広瀬元恭inKyoto

retranslated 'GNouveaux-elements dephygiologie'' (Paris, 1801)by the

FrenchAnthelme-BalthasarRicherand(1779-1840).Up to this time,the

Japanesemedicine, havingabsorbedEuropeanmedicineexclusivelythrough

Holland,wascenteredinDutchandGermanmedicine. Even the import

ofmedicineof the latterhalf of theeighteenthcenturywas limitedto

theGermanphilosophicalvitalisticmedicine..

Theydidn't import themechanisticmedicineofBichat,PinelandLaennec

ofFrancewhichwasmainlyconcernedwithpathological anatomy and

was rather advancedat the time. Then, Bichat's"AYnatomiegen6rale'',

(1801) that treated theSubjectmorphologicallywas introduced through

Richerandalthoughitwas lateanditwasNeo.vitalism.

Aroundthistime，theJapanesemejical field,whichhadbecndependent

ontheChinesemedicalthoughtofphysiologybegangraduallyshiftingits

interesttothemedicineorganizedwithrnorphological subjects as itsmain

constituents, andfinallyitreachedtheMeiji surgery, themodernone.

Thus,eventhoughJapanesemedicinehadbeen formedonthebasis of

theChinesethinkingofmedicineandontheacceptanceofthepracticality

ofEuropeantechniques,byToyoYamawaki's山脇東洋first dissection in

Japan(1754) andthedissectionatKozuka-hara's ，｣､塚原(1771),followed

by the completionof ，wKaitaishinsho''-TheNewAnatomy－(1774) of

GenpakuSugita杉田玄白,itgrewoutoftheChinesebeliefofthefiveviscera

andsixentrailsanditproceededto importEuropean theories in thefield

oftheclinicalmedical theory.

TheMeijiperiodsurgerywasneverestablishedinoneday.Itwasbrought

upwiththepersistentacceptanceofEuropeanknowledgeoveralongperiod

oftime・ Althoughmanyofthe translationswerekept inmanuscriptform

andweren't published, yet almostalloftheEuropeanbooksonmedicine
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OperavanalledeWerkenvanMr.AmbroisePar4''',(Dordrecht,1649)

byCarolusBattus, of <@OpreiChirurgica" (1594)byAmbroisePar6'(1510-

1590). Inl705,ChinzanNarabayashi楢林鎮山madeanabridgedtranslation

ofthisbookandtitledit"Koigekasoden''紅夷外科宗伝-Anlntroduction to

WesternSurgery・ Itwasnonword-Ior-wordtranslation, but itseemedthat

1'etranslatedthetextbookswhichtheDutchdoctorssuchasDanielBusch

used, referringtothePar6's.

IV・ BeforetheMeijiperiod(1868),thegeneralcurrentof thoughtwas

Confucianismwhichwastightlyconnectedwiththefeudalismofthat time_

Inmedicine,Chinesemedicaltreatmentwasthelastresort,Rathersurprisingly

inthiskindofcircumstanceDescartes-likemechanisticmedical theorvsuch
‐

astheabovementionedtra,1slationofBoerhaavp, ､Manbyochijun"appared

inowrcountry. Itwas taughtat theprivateDutchmedical schools like

ShindoTsuboi's坪井信道Nisshudo 日習蛍orRyotei Shingu's Junseishoin

順正書院, althoughtheoriginal bookwaswritten in the firsthalfofthe

eigl,teenthcenturyand theManbyochjunwasword.for-word translation.

Andwhentheyimportedthevitalisticmedicine, inthebook《《Genbyoron''

(twovoIs. inmanuscriptform)byEnlshikawa石川遠fromRPathologie"

byHufeland (the origil'al, 1796; translatedintoDutchinl801), the

philosopherKantwas introducedandmucl, of thephilosophical thought

wasbrought intotheJapanesemedicalfieldwhichhadbeentillthenentirely

ingorantofEuropeanphilosophy. But, it isnotclearhowmuchof itwas

understoodandbelieved.

Ge,,erally, inthe lastdaysof theTokugawaGovemment徳川幕府there

wereagreatnumberofpeculiardoctorscalled《ぐtheeclecticsofChineseand

Dutchmedicine''whobelievedthetheoryofChinesemedicineandadopted

only theWestern techniques. In theearlyperiodof importingEuropean

medicine, thereweredoctorscalled"threecountriesschool"whocombined

themeritsofJapanese,ChineseandDutchmedicalpractices. Itwasakind
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His book'!LehrbuchderChir. zuVorlesungenetc." (1800-1802)was

translatedbyGenpoMizukuri箕作匠甫(1799-1863) inl830-1843.

C. Theperiodof importingthatwasmainlyconcernedwithpathological

anatomybeganintheretranslationof"HandbuchderAllgeminenPathologie

undTherapie," (1865)byHermannLebert(1813-1878)．Thiswas trans-

latedbyHoshuTsuboi坪井芳洲in l866, and introduced the ideas of

pathologicalanatomyandacell. Asforsurgery,ShochuSato佐藤尚中was

thefirst intranslating"HandbUChderChirurgie''(Bd、1.,1844-1850:Bd.

11., 1867)byGeorgFriedrichLouisStromeyer(1804-1876)inthisperiod.

Tadanori Ishiguro石黒忠意compiledinl873(thesixthyearof theMeiji

period) thefirsttranslationonsurgerywhichhadaformofmodernsurgery

andwaswrittenfromthepointofpathologicalanatomytaking《℃ompendium

derAIIgemeinenundSpeziellenPathologischenAnatomie'',(Wien. 1855)

byRichardLadislausHeslll, (1824-1881) as itsmain source andwith

referenceto<<ASystemofSurgery''(1859),bySamuelDavidGross(1805

-1885),<ErfahrungenuberSchrggwunde'',(IIannover,1871)byStromeyer

andHandbuchderAnatomisCheChirurgie'',(Tubingen,1844)byWilhelm

Roser(1817-1848).Thiswas thebookonsurgery,basedontheideaofa

cell, introducing the thcoryof inflammationofVirchowandHenle.And

1hisbookbecame theone introducing four indispensableelementsof the

modernsurgerytogether:anodynetreatment,antiseptictreatment,dissection,

andstyptic treatment. Thus, the surgeryadoptedat first throughDutch

learning, grewat last, outoftheperiodofretranslationfromDutch, and

began tobe introduceddirectlyfromeachoriginal booksafterall the

periodsof introducingthesurgeryoftheLeydenschool, ofGermanvitalism

andofmodernsurgerythatmainlyconsideredpathologicalanatomy.

111. Lookingback, werecognizethat Japan, through 'thewindowof

national isolation',Nagasaki,importedtheEuropeansurgerythroughHolland.

Her first contactwith itwas theDutchtranslation, "DeChirurgieende
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firsttwelvebooksbyJosephJacobPlenck(1738-1807)oftheViennaschool

thatderivedfromtheLeVdenschoolandsevenvolumesofLorenzHeister
フシ

oftheGermanschoolweretranslated, andsecondly, <<AnEssayonFever

(1750)byJohnHuxhamoftheEdinburghschool thatstemmedoutofthe

LeVdenschoolwasdone. Then, thecompleteword-for-word translationof

Heisterwas commencedbyGentakuOtsuki大槻玄沢(1757-1827)who

publishedinl825 fourvolumes from《《InstitutionesChirurgicae"thathad
聖

been translatedintoDutchinl739. Fromthenon,manypeople triedto

translatethe importantpartsoftherest, andthetranslationswidelyspread

inbooksorhandwrittencopies. Heister's influenceonJapanesesurgeryls

muchgreaterthanweimagine.

It is, afterChyoshukuYoshida'急吉田長淑(1779--1824)retranslation(1825)

of <KurzeBeschreibung''(1758)byvanSwieten, that themedical theoryof

Boerhaavewasintroducedtothiscountry(1827).As thegreatauthorityof

Boerhaavewas recognizedbythis translation, inthe last period(1827) of

introducing the Leyden school suchas Plenck, at last vanSwieten's

f℃ommentaria'',thatwasconcernedabout《《Aphorismi''byBoerhaaveand

thatshowedthebasicmedical theoryof theLeydenschool,was translated.

Thus, theorderofintroductionwasquitereversed.

Finally, theparton surgeryfrom@fPraxisMedicaeSystema''(1750)by

JohanndeGorter(1689-1762)was put into Japanese(1848)byRyotei

Shingu新宮涼庭inKyoto.

B. The theoryof vitalisticmedicinewasmainlybrought inunder the

leadershipofKoanOgata緒方洪庵(1810-1863), specially the theoryof

WilhelmChristophHufeland(1762-1836) ofGermany.Thiswasmostly

relatedtointernalmedicine.

JohanAugustTittmannforthefirst timebrokeawayfromthesurgery

of theLeyden school. The introductionofhis theoriesencouragedthe

Japanesesurgerytobreakaway fromthe influenceof theLeydenschool.
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Afterthenational isolationpolicywascompleted(1641), theDutchschool

increased its influential powerwhile itwasmixedwiththeSpanishand●

Portugueseschools, andheldontoitspowerintheshiftingIXriod.
11. BeforetheMeiji period, Japanwas introducedtoEuropeanmedicine

(clinicsex(･eptanatomy)throughHollandoverthreedifferentperiods.
A. Theperiodof importingthemedicineof

h

theLeydenschool (1750-1850)

B. Theperiodof importingthevitalistic

medicine(1820-1855)

C. Theperiodofimportingthemedicinethat

wasmainlVconcernedwithpathological

anatomy(1866-1880)

A.TheLevden school isaschoolofmedicinethat flourishedunderthe
杉

leadershipofLeydenofHollandinthefirsthalfoftheeighteenthcentury.

Itwasfoundedanddevelopedbyasystematist,HermannBoerhaave(1668-

1738), andwasmainlyconcernedwith surgery・ This school considers

naturalhealingpower ofHippocrates themost important andpractices

exact clinical observations chiefly. Theoretically it largelyasgested the
●

mechanisticFibrintheory.

Boerhaavestwomastersworks, "InstitutionesMedicae" (1760)weretra-

nslatedbyRyoteiShingu新宮涼庭(1787-1854) inKyotoAs 'ManbyoChijun''

：万病治準(datenotclear)and"Aphorismi(1709)byShindoTsuboi坪井信道

（1795-1848)ofEdoinl827. It isverysignificant inthehistoryofJapanese

medicinethatthelatterincludedthetranslationof "℃Ommentaria" (sixvols.

1742-1776)byamostprominentpupilofBoerhaave, GerardvanSwieten

(1700-1772). Thiswas actually the first introductionof the European

medical theory.

AnvwaV,itiscuriousenoughthatnoothercountries importedtheLeyden
G ■ む

す －f

school as clinics, excludinganatomy, forabout onecentury. That is, at
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ThelnfluenceofEuropeanMedicine

OnJapaneseSurgery

-ASummaryof theSpecialLectureat the

Sixty-FourthGeneralMeetingofTheJapanese

Societyof theHistoryofMedicine

(Osaka,Apri13, 1963)-

bvGoroAchiwa
ザ

阿知波五郎

I.Japanese surgery, uptothemedievalage, developedunder tl'egreat

influence ofChina, combining folkremedies and theones fromtheir

experienceswithit. Thefirstbooksonsurgerythatshowed the influence

fromSpainandPortugalweretheTakatori school鷹取流(1581-1772)and

theYoshimasuschool吉益流(1585-1672).

Thesurgery in{I,'encedbyPortugalandSpain flourishedasaso-called

schoolofDutchlearning,but thishadbeenimported throughmissionaries

suchasLouisdeAlmeidaasaChristiansurgerythathadbeenpracticedinEu-

ropeinthefifteenthcenturytothebeginningofthesixteenthcentury.Around

thattime,DokiKurizaki栗崎道喜(1520-1598) camebackfromsouthAsia,

havinglearnedmedicine.Hissurgerymainlyintroducedpracticaltechniques,

andjustapartof theknowledgeabout theprae.Vesalius'sdissectionof

Europe.

Besidesthesesschools, ChristvaoFerreira, beingnaturalizedasaJapanese

ChuanSawano沢野忠庵（？-1652）andconvertedtoBuddhism，openedthe

Chuanschoolofsurgery・Hepracticedfromaboutl637tol651.ThisChuan

school,althoughitwasCrudewhofirstintroducedtheoutlineofEuropean

Humoralpathologyandtheprae-Vesaliusanatomy. Itstraumaticsurgerywas

widelypracticedatthat time,andthecontemporarysurgicalbooksgavethe

mostspacetoit.
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豊
後
杵
築
藩
医
佐
野
家
は
巳
に
享
保
の
頃
か
ら
名
医
家
と
し
て
知

ら
れ
、
そ
の
歴
代
祖
先
の
な
か
で
佐
野
玄
知
は
特
に
名
医
で
あ
っ
た

と
伝
わ
る
が
、
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
十
二
月
九
日
府
内
公
御
隠

居
様
拝
診
は
有
名
で
あ
る
。

こ
の
杵
築
藩
は
徳
川
譜
代
の
小
藩
で
あ
る
が
、
藩
の
医
事
行
政
に

於
い
て
は
常
に
改
善
と
進
歩
が
推
進
さ
れ
て
い
た
の
が
特
色
で
あ

る
。
従
っ
て
、
佐
野
家
の
漢
蘭
両
学
に
も
見
る
べ
き
も
の
あ
り
、
そ

の
事
蹟
は
江
戸
時
代
の
医
跡
研
究
調
査
の
有
力
な
参
考
と
な
ろ
う
。

明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
同
じ
杵
築
藩
医
綾
部
正
庵
（
麻
田
剛
立
）

の
脱
藩
は
蘭
学
史
上
有
名
な
事
件
と
し
て
記
録
に
遺
さ
れ
て
い
る

一
、
佐
野
家
と
杵
築
藩

杵
築
藩
侍
医

佐
野
家
漬
文
集
と
藤
井
方
亭

、
国
］
①
自
国
昌
勗
。
ロ
ロ
厨
呈
の
四
国
（
）
註
昌
一
辱
．
号
９
９
呈
昏
①
嗣
爵
巨
霞
Ｃ
宮
〕
曲
目
』
函
。
国
蜀
巨
葺

■

が
、
藩
の
医
事
に
つ
い
て
は
名
医
佐
野
家
の
勤
仕
に
よ
り
事
な
き
を

得
た
と
言
わ
れ
、
同
家
の
正
し
い
医
道
は
藩
内
の
信
頼
を
更
に
高
め

た
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

佐
野
家
で
は
、
前
記
佐
野
玄
知
が
有
名
で
あ
っ
た
た
め
か
、
幾
人

か
の
祖
先
が
こ
の
玄
知
を
襲
名
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の

玄
知
と
は
そ
の
人
の
号
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
玄
知
と
い
う
の

は
同
家
名
医
の
象
徴
と
思
わ
れ
、
後
記
す
る
佐
野
柿
園
も
こ
れ
を
用

い
て
い
る
。
始
め
の
玄
知
は
延
享
二
年
（
一
七
四
四
）
正
月
そ
の
名

を
長
子
に
ゆ
づ
り
、
卓
悦
と
改
め
、
藩
医
を
引
退
し
よ
う
と
し
た

が
、
許
さ
れ
な
い
で
、
小
禄
を
も
っ
て
依
然
勤
仕
し
た
。

杵
築
藩
で
は
医
師
に
対
し
て
、
身
分
を
三
段
と
な
し
、
御
医
師

（
御
目
見
医
師
）
、
町
（
郷
）
医
、
医
師
（
与
頭
支
配
）
、
に
区
分

藤
井
亭
巳
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し
、
藩
は
こ
れ
等
三
段
階
の
各
医
師
の
扱
い
を
異
に
し
た
が
、
佐
野

家
は
医
師
の
最
上
席
御
医
師
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

佐
野
家
が
医
家
と
し
て
佐
野
玄
知
以
来
藩
の
信
頼
を
得
た
こ
と
は

前
述
し
た
が
、
後
年
文
政
期
以
降
漢
医
方
よ
り
蘭
医
方
に
転
じ
て
最

も
名
を
成
し
た
の
は
、
玄
盟
（
月
斉
）
、
佐
野
柿
園
（
玄
知
、
大

雄
）
、
博
洋
等
で
あ
る
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
六
月
廿
五
日
天

神
祭
礼
の
時
一
村
民
の
負
傷
事
件
、
又
文
政
九
年
二
八
二
六
）
九

月
十
六
日
麻
薬
使
用
に
よ
る
姫
路
屋
病
人
事
件
に
そ
の
手
腕
を
示
し

た
人
た
ち
で
あ
る
。

杵
築
藩
は
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
八
月
廿
七
日
町
医
広
岡
舂

庵
以
下
十
二
人
の
医
師
に
郷
医
頭
取
を
申
付
け
、
一
般
病
人
に
対
し

精
々
療
治
を
致
す
こ
と
を
通
達
し
、
又
近
来
各
地
よ
り
良
か
ら
ぬ
医

師
御
領
分
に
入
り
込
む
こ
と
を
警
戒
し
、
こ
れ
等
の
医
師
に
つ
い
て

は
佐
野
玄
盟
（
月
斉
）
の
指
図
に
よ
る
よ
う
に
、
そ
の
心
得
方
を
寺

川
千
里
、
工
藤
東
伯
、
上
玄
俊
に
申
し
付
け
た
。

天
保
十
一
年
（
一
八
四
○
）
四
月
十
日
に
は
条
文
が
発
令
さ
れ
て

取
締
り
は
厳
重
と
な
り
、
按
摩
針
医
の
医
療
類
似
行
為
の
差
し
留
め

に
も
及
ん
だ
と
思
わ
る
る
が
、
こ
れ
は
藩
の
蘭
方
信
頼
と
著
し
い
行

政
上
の
進
歩
で
あ
る
と
思
う
。
又
医
師
の
藩
内
往
診
に
際
し
、
か
ご

乗
り
入
れ
等
に
も
制
限
が
行
わ
れ
た
よ
う
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
藩

の
医
療
行
事
は
佐
野
家
を
中
心
に
行
わ
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
く
、
蘭
学
の
勃
興
を
知
る
と
、
隣
藩
に
比
し
早
く
も
佐
野
柿
園

（
大
雄
）
は
長
崎
遊
学
を
決
行
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ

る
が
、
こ
れ
に
は
疑
問
の
点
も
あ
る
の
で
私
の
仮
説
に
と
め
て
お

く
Ｏ

そ
の
後
江
戸
に
出
て
、
藤
井
方
亭
に
就
い
て
蘭
方
の
蒋
奥
を
究
め

た
と
信
ず
る
が
、
佐
野
家
は
豊
後
地
方
屈
指
の
蘭
学
の
家
と
な
り
、

今
日
に
至
る
も
そ
の
医
業
が
連
綿
と
継
続
し
て
い
る
。
尚
灰
間
す
る

と
こ
ろ
で
は
、
佐
野
家
と
親
交
の
あ
っ
た
同
じ
藩
医
井
坂
家
は
、
小

川
鼎
三
順
天
堂
医
大
教
授
の
生
家
で
あ
る
と
い
う
。

今
日
明
か
と
な
っ
て
い
る
佐
野
家
の
始
祖
は
佐
野
徳
安
で
あ
る
。

現
在
の
新
氏
は
徳
安
よ
り
十
代
目
に
当
り
、
東
京
の
駿
河
台
に
佐
野

病
院
を
経
営
さ
れ
て
い
る
が
、
分
家
と
思
わ
る
る
杵
築
の
佐
野
馬
一

氏
も
医
博
と
し
て
医
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
、
享
保
の
頃
か
ら
医
家

と
し
て
続
い
た
佐
野
家
の
略
系
図
は
左
の
如
く
で
あ
る
が
、
前
記
享

保
時
代
有
名
な
佐
野
玄
知
が
い
ず
れ
の
祖
先
の
名
に
該
当
す
る
か
私

の
研
究
は
そ
こ
ま
で
進
ん
で
い
な
い
。

佐
野
家
略
系
図

二
、
佐
野
家
（
系
譜
）
と
帆
足
家
と
の
関
係
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→

０

‐

‐

‐

１

１

‐

‐

‐

‐

１

‐

‐

→

ｌ
‐
彪
太
‐
ｌ
新

右
系
図
中
尚
長
ま
で
は
漢
医
方
と
思
考
す
る
が
、
尚
長
の
子
柿
園

（
大
雄
）
が
幼
少
の
た
め
、
豊
前
宇
佐
郡
住
江
村
高
橋
了
味
の
三
男

玄
盟
（
月
斉
）
を
養
子
と
し
、
家
を
継
が
し
め
た
、
そ
し
て
玄
盟
、

柿
園
、
以
降
い
ず
れ
も
蘭
方
を
も
っ
て
松
平
親
栄
公
に
仕
え
た
。
佐

野
家
の
人
々
は
医
は
も
と
よ
り
、
言
い
合
わ
し
た
よ
う
に
才
気
煥
発

の
才
人
揃
い
で
、
詩
文
に
長
じ
て
い
た
。
こ
の
詩
文
を
収
録
し
た

『
洞
達
亭
遺
稿
』
は
、
佐
野
家
の
人
々
の
才
気
が
咲
か
し
た
見
事
な

詩
文
の
華
と
言
っ
て
も
い
い
と
思
う
。

佐
野
家
歴
代
の
人
々
は
蘭
学
の
勃
興
と
共
に
、
そ
の
蘭
方
修
得
の

た
め
各
々
の
信
ず
る
蘭
医
家
の
名
士
に
就
い
た
が
、
時
代
に
よ
り
藤

井
方
亭
、
青
地
林
宗
、
伊
東
玄
朴
、
坪
井
信
道
、
緒
方
洪
庵
等
を
師

と
選
び
、
又
西
欧
の
シ
ー
ボ
ル
ト
、
ポ
ン
ペ
、
ポ
ー
ド
ィ
ン
等
の
蘭

医
（
和
蘭
医
官
）
に
よ
る
直
伝
の
下
に
医
学
を
研
讃
し
た
こ
と
は
注

目
さ
れ
る
。

佐
野
濤
達
の
長
子
故
彪
太
氏
は
、
駿
河
台
の
佐
野
精
神
病
院
長
と

し
て
有
名
で
、
現
在
は
当
主
の
新
氏
が
病
院
を
経
営
し
て
、
名
声
を

続
け
て
お
り
、
豊
後
杵
築
の
佐
野
分
家
の
当
主
は
佐
野
嵩
一
氏
で
あ

ブ
（
》
Ｏ

こ
の
佐
野
家
と
日
出
藩
の
帆
足
家
と
の
関
係
は
深
い
、
そ
の
親
戚

関
係
は
明
治
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
と
灰
間
す
る
が
、
往
時
よ
り
の

親
交
は
、
数
人
の
佐
野
家
祖
先
が
帆
足
万
里
の
門
弟
と
な
っ
た
師
弟

関
係
か
ら
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
杵
築
藩
は
親
藩
で
あ
り
、
日
出
は
外
様
で
あ

る
が
、
佐
野
帆
足
両
家
は
僅
々
二
三
里
を
隔
て
る
隣
藩
で
、
お
互
に

家
庭
を
知
り
合
っ
た
通
家
の
誼
み
が
あ
り
、
佐
野
柿
園
（
大
雄
）
、

月
斉
、
博
洋
等
、
佐
野
家
の
人
々
は
、
い
ず
れ
も
帆
足
万
里
に
師
事

し
て
、
そ
の
学
識
を
認
め
ら
れ
、
目
を
か
け
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
が
、
又
そ
の
反
面
万
里
に
窮
理
学
の
中
の
医
学
に
関
す
る
方
法

論
を
授
け
た
の
は
佐
野
柿
園
と
博
洋
で
あ
る
と
言
わ
れ
、
当
時
の
佐

野
家
は
、
帆
足
万
里
の
医
学
実
験
所
と
し
て
の
役
目
を
な
し
た
と
称

す
る
程
の
親
し
さ
で
あ
っ
た
。
今
日
遣
っ
て
い
る
万
里
の
佐
野
家
の

人
々
へ
の
書
翰
数
十
通
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
親
密
な
関
係
を
語
っ
て

い
る
。
特
に
医
療
に
関
す
る
往
復
書
簡
が
注
目
さ
れ
る
。

三
、
『
洞
達
亭
遺
稿
』
に
就
い
て

柿
園
の
生
家
す
な
わ
ち
藩
医
佐
野
家
は
い
わ
ゆ
る
豊
後
の
三
先
生
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こ
の
「
洞
達
亭
遺
稿
』
は
佐
野
家
の
後
喬
故
彪
太
氏
の
手
で
編
纂

さ
れ
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
そ
の
刊
行
は
昭
和
八
年
十
月
（
部
数

二
百
部
限
定
版
）
で
、
本
書
刊
行
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
彪
太
氏
は

緒
言
で
述
べ
て
い
る
。

「
先
人
医
業
を
業
と
し
余
暇
あ
れ
ば
文
筆
に
親
し
む
、
所
戸
謂
「
志

と
親
交
の
あ
っ
た
名
家
で
、
佐
野
尚
長
（
玄
遷
）
は
そ
の
三
先
生
の

一
人
で
あ
る
三
浦
梅
園
に
学
び
、
特
に
深
い
交
情
が
あ
り
、
天
明
六

年
（
一
七
八
六
）
梅
園
は
玄
遷
の
た
め
に
そ
の
家
に
洞
達
亭
の
名
を

あ
た
え
た
。
以
後
佐
野
家
を
洞
達
亭
と
呼
び
、
歴
代
佐
野
家
の
人
々

に
よ
る
詩
文
を
収
録
し
て
、
故
佐
野
彪
太
氏
は
こ
れ
を
『
洞
達
亭
遺

稿
』
と
称
し
て
、
刊
行
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
遺
稿
に
は
、
梅
園

の
「
洞
達
亭
記
」
が
あ
り
、
こ
れ
を
転
録
す
べ
き
だ
が
徒
に
冗
文
と

な
る
の
で
省
略
す
る
。
但
し
そ
の
終
り
に
、

天
明
丙
午
夏
日
梅
園
処
士
、
三
浦
晋

と
署
名
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
遺
稿
中
の
佐
野
柿
園
の
文
書
す
な
わ

ち
『
柿
園
文
紗
」
の
一
篇
に
つ
い
て
は
、
私
が
先
般
日
本
医
史
学
会

に
お
い
て
発
表
し
た
が
、
以
下
そ
の
概
略
を
摘
要
し
て
、
藤
井
方
亭

研
究
の
有
力
な
手
が
か
り
に
す
る
。

な
お
こ
の
遺
稿
の
中
に
は
『
柿
園
文
妙
』
の
他
に
『
柿
園
詩
妙
』

七
十
九
篇
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

佐
野
柿
園
は
、
杵
築
藩
侍
医
佐
野
尚
長
（
玄
遷
）
の
長
子
で
幼
名
和

三
郎
、
諄
は
和
、
字
名
大
由
、
大
雄
、
ま
た
玄
知
、
子
美
と
も
い

う
。
号
は
柿
園
、
躯
幹
短
小
に
し
て
眉
目
清
秀
、
性
穎
悟
に
し
て
才

気
は
人
に
越
え
て
い
た
。
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
十
二
月
没
、
享

於
道
遊
於
芸
」
の
意
乎
、
而
も
其
の
作
る
所
多
く
稿
を
存
せ
す
、

頃
日
筐
底
を
捜
し
て
其
の
手
録
に
か
か
る
詩
稿
及
祖
父
鶴
溪
井
に

柿
園
、
素
安
、
深
造
、
三
翁
の
所
作
に
し
て
残
存
せ
る
も
の
若
干

首
を
得
た
り
、
或
は
散
逸
の
蔓
あ
ら
ん
こ
と
を
恐
れ
、
拾
収
妙
写

し
て
一
篇
と
な
し
、
洞
達
亭
遺
稿
と
題
し
印
刷
に
附
し
以
っ
て
家

に
伝
ふ
、
巻
末
に
佐
野
家
略
譜
を
附
し
た
る
は
洞
達
亭
諸
家
の
関

係
井
に
血
縁
を
明
に
す
る
た
め
な
り
。
」

本
書
は
全
二
冊
で
、
一
冊
は
二
三
五
頁
の
『
洞
達
亭
遺
稿
』
他
は

二
○
頁
の
『
洞
達
亭
遺
稿
拾
遺
』
で
あ
る
、
こ
の
拾
遺
は
、
残
存

の
手
稿
を
発
見
し
た
た
め
昭
和
九
年
二
月
編
纂
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
『
洞
達
亭
遺
稿
』
に
集
録
さ
れ
た
文
献
は
左
の
如
き
も
の
で

あ
る
。

柏
洲
詩
紗
。
鶴
溪
詩
妙
。
柿
園
詩
妙
。

柿
園
文
妙
。
聴
松
詩
妙
。
深
造
詩
紗
。

四
、
佐
野
柿
園
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『
洞
達
亭
遺
稿
』
に
収
め
ら
れ
た
『
柿
園
文
妙
』
は
佐
野
柿
園
が

当
時
親
交
の
あ
っ
た
人
た
ち
に
贈
っ
た
左
記
書
翰
十
一
篇
が
ら
成
っ

て
い
る
。

年
三
十
九
。
儒
学
を
帆
足
万
里
に
学
び
、
窮
理
学
に
も
通
じ
て
い
た
。

経
世
の
才
が
あ
っ
て
、
医
技
は
漢
蘭
を
兼
ね
、
蘭
学
は
藤
井
方
亭
に

学
び
、
化
学
分
折
の
術
に
精
通
し
て
い
た
と
伝
う
。
特
に
医
療
の
こ

と
に
つ
い
て
は
、
師
の
万
里
か
ら
時
々
質
問
を
受
け
、
そ
の
回
答
を

求
め
ら
れ
た
ほ
ど
で
、
帆
門
の
医
学
教
授
を
手
伝
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
豊
後
岡
藩
の
田
能
村
竹
田
と
は
最
も
親
交
が
あ
っ
た
。

又
佐
野
柿
園
は
詩
文
を
好
く
し
、
竹
田
の
「
百
活
芙
」
に
和
し

「
百
想
美
」
を
作
り
、
ま
た
『
柿
園
詩
紗
』
七
十
九
篇
の
い
ず
れ
も

が
、
非
凡
な
詩
才
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
後
記
『
柿
園
文
妙
』
十
一

篇
に
あ
る
が
如
く
、
彼
は
諸
名
士
と
の
親
交
が
あ
っ
た
、
佐
藤
一
斉

広
瀬
淡
窓
、
梅
園
の
息
三
浦
黄
鶴
（
修
齢
）
等
、
当
時
の
碩
学
鴻
儒

と
交
わ
り
、
才
藻
富
胆
の
人
と
言
わ
れ
て
い
た
。
田
能
村
竹
田
は
そ

チ
ッ
キ

の
著
「
黄
築
紀
行
」
に
「
二
月
微
陰
（
文
政
壬
午
二
月
）
佐
野
大
雄

（
柿
園
）
来
見
大
雄
妙
年
篤
才
美
風
姿
逸
気
凌
人
」
と
評
し
て
い

る
。

五
、
『
柿
園
文
紗
』
と
藤
井
方
亭

「
呈
二
篠
崎
小
竹
一
書
」
「
呈
田
能
村
竹
田
書
」
「
呈
二
頼
山
陽
一
書
」

「
贈
二
勝
田
季
鳳
一
序
」
「
与
二
山
田
猫
巌
一
書
」
「
呈
二
帆
足
愚
亭
先

生
一
書
」
「
送
三
逵
元
利
遊
二
京
都
一
序
」
「
送
三
松
本
子
省
遊
二
北
筑
一

序
」
「
与
二
弟
君
則
一
書
」
「
祭
二
綾
部
巽
卿
井
其
批
坂
部
氏
文
一
」

「
復
一
一
尚
綱
言
耆
」

〔
註
〕
勝
田
季
鳳
、
松
本
子
省
、
い
ず
れ
も
万
里
の
門
弟
で
柿
園

と
同
学
の
友
。

右
十
一
篇
中
、
特
に
方
亭
に
関
す
る
文
献
は
「
呈
帆
足
愚
亭
先

生
書
」
で
あ
る
が
、
な
お
関
係
あ
る
も
の
と
し
て
「
柿
園
詩
妙
」
二

篇
が
あ
る
。
ま
た
「
与
二
山
田
猫
巌
一
書
」
は
そ
の
記
事
に
、
方
亭
に

関
す
る
こ
と
は
見
ら
れ
な
い
が
、
山
田
猫
巌
が
、
佐
野
柿
園
と
同
郷

同
期
の
方
亭
の
門
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
『
柿
園
文
妙
』
に
よ
っ
て
初

め
て
明
か
に
な
る
な
ど
、
『
柿
園
文
妙
』
は
藤
井
家
の
史
料
と
し
て

も
重
要
視
さ
れ
る
。

そ
の
検
討
に
よ
っ
て
、
従
来
や
や
と
も
す
れ
ば
影
の
薄
か
っ
た
宇

田
川
家
の
高
弟
藤
井
方
亭
が
、
蘭
学
史
上
大
き
く
鮮
か
に
浮
び
出
て

来
る
の
で
あ
る
。

『
柿
園
文
紗
』
に
基
い
て
、
そ
の
研
究
を
進
め
た
結
果
、
江
戸
蘭

学
界
に
お
い
て
消
極
的
で
、
大
志
が
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
が
ち
で
あ

っ
た
藤
井
方
亭
の
隠
れ
た
業
績
と
実
力
が
、
二
豊
の
地
の
具
眼
の
士
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に
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
十
分
に
立
証
さ
れ
た
。
豊
後
杵
築
か

ら
佐
野
柿
園
は
先
ず
同
じ
九
州
の
蘭
学
源
流
の
地
長
崎
に
赴
い
て
、

一
応
蘭
学
を
学
ん
だ
と
推
定
さ
れ
、
後
そ
の
向
学
心
は
、
わ
ざ
わ
ざ

遠
く
江
戸
を
目
指
し
て
、
藤
井
方
亭
を
蘭
学
の
師
に
選
ん
だ
こ
と

は
、
全
く
偶
然
と
は
片
づ
け
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
す
で
に
杵
築

を
立
つ
前
、
柿
園
の
胸
中
に
は
、
師
と
し
て
の
方
亭
が
描
か
れ
て
い

た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
柿
園
の
長
崎
遊
学
を
想
定
す
る
私

は
、
後
述
す
る
柿
園
と
桑
田
玄
真
と
の
親
交
関
係
は
、
玄
宣
の
長
崎

留
学
の
時
に
偶
然
知
り
合
っ
た
こ
と
か
ら
出
発
し
た
と
思
考
す
る
の

で
あ
る
。

「
呈
帆
足
愚
亭
先
生
書
」

こ
れ
は
『
柿
園
文
紗
』
の
一
篇
で
、
恩
師
帆
足
万
里
に
江
戸
か
ら

送
っ
た
佐
野
柿
園
の
書
信
で
あ
る
。
そ
の
全
文
を
こ
こ
に
転
録
す
べ

き
で
あ
ろ
う
が
、
長
文
で
し
か
も
前
文
は
、
柿
園
が
郷
里
を
出
て

江
戸
に
至
る
旅
程
を
書
い
た
い
わ
ゆ
る
「
道
中
記
」
の
如
き
も
の

で
、
途
中
箱
根
で
大
雨
に
逢
い
、
困
難
し
た
こ
と
な
ど
興
味
を
引
く

が
、
問
題
の
中
心
的
事
実
を
左
の
数
項
に
抄
出
し
て
考
察
し
て
み
た

い
。

柿
園
が
江
戸
に
着
く
と
先
ず
桑
田
玄
真
を
訪
ね
、
そ
の
住
居
を

方
亭
の
居
所
に
近
い
加
賀
侯
江
戸
中
屋
敷
附
近
に
定
め
た
こ
と
か

ら
叙
述
を
行
い
、
『
柿
園
文
紗
』
の
持
つ
意
義
を
十
分
明
か
に
し
た

い
と
思
う
。
そ
し
て
こ
の
史
料
文
書
の
注
目
す
べ
き
点
は
、
柿
園
が

現
実
に
方
亭
に
接
触
し
、
そ
の
見
聞
を
、
何
等
の
粉
飾
も
な
く
卒
直

に
批
判
し
、
恩
師
に
報
知
し
た
こ
と
で
、
ま
こ
と
に
、
そ
う
い
う
意

味
で
貴
重
で
あ
り
、
恐
ら
く
こ
れ
に
優
る
方
亭
の
史
料
を
見
出
す
こ

と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

ま
た
こ
の
文
書
に
よ
っ
て
、
文
政
期
の
蘭
学
は
、
そ
の
巨
壁
と
言

わ
れ
た
馬
場
佐
十
郎
（
穀
里
）
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
を
再
認
識

し
、
続
く
宇
田
川
榛
斎
、
藤
井
方
亭
、
青
地
林
宗
、
杉
田
立
卿
等
に

よ
っ
て
、
そ
の
発
達
が
促
進
さ
れ
、
且
つ
馬
場
佐
十
郎
の
病
残
が
如

何
に
こ
の
社
会
に
大
き
く
影
響
し
た
か
、
そ
し
て
方
亭
の
蘭
学
が
今

日
想
像
さ
れ
る
以
上
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ

る
。
左
に
『
柿
園
文
紗
』
の
本
論
と
も
言
う
べ
き
中
心
に
触
れ
て
、

佐
野
柿
園
が
見
た
方
亭
の
真
面
目
を
辿
っ
て
み
よ
う
。

一
、
「
：
。
…
・
・
・
…
：
：
。
…
：
…
…
・
…
念
四
訪
桑
田
玄
真
干
浅
草
一
・
此

人
好
和
蘭
医
術
。
見
掴
疾
。
則
専
指
以
二
遺
毒
。
日
今
人
病
自
中

而
起
者
必
父
母
箙
之
遺
居
多
」

柿
園
が
江
戸
に
出
て
来
て
、
玄
真
を
訪
ね
た
の
は
、
江
戸
へ
着
い

た
月
の
廿
四
日
で
あ
る
、
そ
し
て
玄
真
訪
問
は
彼
の
出
郷
の
時
か
ら
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の
予
定
行
動
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
或
は
、
前
も
っ
て
玄
真
と
は
連

絡
が
と
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
、
ま
た
、
玄
真
も
佐
野
家
の
誰

か
と
別
懇
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
私
は
左
の
よ
う
に
推
論
し
た
の
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
確
実
な
証
拠
は
な
く
、
参
考
意
見
に
過
ぎ
な
い
。

玄
真
が
長
崎
で
馬
場
穀
里
に
師
事
し
た
時
、
柿
園
は
杵
築
よ
り
長

崎
に
来
て
、
偶
然
両
者
の
交
流
と
な
り
、
た
ま
々
方
亭
の
蘭
学
が
話

題
と
な
っ
て
、
柿
園
の
江
戸
遊
学
と
な
っ
た
と
推
量
し
た
。
も
ち
ろ

ん
こ
れ
は
私
の
仮
説
で
あ
っ
て
、
佐
野
家
研
究
の
権
威
帆
足
早
大
教

授
は
こ
れ
に
関
し
一
言
も
触
れ
ず
、
肯
定
も
否
定
も
な
さ
れ
な
い
こ

と
は
、
私
の
抱
く
こ
の
仮
説
は
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
置
き
た
い
。

従
っ
て
こ
の
こ
と
は
直
ち
に
明
白
と
な
ら
な
い
が
、
そ
の
当
時
の
蘭

学
社
会
の
推
移
を
判
断
す
る
時
す
で
に
方
亭
の
世
評
は
種
々
の
資
料

か
ら
推
し
て
こ
の
方
面
に
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
後
記

の
如
く
帆
足
万
里
も
、
方
亭
の
蘭
学
の
実
力
を
高
く
評
価
し
て
い
た

と
推
測
し
て
い
い
よ
う
で
あ
る
。

柿
園
が
玄
真
を
訪
ね
た
目
的
は
言
う
ま
で
も
な
く
方
亭
へ
紹
介
の

依
頼
で
あ
る
。
す
で
に
玄
真
と
方
亭
と
親
交
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

い
た
柿
園
で
あ
る
が
、
方
亭
と
玄
真
と
の
親
交
関
係
を
示
す
資
料
は

目
下
の
と
こ
ろ
見
当
ら
な
い
、
し
か
し
わ
ざ
わ
ざ
柿
園
が
玄
真
を
訪

問
し
た
こ
と
か
ら
判
断
し
て
、
方
亭
と
玄
真
と
は
深
い
交
誼
が
あ
っ

た
と
予
想
さ
れ
、
ま
た
玄
真
の
紹
介
に
よ
っ
て
、
こ
の
間
の
消
息
は

誤
り
な
い
と
思
う
。

し
か
し
、
全
く
の
初
心
者
は
後
述
の
如
き
方
亭
の
教
育
方
針
で
あ

る
か
ら
入
門
は
不
可
と
考
え
る
が
柿
園
は
何
処
か
で
一
応
蘭
学
の
修

得
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
長
崎
説
を
推
論
し
た
の
で
あ
る
。

桑
田
玄
真
が
浅
草
の
何
処
に
居
住
し
て
い
た
か
明
か
で
な
い
が
、

矢
張
り
方
亭
の
い
た
浅
草
鳥
越
附
近
で
あ
っ
た
ろ
う
か
、
こ
の
頃
方

亭
は
（
七
八
年
前
）
加
賀
侯
江
戸
中
屋
敷
住
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
も

の
の
、
玄
真
と
は
引
続
き
親
し
く
交
遊
し
て
い
た
。
な
お
最
近
の
調

べ
で
は
玄
真
の
居
住
は
浅
草
橋
場
町
附
近
か
と
想
わ
れ
る
。

玄
真
は
言
う
ま
で
も
な
く
痘
瘡
毒
の
研
究
家
で
、
穀
里
閲
「
ヘ
イ

ス
テ
ル
」
の
原
著
を
訳
述
し
た
「
種
痘
新
編
』
（
文
化
十
一
甲
戌
）

を
も
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
著
の
序
文
に
見
る
通
り
玄
真
の
所

見
は
確
信
に
溢
れ
て
い
る
。

一
、
「
霜
月
初
移
寓
巣
鴨
。
巣
鴨
江
都
北
郭
。
距
桜
田
一
里
半
余
。

街
衝
茅
塵
。
恰
類
田
舎
。
絶
無
塵
氣
之
煩
。
特
以
其
北
壌
比
都

下
。
寒
気
梢
厳
耳
。
加
賀
侯
荘
南
百
歩
許
。
菜
舗
某
賃
屋
。
一
間

戸
。
僅
容
六
席
借
此
而
寓
。
：
：
：
・
・
…
・
…
…
・
・
…
…
・
・
・
：
…
…
」

こ
の
記
事
は
説
明
す
る
ま
で
も
な
く
、
柿
園
入
門
許
可
に
伴
い
、
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そ
の
年
の
十
二
月
初
め
方
亭
の
居
所
に
近
い
巣
鴨
に
居
を
構
え
た
。

杵
築
藩
江
戸
屋
敷
は
桜
田
門
附
近
（
桜
田
邸
）
に
あ
り
、
加
賀
屋
敷

の
方
亭
宅
ま
で
一
里
半
余
も
あ
る
の
で
、
通
学
不
便
の
た
め
同
所
に

転
居
し
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
そ
の
居
住
地
附
近
は
空
気
清
澄

で
、
恰
も
田
舎
の
よ
う
で
、
そ
れ
よ
り
北
方
は
都
下
に
比
し
て
寒
さ

が
少
し
厳
し
い
と
あ
る
が
、
そ
の
北
方
と
い
う
の
は
板
橋
戸
田
村
附

近
か
ら
今
日
の
埼
玉
県
方
面
に
あ
た
る
。
加
賀
侯
中
屋
敷
を
距
る
南

百
歩
の
所
に
狭
い
貸
し
家
が
あ
り
、
此
の
処
に
住
む
こ
と
四
年
余
と

い
う
か
ら
方
亭
へ
の
在
門
生
活
四
年
余
と
み
ら
れ
る
。
其
の
他
の
記

事
は
省
略
し
た
が
、
家
賃
の
こ
と
、
近
隣
は
不
潔
で
あ
る
こ
と
、
米

其
の
他
日
用
品
の
こ
と
、
浴
場
理
髪
の
こ
と
等
生
活
の
細
々
し
た
こ

と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
『
柿
園
詩
妙
』
の
な

か
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
参
考
の
た
め
そ
の
二
篇
の
う
ち
一
篇

を
左
に
載
せ
る
。

柿
園
詩
妙
右
野
梅
巣
鴨
寓
居
歳
除

「
巣
鴨
江
都
北
郭
距
二
桜
田
邸
一
里
半
余
街
衡
茅
塵
恰
類
田
舎
。

加
賀
侯
荘
南
百
歩
許
有
輪
輿
街
。
菜
圃
某
質
屋
。
僅
展
六
席
・
余

寓
此
四
年
干
今
。
後
圃
之
井
深
水
清
冷
東
隣
菜
人
西
隣
春
夫
。

鳴
杵
敲
篭
。
日
与
岬
晤
相
和
。
錐
僻
巷
。
有
二
浴
戸
。
有
二
剃
工

薪
米
取
給
之
便
如
都
下
。
干
時
文
政
丁
酉
也
」

帆
足
早
大
教
授
に
よ
れ
ば
、
文
政
丁
酉
と
い
う
年
は
な
く
、
丁
亥

（
文
政
十
年
、
一
八
二
七
）
か
乙
西
（
文
政
八
年
、
一
八
二
五
）
か

で
、
丁
酉
は
校
訂
者
の
原
文
の
誤
読
か
校
正
の
誤
り
か
で
あ
ろ
う
と

言
わ
れ
、
柿
園
が
方
亭
へ
入
門
以
来
文
政
八
Ｉ
十
年
位
ま
で
方
亭
に

つ
い
て
い
た
と
思
う
と
の
説
で
あ
る
。

一
、
「
先
是
玄
真
為
介
見
藤
井
方
亭
。
方
亭
日
方
今
蘭
学
之
盛
。
家
訳

戸
修
。
述
作
如
斯
繁
且
鯵
然
亦
莫
有
難
二
於
訳
者
筍
不
深
訳
彼
邦

語
則
謬
焉
。
我
無
一
訳
書
為
此
己
。
其
言
謙
而
自
許
。
‐
」

こ
の
玄
真
は
言
う
ま
で
も
な
く
桑
田
玄
真
で
あ
る
。
そ
し
て
右
の

大
意
を
想
う
に
、
方
亭
の
述
懐
に
対
す
る
柿
園
の
感
じ
方
で
あ
る

が
、
そ
の
謙
虚
と
は
、
誠
実
慎
重
の
人
と
当
藤
井
家
に
伝
わ
る
方
亭

の
性
格
を
裏
付
け
て
い
る
。
事
実
野
心
野
望
の
片
鱗
も
な
か
っ
た
方

亭
の
日
常
を
語
る
有
力
な
証
言
と
し
て
受
取
っ
て
も
い
い
。
従
っ
て

そ
れ
だ
け
平
凡
な
人
生
街
道
は
、
確
か
に
坪
井
信
道
が
批
判
し
た

「
方
亭
は
大
志
が
な
い
」
と
称
し
た
通
り
、
積
極
多
彩
な
生
活
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

「
我
無
一
訳
書
為
此
己
」
と
言
う
方
亭
の
心
境
を
察
す
る
に
、
物

事
に
つ
き
常
に
慎
重
で
控
え
目
で
あ
っ
た
方
亭
は
、
自
己
の
学
問
に

対
し
て
反
省
を
怠
ら
ず
、
ま
た
恩
師
榛
斎
の
手
記
に
、
「
方
亭
は
篤

く
西
学
に
志
し
も
っ
と
も
翻
訳
に
長
じ
云
々
」
と
あ
る
が
、
そ
の
学
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才
能
力
は
挙
げ
て
宇
田
川
家
の
も
の
と
し
て
己
の
功
績
を
語
ら
ず
、

常
に
戒
め
て
蘭
学
の
誇
張
或
は
蘭
書
の
乱
訳
を
避
け
、
正
し
く
医
道

を
歩
む
他
に
余
念
の
な
か
っ
た
の
が
方
亭
の
生
活
の
信
条
と
態
度
で

あ
り
、
そ
れ
が
上
記
の
よ
う
な
述
懐
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

方
亭
は
宇
田
川
蘭
学
の
興
隆
か
ら
そ
の
全
盛
に
至
る
期
間
に
お
い

て
、
江
戸
蘭
医
社
会
に
対
す
る
宇
田
川
家
の
指
導
的
役
割
を
正
し
く

評
価
し
て
、
自
分
は
大
過
な
く
加
賀
侯
に
勤
仕
し
た
の
が
そ
の
生
涯

で
あ
っ
た
。
『
柿
園
文
紗
』
の
こ
の
文
意
は
方
亭
の
言
行
が
着
実
で

地
味
で
あ
っ
た
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
。
し
か
し
後
に
な
っ
て
方
亭

も
一
、
二
の
訳
著
を
編
述
し
て
い
る
（
版
行
と
な
っ
た
か
否
か
は
不

明
）
・
そ
の
訳
著
は
『
内
科
備
要
』
と
『
医
宗
牽
要
』
で
あ
る
が

『
医
宗
牽
要
』
の
所
在
は
目
下
の
処
不
明
で
あ
る
。
現
存
の
『
内
科

備
要
』
も
家
蔵
の
も
の
は
複
写
で
あ
っ
て
、
卿
か
不
審
の
点
も
あ

り
、
十
分
調
べ
た
上
後
述
し
た
い
所
存
で
あ
る
。

方
亭
が
こ
の
よ
う
な
訳
著
を
行
っ
た
こ
と
は
、
宇
田
川
槐
園
の

『
西
説
内
科
撰
要
』
の
校
正
と
増
訳
と
を
行
っ
た
後
で
あ
る
こ
と

は
勿
論
だ
が
、
佐
野
柿
園
が
学
成
っ
て
藤
井
の
門
を
辞
し
た
後
の
こ

と
で
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
文
政
九
年
頃
は
柿
園
は
杵
築
に
帰
省

し
て
い
る
。

一
、
「
授
生
徒
以
西
語
。
則
此
与
藤
林
氏
語
法
解
。
大
同
小
異
。
但

不
附
訳
。
使
人
人
有
考
拠
・
蓋
以
和
見
之
。
方
亭
才
気
過
於
諄
道
。

学
術
之
穂
伯
仲
間
耳
。

藤
井
方
亭
の
語
学
教
育
の
内
容
が
簡
単
で
あ
る
が
、
明
確
に
語
ら

れ
、
こ
こ
に
そ
の
特
色
の
一
つ
が
明
か
に
さ
れ
て
い
る
。
語
学
の
実

力
は
当
時
の
蘭
学
界
に
お
い
て
定
評
が
あ
り
、
前
記
榛
斎
の
手
記
に

も
あ
る
如
く
、
或
は
後
記
馬
場
佐
十
郎
死
去
後
の
蘭
学
界
の
実
状
等

を
思
考
す
れ
ば
、
藤
林
普
山
と
そ
の
語
学
に
つ
い
て
の
同
格
説
は
蓋

し
当
然
で
あ
る
と
思
う
。

こ
れ
に
関
し
帆
足
早
大
教
授
は
、
「
要
す
る
に
蘭
語
の
学
習
方
法

が
明
確
に
語
ら
れ
て
い
る
こ
の
佐
野
柿
園
の
書
信
は
、
今
日
ま
で
蘭

学
史
研
究
家
が
こ
れ
を
発
見
し
、
こ
の
意
義
を
認
識
し
た
も
の
は
一

人
も
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
強
調
さ
る
べ
き
方

亭
の
事
蹟
の
一
つ
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
方
亭
の
持
つ
語
学
教
育
の
熱
意
は
、
そ
の
医
学
教
育

に
お
い
て
、
蘭
語
に
通
ず
る
こ
と
を
基
本
と
し
た
こ
と
は
当
然
で
あ

っ
て
、
前
記
方
亭
の
述
懐
は
そ
の
ま
ま
こ
の
記
事
に
現
わ
れ
て
い
る

と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
初
め
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
語
の
み
を
も
っ

て
講
述
し
た
こ
と
は
、
塾
生
等
入
門
早
々
で
は
さ
ぞ
難
解
で
苦
し
ん

だ
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
れ
を
和
訳
す
る
の
に
各
自
の

自
発
的
研
究
に
待
つ
と
い
う
教
育
方
針
で
あ
っ
て
、
そ
の
困
難
を
克
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服
し
、
確
固
不
抜
の
精
神
と
誠
実
さ
を
も
っ
て
ひ
た
す
ら
学
問
に
精

進
す
る
よ
う
に
養
成
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
方
亭
の
終
始
一
貫
し

た
方
針
で
あ
る
が
、
一
に
は
そ
の
性
格
が
然
ら
し
め
た
こ
と
と
思

わ
れ
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
入
門
者
の
厳
選
と
信
頼
す
る
同
学
の

士
の
紹
介
が
な
け
れ
ば
、
入
門
は
困
難
と
言
わ
れ
、
従
っ
て
門
弟
も

少
な
か
っ
た
が
、
ま
た
一
説
に
は
、
門
弟
教
育
を
派
手
に
行
う
こ
と

は
加
賀
藩
訓
に
対
す
る
遠
慮
も
あ
っ
た
と
当
家
に
伝
わ
っ
て
い
る
。

方
亭
の
語
学
は
普
山
と
大
同
小
異
と
言
わ
れ
、
学
術
の
深
さ
は
伯

仲
と
の
説
を
聞
く
と
あ
る
が
、
普
山
に
つ
い
て
は
数
々
の
文
献
も
あ

る
通
り
十
分
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
方
亭
に
つ
い
て
は

ほ
と
ん
ど
研
究
も
な
い
現
状
で
あ
る
の
に
、
柿
園
が
方
亭
批
判
に
拠

り
所
を
示
し
、
そ
の
実
力
を
世
に
紹
介
し
た
こ
と
は
、
後
述
す
る
方

亭
の
事
蹟
と
相
俟
っ
て
、
看
過
し
得
な
い
。

一
、
「
方
亭
年
四
十
余
。
八
九
年
前
。
為
加
賀
侯
侍
医
。
俸
二
十
口
。

母
妻
三
子
。
一
僕
一
蝉
。
居
巣
鳧
加
賀
荘
。
其
先
婦
亦
書
善
蘭

字
。
日
写
三
四
十
紙
云
。
其
子
幼
稚
共
有
才
。
間
」
一

方
亭
が
加
賀
侯
十
二
代
（
斉
広
公
）
に
仕
え
た
の
は
文
化
六
年

二
八
○
九
）
十
二
月
二
十
八
日
で
、
こ
の
時
三
十
五
才
で
あ
る
。
仕

官
の
始
め
は
、
右
の
如
く
二
十
人
扶
持
で
、
同
八
年
（
一
八
二
）

正
月
御
広
式
御
用
同
十
月
蘭
耆
翻
訳
御
用
と
な
っ
て
い
る
。
「
母
妻
三

子
」
と
あ
る
が
、
こ
の
時
の
方
亭
の
母
は
実
は
継
母
で
あ
っ
て
、
実
母

は
伊
東
作
太
夫
の
娘
（
法
光
院
）
で
方
亭
が
六
・
七
才
の
頃
病
死
し
た
。

こ
の
伊
東
家
に
つ
い
て
記
録
は
な
い
が
、
紀
州
藩
と
思
わ
れ
る
。

方
亭
は
二
回
と
も
妻
の
病
死
に
遭
い
、
「
其
先
婦
亦
善
書
蘭
字
・
」

と
あ
る
先
婦
は
初
め
の
妻
で
、
紀
州
侯
御
勘
定
奉
行
支
配
地
士
下
津

市
郎
左
衛
門
の
娘
（
西
苑
院
）
で
あ
る
。
男
ま
さ
り
の
伝
承
が
あ
る

の
は
、
右
記
の
如
く
学
問
好
き
な
女
性
で
、
方
亭
の
仕
事
に
助
力
し

た
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
「
其
子
幼
稚
。
共
有
才
。
間
」
と
あ
る
の
は
、
恐
ら
く
方
亭

の
長
子
方
朔
と
次
子
（
質
）
三
郎
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
長
子
方
朔
は

父
方
亭
の
指
導
と
宇
田
川
椿
庵
の
門
下
に
な
っ
て
、
蘭
方
を
修
得
し

た
と
伝
え
ら
れ
、
加
賀
侯
十
三
代
（
斉
泰
公
）
侍
医
を
拝
命
し
、

（
質
）
三
郎
は
世
に
知
ら
れ
て
い
る
通
り
に
蘭
英
学
に
通
じ
、
そ
の

学
才
は
幕
府
が
注
目
す
る
所
と
な
り
、
加
賀
侯
に
対
し
そ
の
出
役
を

懇
請
し
「
天
文
方
当
分
暦
作
り
」
と
「
蘭
耆
翻
訳
御
用
」
と
し
て
二

十
一
才
の
若
輩
の
彼
に
幕
府
は
二
十
人
扶
持
を
与
え
た
。
こ
の
よ
う

な
異
数
の
出
世
の
基
礎
を
培
っ
た
の
は
、
方
亭
の
語
学
指
導
に
よ
る

も
の
で
（
質
）
三
郎
に
は
父
方
亭
の
他
に
師
は
な
い
。
こ
の
（
質
）

三
郎
の
語
学
修
得
に
そ
の
師
は
誰
で
あ
っ
た
か
と
研
究
家
か
ら
質
問

を
受
け
た
こ
と
も
あ
る
が
、
前
記
の
通
り
父
方
亭
が
師
で
あ
っ
た
と
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断
定
し
て
も
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。

一
、
「
某
言
。
日
方
亭
南
勢
人
。
父
紀
州
士
。
初
方
亭
興
志
。
憤
欲

読
蘭
籍
・
来
江
都
。
時
甫
十
九
。
従
学
槐
園
。
以
資
袷
不
継
帰
郷

為
医
一
二
年
。
」

「
某
言
。
日
」
と
い
う
某
は
桑
田
玄
真
か
、
方
亭
が
伊
勢
の
人
で

あ
る
こ
と
は
二
三
の
文
献
で
明
か
で
あ
る
。
勢
州
奄
芸
郡
野
田
村
の

出
生
で
あ
る
。
し
か
し
、
家
蔵
の
越
中
魚
津
の
人
阿
波
加
脩
造
の
書

い
た
「
藤
井
方
亭
先
生
伝
」
に
大
野
田
の
人
と
あ
る
は
誤
り
で
、
伊

勢
に
大
野
田
と
い
う
地
名
は
見
当
ら
な
い
。
こ
の
伝
記
は
、
加
州
家

三
世
藤
井
方
亭
（
初
め
の
方
亭
の
孫
）
の
語
る
と
こ
ろ
を
書
い
た
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
阿
波
加
脩
造
は
そ
の
時
野
田
村
字
小
野
田
を
聞
き

違
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
伝
記
に
方
亭
の
父
周
朔
を
周
作
と

書
い
た
の
も
誤
り
で
あ
る
。
こ
の
伝
記
は
、
数
年
前
蘭
学
資
料
研
究

会
に
原
文
の
ま
ま
を
発
表
し
た
が
、
本
誌
を
通
じ
て
訂
正
し
た
い
。

父
紀
州
士
と
は
こ
の
周
朔
の
こ
と
で
藤
井
家
八
代
元
藤
井
九
左
衛
門

紀
州
侯
烏
見
役
を
勤
め
た
が
、
学
問
を
好
み
、
退
官
し
て
野
田
村
の

村
医
者
と
な
っ
た
こ
と
が
、
方
亭
が
蘭
学
を
学
ぶ
動
機
と
な
っ
た
。

藤
井
方
亭
が
蘭
学
修
得
の
た
め
、
初
め
は
宇
田
川
槐
園
の
門
下
と

な
り
、
後
榛
斎
に
就
い
た
。
こ
の
方
亭
の
門
弟
生
活
の
第
一
歩
は
今

日
ま
で
世
に
知
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
宇
田
川
家

記
録
を
見
る
と
、
槐
園
の
主
要
門
弟
と
し
て
宇
田
川
榛
斎
と
藤
井
方

亭
の
二
名
が
明
記
さ
れ
、
他
の
名
は
見
え
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は

史
家
の
注
意
す
べ
き
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

槐
園
へ
の
入
門
は
十
九
歳
の
時
と
言
え
ば
寛
政
七
、
八
年
の
頃
で

あ
る
。
し
か
し
「
以
資
給
不
継
帰
郷
」
と
い
う
記
事
は
、
一
寸
意
外

で
あ
り
、
方
亭
が
宇
田
川
家
入
門
後
帰
省
し
た
の
は
、
寛
政
九
年

（
一
七
九
七
）
十
二
月
十
八
日
に
槐
園
が
病
残
し
た
た
め
と
思
っ
た

の
は
払
の
誤
り
で
あ
ろ
う
か
、
後
世
方
亭
が
、
槐
園
の
『
西
説
内
科

撰
要
』
と
重
要
関
係
を
持
つ
に
至
っ
た
の
も
既
往
の
師
弟
関
係
か
ら

で
あ
る
こ
と
勿
論
聯
宇
田
川
家
と
特
に
深
い
関
係
は
こ
の
時
に
始
ま

っ
て
い
る
。

一
、
「
得
利
再
来
江
都
。
就
槐
園
義
子
榛
斎
。
精
苦
学
訳
幾
十
年
。

作
医
範
提
綱
筆
記
。
其
後
加
賀
侯
有
疾
請
榛
斎
為
治
侯
欲
禄
榛

斎
。
榛
斎
因
奨
方
亭
云
。
」

方
亭
が
帰
郷
し
て
家
学
（
漢
医
方
）
を
手
伝
い
、
学
資
を
得
て
宇

田
川
家
に
再
入
門
し
た
と
言
う
事
情
は
、
私
と
し
て
も
初
耳
で
あ
る

が
、
こ
こ
に
榛
斎
と
師
弟
関
係
が
生
じ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
し
か
し
榛
斎
と
方
亭
と
は
、
榛
斎
が
安
岡
玄
真
時
代
か
ら
の
学

友
関
係
で
、
勿
論
槐
園
の
門
弟
と
し
て
同
期
生
で
あ
っ
た
。
故
に
榛

斉
が
特
に
多
く
の
門
弟
中
方
亭
に
対
し
て
扱
い
を
異
に
し
て
い
た
こ
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と
は
、
そ
の
秀
れ
た
学
才
を
認
め
て
い
た
こ
と
で
も
あ
る
が
、
こ
の

よ
う
な
昔
の
学
友
関
係
も
そ
の
原
因
を
な
し
て
い
る
と
思
う
。

「
作
医
範
提
綱
筆
記
。
」
こ
れ
が
蘭
学
史
上
の
重
大
問
題
で
あ
ろ

う
し
、
宇
田
川
藺
学
の
謎
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
当
然
こ
こ
に

諏
訪
俊
士
徳
の
研
究
課
題
が
初
め
て
生
じ
、
史
家
の
大
い
に
論
争
の

起
る
こ
と
を
切
望
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
は
「
諏

訪
俊
士
徳
は
藤
井
方
亭
な
り
」
で
あ
る
。
と
の
見
解
を
確
く
抱
く
の

で
あ
る
。
こ
の
主
張
を
堅
持
す
る
の
は
、
も
と
よ
り
考
証
が
明
白
で

あ
る
か
ら
で
、
そ
れ
を
こ
こ
に
発
表
す
べ
き
だ
が
、
新
に
論
題
を
選

ん
で
、
そ
の
論
証
を
進
め
て
見
た
い
。

『
其
後
加
賀
侯
有
疾
請
訪
榛
斎
捻
治
侯
欲
禄
二
榛
斎
。
榛
斎
因

奨
方
亭
云
・
」
当
時
加
賀
藩
主
に
は
度
々
の
疾
が
あ
っ
て
、
漢
医

方
の
藩
医
た
ち
は
そ
の
技
に
窮
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
言
う
ま

で
も
な
く
当
代
随
一
の
称
あ
る
宇
田
川
蘭
方
に
対
す
る
前
田
家
の
信

頼
は
榛
斎
及
び
方
亭
の
診
察
と
な
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
方
亭
の
蘭

方
医
術
の
記
録
的
業
績
で
あ
り
、
宇
田
川
家
及
び
当
藤
井
家
の
記
録

並
び
に
加
賀
藩
史
に
還
っ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
診
察
は
方
亭
の
加
賀
侯
仕
官
の
動
機
と
な
っ
た
が
、

そ
の
仕
官
の
真
相
に
つ
い
て
巷
間
伝
え
ら
る
る
説
に
は
誤
り
が
あ

る
。
大
槻
如
電
の
説
は
想
像
の
域
に
属
し
、
軌
か
訂
正
を
要
す
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
に
そ
の
真
相
と
し
て
当
藤
井
家
の

伝
承
を
述
べ
る
こ
と
は
、
多
年
の
宿
志
で
あ
る
が
、
近
く
発
表
し
た

い
と
思
う
「
加
賀
藩
蘭
（
洋
）
方
侍
医
三
代
記
」
に
ゆ
ず
り
、
暫
く

巷
間
の
説
に
よ
る
記
事
を
黙
視
し
て
置
き
た
い
。

方
亭
が
榛
斎
と
共
に
加
賀
侯
を
診
察
し
た
の
は
、
二
回
で
あ
る
。
初

め
は
文
化
五
年
（
一
八
○
八
）
で
津
山
か
ら
金
沢
に
至
り
、
文
化
六
年

（
一
八
○
九
）
に
は
江
戸
か
ら
金
沢
へ
榛
斎
と
同
道
し
て
い
る
。
藤

井
家
に
遣
る
記
録
は
、
方
亭
の
手
記
で
文
化
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。

一
、
「
重
訂
増
補
内
科
撰
要
。
今
歳
上
木
其
校
正
槐
園
訳
誤
。
者
方

亭
為
最
勤
也
。
蓋
和
蘭
学
。
其
言
性
語
格
句
法
文
体
等
。
得
緒
釈

文
者
。
未
過
十
年
也
」

蘭
方
内
科
に
不
滅
の
実
績
を
持
つ
方
亭
は
恩
師
榛
斎
か
ら
全
幅
の

信
頼
を
受
け
て
、
字
出
川
槐
園
の
「
西
説
内
科
撰
要
」
の
校
訂
と
増

補
を
行
っ
た
。
そ
し
て
榛
斎
が
更
に
こ
れ
を
重
訂
し
て
「
増
補
重
訂

内
科
撰
要
」
と
題
し
た
。
こ
の
時
佐
野
柿
園
は
藤
井
塾
に
在
門
し
、

こ
の
現
実
を
知
っ
て
、
世
に
発
表
し
た
い
わ
ゆ
る
実
証
人
で
あ
る
が
、

こ
の
こ
と
が
方
亭
の
業
蹟
と
し
て
「
柿
園
文
抄
』
に
収
録
さ
れ
た
。

「
増
補
重
訂
内
科
撰
要
」
刊
行
の
経
緯
は
同
書
に
あ
る
榛
斎
の
序

文
に
明
か
で
、
榛
斎
が
思
い
つ
つ
着
手
し
得
な
か
っ
た
再
版
原
著
の

翻
訳
を
、
最
も
信
頼
す
る
門
弟
の
方
亭
が
訳
し
た
こ
と
を
喜
び
、
且
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つ
、
そ
の
満
足
感
が
榛
斎
の
序
文
に
現
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
養
父

故
槐
園
に
対
す
る
報
恩
と
、
漢
医
方
に
対
す
る
宇
田
川
蘭
方
内
科
の

権
威
の
た
め
に
も
そ
の
刊
行
は
待
た
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
史
実
は
別
と
し
て
、
そ
の
内
科
書
巻
一
に
、
「
ョ
ハ

ネ
ス
、
デ
、
ゴ
ル
テ
ル
」
玄
随
、
玄
真
、
方
亭
、
の
名
が
連
記
さ
れ
、

明
か
に
「
加
賀
藤
井
方
亭
俊
増
訳
」
と
あ
る
。
し
か
る
に
、
こ
の
こ

と
に
関
す
る
史
家
の
解
説
は
卿
か
不
十
分
で
あ
り
、
批
判
の
余
地
が

あ
る
。
す
な
わ
ち
二
、
三
の
文
献
を
見
る
と
、
こ
の
増
訳
か
ら
更
に

著
書
刊
行
に
至
る
経
緯
は
、
恰
も
榛
斎
一
人
の
力
の
如
く
書
か
れ
て

い
る
こ
と
は
皮
相
で
あ
る
と
思
う
。
榛
斎
の
序
文
を
精
読
し
た
上
で
、

真
相
の
検
討
と
明
察
が
望
ま
し
く
、
そ
れ
は
世
人
の
満
足
な
読
解
を

得
る
に
必
要
と
思
う
の
で
あ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
そ
の
序
文
を
熟
読
吟
味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
こ
に
書
か
れ
た
榛
斎
の
真
意
を
察
知
し
、
方
亭
の
活
躍
が
識
者
の

目
に
と
ま
ら
ぬ
筈
は
な
い
。
し
か
し
方
亭
は
一
門
弟
に
過
ぎ
な
い
か

ら
、
こ
れ
ま
で
の
蘭
学
史
家
た
ち
は
、
こ
れ
を
不
用
意
に
看
過
し
た

の
で
も
あ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
本
著
は
藤
井
方
亭
の
翻
訳
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
完
成
の

運
び
と
な
っ
た
こ
と
は
、
何
人
も
否
定
し
得
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

如
何
に
こ
の
著
書
が
一
般
蘭
医
家
の
重
要
参
考
書
と
な
り
、
江
戸
文

化
に
貢
献
し
た
か
は
論
ず
る
ま
で
も
な
い
が
、
こ
れ
を
想
え
ば
そ
の

解
説
は
特
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

実
際
問
題
と
し
て
こ
の
仕
事
を
し
た
の
は
方
亭
で
あ
る
こ
と
は
、

前
記
『
柿
園
文
抄
』
に
明
か
で
、
こ
の
事
実
を
在
門
中
知
っ
た
佐
野

柿
園
は
、
『
重
訂
増
補
内
科
撰
要
』
今
歳
上
木
し
槐
園
の
誤
訳
を
校

正
云
々
と
書
き
、
恩
師
万
里
に
送
呈
し
た
こ
と
は
勿
論
で
、
こ
の
こ

と
は
一
片
の
想
像
や
推
量
で
は
な
い
。
ま
た
榛
斎
が
そ
の
序
文
に
ま

で
書
い
て
方
亭
の
努
力
を
賞
讃
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
序

文
の
真
意
を
尊
重
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
も
、
そ
の
史
料
を
十
分

な
明
察
の
下
に
検
討
を
行
い
正
史
を
後
世
に
伝
え
た
い
も
の
で
あ

る
。一

、
「
自
馬
場
穀
里
来
都
下
後
。
宇
榛
斎
藤
方
亭
杉
立
啓
青
林
宗
之

徒
。
互
競
研
究
。
大
改
旧
貫
。
斯
学
之
途
従
戸
此
而
關
」

江
戸
の
蘭
学
が
、
幕
府
天
文
台
を
中
心
に
開
化
し
た
の
は
、
有
名

な
馬
場
佐
十
郎
（
穀
里
）
の
天
文
方
シ
ョ
メ
ー
ル
和
解
御
用
の
就
任

資
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

と
、
そ
の
蘭
学
指
導
に
よ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
を

証
言
す
る
大
槻
玄
幹
の
文
献
に
「
さ
て
此
の
学
の
都
下
に
て
真
面
Ⅲ

を
得
る
は
馬
場
氏
よ
り
始
（
ま
）
り
と
あ
る
。

此
の
説
は
上
記
柿
園
の
言
う
、
「
旧
貫
（
慣
）
大
に
改
ま
り
、
斯
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学
の
途
開
く
」
と
書
き
還
し
た
事
に
よ
く
一
致
し
て
い
る
。

有
名
な
長
崎
の
中
野
柳
圃
の
下
に
蘭
学
を
研
修
し
た
馬
場
佐
十
郎

（
穀
里
）
は
当
代
随
一
の
江
戸
蘭
学
者
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、

『
柿
園
文
紗
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
馬
場
穀
里
の
江
戸
出
現
に
伴
い
、

蘭
方
医
学
者
の
活
躍
と
な
っ
て
、
宇
田
川
榛
斎
を
中
心
に
藤
井
方

亭
、
杉
円
立
啓
（
卿
）
、
青
地
林
宗
等
が
、
そ
の
医
学
の
発
達
に
寄

与
し
た
。
し
か
し
方
亭
は
、
自
己
の
栄
達
よ
り
も
宇
田
川
蘭
学
の
展

開
に
砕
心
し
、
榛
斎
の
無
二
の
助
力
者
と
な
り
、
そ
の
高
弟
と
し
て

持
つ
実
力
は
師
の
榛
斎
と
比
肩
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
世
評
を

裏
付
け
る
例
証
の
一
つ
と
し
て
津
山
藩
儒
者
昌
谷
碩
（
精
溪
）
は
方

亭
の
墓
碑
銘
撰
文
に
、
「
都
下
西
洋
学
之
盛
一
世
皆
推
宇
田
川
藤
井

両
家
美
」
と
書
き
遺
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
、
「
穀
里
今
秋
七
月
。
暴
罹
肺
患
而
卒
。
可
惜
穀
里
蘭
学
魁
首
。

都
下
一
人
。
聞
甫
又
募
可
代
者
干
崎
暴
訳
司
家
。
方
今
当
其
任

者
。
恐
吉
雄
碓
二
郎
乎
。
吉
雄
来
二
都
下
。
則
斯
学
益
隆
。
」

文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
七
月
廿
七
口
馬
場
穀
里
の
病
残
は
蘭
学

社
会
に
と
っ
て
大
き
な
損
失
で
あ
っ
た
。
殊
に
「
厚
生
新
編
」
算
述

中
に
そ
の
柱
石
を
失
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
天
文
台
の
大
事
業
に
種
々

支
障
を
来
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
任
に
佐
野
柿
園

は
長
崎
通
詞
の
吉
雄
礒
二
郎
で
あ
ろ
う
と
推
量
し
た
が
、
こ
の
礒
二

郎
と
は
吉
雄
忠
次
郎
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

大
槻
玄
幹
の
「
蘭
学
事
始
附
記
」
に
「
然
る
に
此
人
不
幸
に
し
て

文
政
の
初
年
遠
逝
し
い
れ
ば
一
日
高
橋
君
余
に
川
（
っ
）
て
馬
場
の

代
（
り
）
を
長
崎
よ
り
誰
か
招
く
べ
し
と
問
（
ひ
）
し
に
吉
雄
忠
次

郎
し
か
る
べ
し
と
申
（
し
）
け
れ
ば
忠
次
郎
東
下
し
て
此
学
愈
々
盛

（
ん
）
に
な
り
た
り
。
」
す
な
わ
ち
右
記
柿
園
の
遺
稿
に
「
吉
雄
来

部
下
。
則
斯
学
益
隆
」
と
あ
る
の
と
全
く
符
合
し
て
い
る
。

こ
の
吉
雄
忠
次
郎
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
藤
井
方
亭
と
の
関

係
で
あ
る
。
片
桐
一
男
氏
に
よ
れ
ば
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
忠

次
郎
は
江
戸
に
来
る
と
更
に
蘭
語
研
究
の
た
め
方
亭
の
下
へ
通
学
を

開
始
し
た
と
い
う
。

又
こ
の
頃
方
亭
は
同
志
の
渋
谷
淡
斎
、
森
田
千
巷
等
と
蘭
書
下
読

会
を
結
成
、
毎
月
十
八
日
そ
の
会
合
を
定
め
て
い
た
と
は
同
じ
く
片

桐
氏
の
研
究
に
見
え
る
が
、
馬
場
穀
里
亡
き
後
は
、
方
亭
の
蘭
学
を

慕
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
後
述
す
る
杵
築
藩
の
山
田
猫
巌
も
方
亭
の

門
下
と
な
る
等
、
こ
れ
等
の
事
実
は
方
亭
の
学
才
を
知
る
に
有
力
な

資
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

一
、
「
近
榛
斎
子
首
巷
。
校
遠
西
名
物
考
。
五
六
日
前
。
一
本
脱
稿
。

和
偶
在
方
亭
新
塾
。
得
僅
読
首
巻
。
其
分
部
類
。
用
倭
俗
省
草
。

如
硫
黄
属
伊
。
如
鹿
角
属
呂
。
論
性
功
。
辨
形
状
。
精
繊
不
遺
。

(90)



兼
詳
製
剤
法
ｃ
如
花
鬚
珪
辨
橲
蕾
。
区
区
差
別
。
猶
見
其
真
也
。

与
和
所
嘗
写
之
本
。
梢
異
。
恐
雛
修
槐
園
訳
誤
者
耶
。
又
別
為
訳

者
邪
。
引
用
読
耆
若
干
巻
。
其
中
標
度
度
尼
宇
斯
等
書
名
。
又
其

序
日
医
範
提
綱
井
銅
版
図
。
以
示
内
景
。
重
訂
選
要
以
説
病
因
。

薬
鏡
及
名
物
考
。
以
辨
薬
物
。
医
者
能
読
此
三
書
。
可
以
無
大
過

美
。
霜
寛
江
都
蘭
学
未
盛
。
然
如
宇
氏
。
以
三
世
之
績
。
鰺
富
述

作
。
然
而
門
人
寄
食
者
僅
三
数
人
巳
」

こ
の
記
事
は
直
接
方
亭
の
評
価
に
は
関
係
が
な
い
よ
う
で
あ
る

が
、
深
く
考
察
を
行
う
と
若
干
の
推
論
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
榛
斎
の
「
遠
西
医
方
名
物
考
』
の
刊
行
は
文
政
五
年
（
一
八
二

二
）
で
、
『
増
補
重
訂
内
科
撰
要
」
の
姉
妹
編
と
も
言
う
べ
き
重
要

参
考
書
で
あ
る
。

前
述
の
通
り
方
亭
ば
『
内
科
撰
要
」
の
増
補
編
述
に
活
躍
し
て
お

り
、
従
っ
て
当
然
こ
の
『
遠
西
医
方
名
物
考
』
に
は
有
力
な
関
係
者

と
し
て
登
場
し
て
い
た
と
思
う
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
仕
事
の
一

部
は
後
記
柿
園
の
記
録
か
ら
判
断
し
て
、
方
亭
の
家
で
行
わ
れ
た
と

解
す
る
こ
と
は
、
誤
り
で
は
な
か
ろ
う
。
或
は
そ
の
大
半
が
実
行
さ

れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

当
時
在
門
し
て
い
た
柿
園
は
こ
の
こ
と
に
つ
き
、
「
五
六
日
前
一

本
脱
稿
」
と
書
き
、
こ
の
仕
事
と
し
て
若
干
が
校
正
さ
れ
た
こ
と
を

報
じ
、
且
つ
、
藤
井
熟
に
い
て
、
そ
の
言
の
首
巻
を
読
解
し
て
、
更

に
そ
の
内
容
を
解
説
し
て
い
る
こ
と
は
右
記
録
が
示
す
通
り
で
、
さ

き
の
私
見
を
裏
付
け
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

こ
の
よ
う
な
当
時
の
経
緯
を
考
え
る
と
、
方
亭
が
「
宇
田
川
家
訳

す
る
と
こ
ろ
の
医
書
の
大
半
に
関
係
し
そ
の
功
績
は
ま
こ
と
に
大
な

り
」
と
の
記
録
が
あ
る
（
方
亭
伝
）
こ
と
か
ら
、
榛
斎
の
重
要
訳
著

に
は
ほ
と
ん
ど
方
亭
が
手
を
入
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
た
し
か
に
榛
斎
の
訳
業
は
医
学
全
科
に
及
ん
だ
か
と
思
わ
れ

る
ほ
ど
多
種
該
博
で
あ
り
、
榛
斎
が
藩
医
と
し
て
の
勤
め
は
可
な
り

の
多
用
で
、
津
山
へ
も
度
々
眉
従
し
そ
の
滞
在
も
一
年
以
上
に
及
ぶ

時
も
あ
り
、
ま
た
他
藩
へ
診
療
に
招
か
れ
た
り
或
は
門
弟
教
育
の
責

任
上
か
ら
な
す
べ
き
幾
多
の
仕
事
あ
っ
た
こ
と
等
を
考
え
れ
ば
、
方

亭
の
助
力
な
く
し
て
榛
斎
の
偉
業
は
成
し
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
思

う
。
晩
年
榛
斎
も
衰
え
を
見
せ
、
方
亭
も
又
気
力
を
失
っ
た
頃
榛
斎

の
訳
業
は
、
椿
庵
を
は
じ
め
、
青
木
周
弼
、
緒
方
洪
庵
等
に
よ
っ
て

補
わ
れ
た
と
解
し
た
い
。

其
の
他
の
宇
田
川
蘭
学
の
内
容
の
記
事
は
説
明
す
る
ま
で
も
な
い

が
、
江
都
の
蘭
学
は
な
お
盛
ん
で
、
宇
田
川
家
も
三
代
種
々
著
書
を

も
っ
て
功
績
が
あ
る
が
、
当
時
門
弟
が
意
外
に
少
か
つ
た
こ
と
を
柿

園
は
書
い
て
い
る
。
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こ
の
こ
と
は
軽
柿
園
も
書
き
遣
し
、
坪
井
信
道
も
批
判
し
た
通
り

で
、
榛
斎
が
翻
訳
に
の
み
意
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
、
大
き
な
原
因

で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
方
亭
は
す
で
に
加
賀
侯
に
仕
え
、
榛
斎

の
高
弟
と
し
て
の
活
躍
も
往
時
の
如
く
で
な
か
っ
た
こ
と
も
、
一
つ

の
原
因
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
、
「
榛
斎
、
方
亭
、
林
宗
、
当
時
称
三
大
家
。
皆
以
事
訳
読
。
不

肯
言
窮
理
。
病
客
亦
不
多
豈
両
全
難
得
乎
抑
気
運
未
至
也
。
」

右
の
記
事
は
多
大
の
注
目
を
要
す
る
こ
と
で
あ
る
。
当
時
蘭
学
社

会
に
定
評
の
あ
る
こ
れ
等
の
中
心
人
物
の
行
動
が
、
医
療
の
実
際
的

活
動
と
し
て
の
診
療
に
従
事
す
る
こ
と
よ
り
も
、
そ
の
学
問
の
研
究

に
偏
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
（
前
述
の
通
り
）
し
か
し
そ
の
こ
と

に
よ
り
当
時
の
蘭
方
医
学
発
達
の
曲
折
が
如
実
に
物
語
ら
れ
て
い
る

と
共
に
、
こ
の
事
実
に
対
す
る
柿
園
の
心
境
に
卿
か
不
満
が
あ
っ
た

と
感
知
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
後
年
坪
井
信
道
が
岡
研
介
に

与
え
た
書
翰
に
も
、
こ
の
こ
と
を
批
判
し
て
お
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

が
、
こ
こ
に
興
味
を
覚
え
る
の
は
柿
園
の
批
判
と
信
道
の
批
判
と
が

期
せ
ず
し
て
符
合
し
て
お
り
、
こ
の
三
大
家
と
言
う
説
は
信
道
も
ま

た
肯
定
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

数
年
前
に
は
有
名
な
蘭
学
史
の
大
家
が
方
亭
の
名
も
知
ら
な
か
っ

た
ほ
ど
だ
か
ら
、
方
亭
が
蘭
方
三
大
家
の
一
人
と
は
そ
の
耳
を
疑
う

史
家
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
事
実
今
日
ま
で
方
亭
は
世
の
忘
却
の

う
ち
に
、
大
部
分
埋
れ
て
そ
の
真
の
姿
は
認
識
さ
れ
な
か
っ
た
の
で

あ
る
か
ら
止
む
を
得
な
い
が
、
や
が
て
新
史
料
の
発
見
と
そ
の
検
討

に
よ
っ
て
三
大
家
説
の
真
偽
は
明
白
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
柿
園
は
、
「
病
客
亦
不
多
豈
両
全
難
得
乎
・
」
と
言
っ
て
い

る
。
ま
こ
と
に
柿
園
が
そ
の
見
聞
を
い
か
に
端
的
に
そ
し
て
正
直
に

書
い
た
こ
と
で
あ
る
か
、
こ
の
記
事
か
ら
推
し
て
、
一
‐
呈
帆
足
愚
亭

先
生
書
」
の
全
文
は
、
全
く
巧
言
矯
飾
の
な
い
こ
と
が
判
り
、
そ
の

一
言
一
句
は
正
し
い
史
眼
を
も
っ
て
明
察
す
べ
き
で
あ
る
。

た
ま
た
ま
見
る
伝
記
等
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
は
、
病
客

も
多
く
門
前
市
を
な
し
た
如
く
伝
え
る
こ
と
が
常
で
、
そ
の
人
物
を

大
い
に
賞
讃
す
る
こ
と
に
拍
車
を
か
け
、
特
に
前
記
の
如
く
三
大
家

の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
是
が
非
で
も
虚
飾
し
て
怪
し
ま
ぬ
が
、
事
実

は
事
実
と
し
て
こ
の
柿
園
の
批
判
は
け
だ
し
大
い
に
味
わ
う
べ
き
で

あ
ろ
う
。

一
、
「
猫
巌
先
寓
両
国
橋
医
家
。
頃
来
共
同
筆
硯
。
都
下
穀
里
残
後
。

絶
無
窮
理
学
家
縦
有
之
入
若
解
暦
象
新
書
。
恐
乏
其
人
。
是
以

猫
巌
。
亦
不
得
良
師
也
。
近
与
和
同
就
方
亭
学
接
音
及
九
等
語
格

等
・
無
他
適
耳
。
和
此
行
也
。
」
・
…
…
…
…
：
：
…
…
…
…
…
：
：
」

猫
巌
と
は
豊
後
杵
築
藩
士
で
佐
野
柿
園
と
は
同
藩
の
学
友
山
田
猫
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巌
で
あ
る
。
猫
巌
と
は
無
論
本
名
で
は
な
く
、
本
名
は
丈
吉
か
「
新

撰
洋
学
年
表
‐
｜
に
は
大
吉
の
名
が
見
え
る
。
又
片
桐
一
男
氏
の
文
献

に
よ
れ
ば
、
藤
井
塾
山
田
丈
吉
な
る
も
の
と
あ
る
が
、
こ
れ
が
山
田

猫
巌
で
あ
ろ
う
。
帆
足
万
里
に
「
猫
岩
」
と
題
し
た
詩
泳
が
あ
る

が
、
恐
ら
く
豊
後
杵
築
近
く
の
奇
勝
の
名
か
ら
、
号
を
猫
巌
と
い
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

両
国
橋
医
家
と
は
如
何
な
る
蘭
学
者
か
明
か
で
な
い
が
、
こ
の
医

家
に
猫
巌
は
寄
食
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
蘭
学
研
究
の
た
め
良
師

に
就
こ
う
と
し
て
馬
場
穀
里
を
師
に
望
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、

前
記
の
如
く
穀
里
死
去
の
結
果
、
そ
の
去
就
に
迷
い
、
方
針
を
変
更

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
同
郷
の
柿
園
と
相
談
し
て
方
亭
の
蘭
学
指

導
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
藤
井
家
入

門
は
柿
園
の
紹
介
で
あ
る
が
、
猫
巌
は
す
で
に
江
戸
に
い
て
、
和
蘭

語
に
一
応
の
予
備
知
識
の
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
こ
の
入

門
に
大
い
に
役
立
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
柿
園
は
方
亭
の
学
に
接

し
て
、
そ
の
文
法
等
の
力
が
方
亭
に
匹
敵
す
る
も
の
が
な
い
と
の
世

評
を
書
き
遺
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
註
）
山
田
猫
巌
は
方
亭
の
門
を
出
て
、
杵
築
藩
医
十
人
扶
持
を
仰

せ
付
か
つ
た
よ
う
で
、
そ
の
当
時
杵
築
藩
医
に
山
田
竜
軒
な
る
も

の
あ
り
、
こ
れ
が
山
田
猫
巌
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
る
。

帆
足
万
里
に
つ
い
て
は
周
知
の
通
り
で
、
今
更
云
々
す
る
必
要
は

な
い
が
、
佐
野
柿
園
を
通
じ
て
、
帆
足
万
里
と
方
亭
と
の
関
係
が
、

佐
野
家
に
遣
る
万
里
よ
り
柿
園
宛
の
書
翰
に
よ
っ
て
明
か
に
推
量
し

得
ら
れ
る
。
そ
の
関
係
の
深
浅
は
未
詳
で
あ
る
が
、
そ
の
書
信
に
よ

っ
て
、
帆
足
万
里
の
見
る
方
亭
の
人
物
、
学
問
に
つ
い
て
の
認
識
と

そ
の
信
頼
が
簡
単
な
が
ら
窺
え
る
よ
う
で
あ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
方
亭
直
接
関
係
者
佐
野
柿
園
は
帆
足
学
系

の
人
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
ま
た
同
学
系
の
人
物
で
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の

弟
子
で
あ
っ
た
島
原
藩
医
加
来
佐
之
（
佐
一
郎
）
と
方
亭
と
の
関
係

を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
賀
来
佐
之
は
方
亭
と
の
師

弟
関
係
は
な
く
、
著
述
を
通
じ
て
、
方
亭
を
知
っ
た
の
で
あ
っ
て
、

方
亭
の
蘭
学
の
力
が
秀
れ
て
い
る
こ
と
に
敬
服
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
の
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
証
拠
は
、
彼
が
「
方
亭
藤

井
先
生
方
府
」
（
京
大
図
書
館
に
一
本
が
蔵
さ
れ
て
い
る
）
を
編
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

佐
野
家
の
人
々
に
与
え
た
帆
足
万
里
の
書
翰
は
、
二
十
一
通
も
あ

っ
て
、
い
ず
れ
も
佐
野
家
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。
そ
の
書
翰

六
、
帆
足
万
里
と
藤
井
方
亭

（
佐
野
家
収
蔵
の
書
翰
を
焼
っ
て
）
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の
一
通
は
柿
園
が
藤
井
塾
在
門
当
時
恩
師
宛
文
政
五
年
（
一
八
一
三
）

江
戸
か
ら
書
き
送
っ
た
「
呈
帆
足
愚
亭
先
生
書
」
に
対
す
る
万
里
の

返
信
で
あ
る
。
簡
単
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
包
含
さ
れ
る
文
意
を
注
視

す
れ
ば
、
お
の
ず
か
ら
、
万
里
が
方
亭
の
学
識
を
理
解
し
か
つ
方
亭

に
対
し
て
先
生
の
尊
称
を
用
い
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
そ
の

文
言
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

「
得
去
歳
仲
冬
害
審
足
下
道
上
安
健
。
無
雨
露
之
已
達
都
下
為

慰
。
承
従
方
亭
先
生
。
受
蘭
訳
甚
善
。
不
知
近
訳
何
害
著
有
脱
藁

莫
吝
寄
示
本
：
・
・
…
：
：
・
斯
学
幾
干
廃
絶
糞
勉
励
以
迄
子
成
也
」

去
歳
仲
冬
と
は
昨
年
陰
暦
十
一
月
の
意
で
あ
ろ
う
。
柿
園
の
書
信

は
文
政
五
年
（
一
八
一
三
）
で
あ
る
か
ら
こ
の
返
信
は
文
政
六
年

（
一
八
二
三
）
の
初
頭
で
あ
ろ
う
。
途
中
道
中
無
事
江
戸
へ
着
い
た

こ
と
を
万
里
は
祝
福
し
、
特
に
方
亭
の
門
に
入
っ
て
、
そ
の
指
導
下

に
愛
弟
子
が
藺
語
を
学
習
し
得
ら
れ
る
こ
と
を
喜
び
、
か
つ
万
里
の

真
意
に
は
方
亭
の
語
学
に
対
す
る
多
大
の
信
頼
感
が
読
み
取
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

ま
た
万
里
は
柿
園
宛
の
書
信
で
、
蘭
方
研
修
の
た
め
に
方
亭
関
係

の
『
増
補
重
訂
内
科
撰
要
』
の
借
用
方
を
申
し
込
み
、
或
は
、
「
医

範
提
綱
』
及
び
『
医
範
提
綱
銅
版
図
』
の
入
手
の
こ
と
な
ど
を
報
じ

て
い
る
が
、
こ
れ
も
又
万
里
と
方
亭
と
の
間
接
的
な
交
流
と
み
ら
れ

以
上
で
先
づ
方
亭
と
関
係
の
あ
る
杵
築
藩
医
佐
野
家
の
大
略
を
述

べ
、
次
い
で
『
柿
園
文
妙
』
を
中
心
に
、
表
題
の
下
に
藤
井
方
亭
の

真
相
を
多
角
的
に
論
じ
、
か
つ
文
政
期
の
蘭
学
の
内
容
が
馬
場
佐
十

郎
と
宇
田
川
蘭
学
と
そ
の
関
係
学
者
の
活
動
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で

あ
っ
た
と
認
識
す
る
次
第
で
あ
る
。

一
、
藤
井
方
亭
が
宇
田
川
家
門
弟
中
の
逸
材
で
あ
っ
た
と
言
う
説

は
、
同
家
の
文
書
に
よ
っ
て
も
う
な
ず
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
宇

田
川
家
記
録
」
に
よ
れ
ば
、
槐
園
の
主
要
な
門
弟
は
、
榛
斎
と
方
亭

で
あ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
宇
田
川
蘭
学
の

特
色
で
あ
る
蘭
方
医
学
の
発
達
は
、
槐
園
の
遺
訓
に
基
き
、
こ
れ
を

遵
奉
し
て
歩
調
を
共
に
実
行
に
移
し
た
榛
斎
方
亭
両
者
の
学
識
の
結

晶
に
よ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
記
録
的
業
績
は
、
や
が
て
右
の
如
く
同

家
の
文
書
に
特
記
さ
る
る
ゆ
え
ん
で
あ
ろ
う
。

文
献
に
よ
れ
ば
、
当
時
宇
田
川
家
に
は
有
名
な
佐
藤
信
淵
あ
り
と

言
わ
れ
て
お
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
と
思
う
。
し
か
し
「
宇
田
川
家

記
録
」
（
宇
田
川
準
一
蔵
）
に
は
残
念
な
が
ら
そ
れ
を
証
明
す
る
記

事
の
何
物
を
も
発
見
し
得
な
い
。

な
い
で
あ
ろ
う
か
Ｃ

七
、
後

記
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宇
田
川
蘭
学
全
盛
の
基
盤
し
｜
な
っ
た
文
化
前
後
の
同
家
の
蘭
方
医

学
に
、
実
力
を
も
っ
て
寄
与
し
た
の
は
藤
井
方
亭
と
み
る
べ
き
で
あ

る
。
こ
の
事
実
は
、
文
化
二
年
（
一
八
○
五
）
の
頃
方
亭
は
榛
斎
の

高
弟
と
し
て
そ
の
学
才
を
十
分
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
多
言
を
要
し

な
い
。
そ
の
活
躍
の
第
一
歩
は
同
家
の
基
礎
医
学
確
立
に
精
進
し
た

こ
と
で
あ
る
が
複
雑
な
事
情
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
は
、
勢
州
藤

井
俊
、
士
徳
、
芳
亭
（
方
亭
）
は
勢
州
諏
訪
俊
、
士
徳
と
云
う
架
空

人
物
を
生
み
、
こ
れ
が
、
今
日
蘭
学
史
上
解
明
不
能
の
謎
と
な
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

藤
井
方
亭
が
宇
田
川
榛
斎
の
学
問
上
、
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
存
在
と

な
り
、
特
に
榛
斎
の
訳
著
に
は
史
家
の
考
え
以
上
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
る
と
断
じ
て
憧
ら
な
い
が
、
そ
の
活
躍
の
動
向
は
常
に
影
の
人

と
し
て
榛
斎
に
誠
実
一
途
に
師
事
し
、
そ
し
て
名
利
に
拘
泥
し
な
い

態
度
は
、
今
日
名
を
成
さ
ぬ
主
因
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
耳
榛
斎
の

名
を
成
し
た
裏
に
、
方
亭
が
重
要
な
一
役
を
買
っ
て
い
る
こ
と
は
見

逃
し
得
な
い
こ
と
で
、
榛
斎
は
こ
れ
を
認
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、

方
亭
に
対
す
る
態
度
な
ど
資
料
の
上
か
ら
判
断
し
得
る
の
で
あ
る
。

方
亭
は
た
し
か
に
佐
野
柿
園
の
言
う
謙
虚
な
人
柄
で
あ
っ
た
。
前

記
の
如
く
柿
園
は
方
亭
観
を
あ
り
の
ま
ま
恩
師
に
報
じ
、
こ
れ
に
対

す
る
万
里
の
所
感
を
知
っ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
そ
の
真
相
を
穿
っ

た
名
文
書
と
し
て
先
般
そ
の
抄
録
を
発
表
し
た
の
で
あ
る
が
、
流
石

の
大
槻
如
電
氏
も
こ
れ
ら
の
こ
と
を
全
く
検
証
し
得
な
か
っ
た
こ
と

は
、
今
日
な
お
蘭
学
史
の
一
部
宇
田
川
蘭
学
に
不
明
の
点
を
招
い
た

原
因
と
な
っ
て
い
る
。

一
、
宇
田
川
家
記
録
か
ら
考
察
す
れ
ば
、
方
亭
が
榛
斎
学
系
の
第
一

に
挙
ぐ
べ
き
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
宇
田
川
家
に
尽
し
た
功
績
は
他

の
い
ず
れ
の
門
弟
も
追
従
し
得
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
り
、
ま
し
て

榛
斎
唯
一
人
の
高
弟
で
あ
っ
た
こ
と
は
こ
れ
を
証
し
て
余
り
あ
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
方
亭
が
、
如
何
な
る
実
力
者
で
あ
っ
た
か
は
、

こ
こ
に
繰
り
返
え
す
迄
も
な
い
が
、
前
述
の
『
柿
園
文
紗
』
に
よ
る

だ
け
で
も
、
意
外
の
事
蹟
を
持
つ
隠
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
認

め
得
ら
れ
る
と
思
う
。

し
か
し
な
が
ら
方
亭
は
永
い
間
、
蘭
学
史
家
か
ら
注
目
も
さ
れ
な

か
っ
た
し
、
し
た
が
っ
て
研
究
批
判
も
な
か
っ
た
。
僅
に
誤
記
を
ま

じ
え
た
二
、
三
の
伝
記
類
と
「
新
撰
洋
学
年
表
」
に
、
ほ
ん
の
申
し

訳
け
的
な
記
事
や
想
像
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
に
過
ぎ

な
い
。
そ
の
他
に
文
献
が
あ
っ
て
も
推
し
て
知
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

故
に
、
蘭
学
史
上
宇
田
川
学
系
譜
の
門
弟
系
列
に
最
近
ま
で
、
榛
斎

の
重
要
門
弟
た
る
藤
井
方
亭
の
名
が
、
そ
の
系
列
に
も
な
い
奇
異
を

見
て
、
宇
田
川
家
の
研
究
全
か
ら
ず
の
感
を
深
め
、
こ
れ
で
は
同
家
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に
遣
る
不
審
の
点
は
遺
憾
な
が
ら
後
世
に
ま
で
解
明
さ
れ
な
い
こ
と

で
あ
ろ
う
と
思
考
す
る
。
そ
し
て
昭
和
三
十
五
年
開
催
の
日
本
医
学

会
総
会
の
節
、
会
場
の
丸
の
内
産
業
会
館
に
掲
示
さ
れ
た
蘭
学
者
系

譜
に
つ
き
、
宇
田
川
学
系
図
を
見
て
潜
越
な
が
ら
そ
の
研
究
の
不
備

を
遺
憾
に
思
っ
た
。
宇
田
川
蘭
学
に
は
未
だ
幾
つ
か
の
研
究
課
題
が

残
っ
て
い
る
と
思
う
。
特
に
、
榛
斎
の
蘭
学
に
は
案
外
問
題
点
が
包

ま
れ
て
い
る
よ
う
で
、
こ
れ
を
究
明
す
る
こ
と
や
、
同
家
の
門
弟
に

つ
い
て
も
、
方
亭
の
み
で
な
く
新
人
門
弟
の
研
究
と
共
に
、
そ
れ
を

世
に
紹
介
す
る
こ
と
は
身
近
か
な
重
要
な
問
題
で
は
な
か
ろ
う
か
。

前
述
の
如
く
、
藤
井
方
亭
を
宇
田
川
家
で
は
門
弟
中
の
最
も
重
要

人
物
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
蘭
学
史
上
で
は
最
も
不

遇
な
宇
旧
川
家
門
弟
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
原
因
は
何
処
に
あ

ろ
う
か
。
そ
れ
を
論
ず
る
事
は
差
し
控
え
る
が
鼠
漸
く
方
亭
も
今
後
史

家
の
研
究
対
象
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
、
そ
の
真
相
を

究
め
、
蘭
医
生
活
の
一
端
を
知
る
に
は
、
『
柿
園
文
妙
』
は
確
か
に
有

力
史
料
で
あ
る
と
と
も
に
文
政
期
蘭
学
史
の
興
味
あ
る
資
料
を
提
供

す
る
の
で
、
ま
こ
と
に
珍
重
さ
る
べ
き
文
書
で
あ
る
と
思
う
。
一
、
藤

井
方
亭
を
多
角
的
に
研
究
し
、
か
つ
そ
の
真
姿
を
捉
え
る
に
は
、
最
近

ま
で
の
史
料
で
は
あ
ま
り
に
も
貧
弱
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
に

は
有
力
の
史
料
の
蒐
集
が
先
決
要
件
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
だ
が
、
そ

の
史
料
中
家
蔵
の
も
の
は
不
慮
の
災
害
が
重
な
っ
て
ほ
と
ん
ど
消
滅

し
、
そ
の
他
も
散
供
し
て
そ
の
発
見
収
集
は
な
か
な
か
困
難
で
あ
る
。

去
る
昭
和
六
年
二
月
方
亭
の
唯
一
の
研
究
家
呉
秀
三
博
士
が
当
藤

井
家
に
来
訪
の
節
、
そ
の
研
究
の
困
難
を
述
懐
さ
れ
、
方
亭
の
史
料

は
皆
無
に
等
し
い
と
言
わ
れ
た
。
そ
の
後
間
も
な
く
呉
博
士
は
他
界

さ
れ
て
方
亭
研
究
は
中
絶
の
不
幸
と
な
り
、
続
く
研
究
家
も
な
く
今

日
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
よ
う
な
現
状
で
は
、
方
亭
の
全
容
を
知
る

こ
と
は
容
易
で
な
い
、
藤
井
家
の
私
で
も
僅
に
家
に
伝
わ
っ
て
い
る

史
料
で
は
、
種
々
不
明
の
点
を
感
じ
て
い
た
。
し
か
し
幸
い
に
も
、

『
柿
園
文
紗
』
を
初
め
今
日
各
種
の
史
料
を
発
見
す
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
資
料
的
価
値
に
は
多
少
の
差
は
あ
ろ
う
が
、
予
想
外
の
新

事
実
を
知
り
、
研
究
の
歩
を
大
い
に
進
む
る
こ
と
を
得
た
。
い
ま

や
、
『
柿
園
文
紗
」
の
記
事
が
正
し
い
宇
田
川
蘭
学
史
研
究
の
有
力

な
資
料
と
な
っ
て
、
そ
の
成
立
の
機
縁
が
熟
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ

し
て
宇
田
川
蘭
学
史
上
、
槐
園
、
榛
斎
に
深
い
関
係
の
あ
る
方
亭
が

重
要
人
物
と
し
て
登
場
し
、
永
い
埋
没
か
ら
掘
り
出
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
蘭
学
研
究
史
家
諸
賢

の
隠
れ
た
方
亭
研
究
の
発
表
の
相
継
ぐ
こ
と
を
私
は
期
待
し
て
止
ま

な
い
。
（
終
）
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第
六
七
回
総
会
記
事

今
年
の
日
本
医
史
学
会
総
会
は
、
五
月
十
四
、
十
五
日
の
二
日
間
に
亙
っ

て
、
石
原
明
会
長
（
横
浜
市
大
講
師
）
の
も
と
に
神
奈
川
県
歯
科
医
師
会
館

で
行
な
わ
れ
た
。

第
一
日
午
後
二
時
か
ら
公
開
講
演
会
が
行
な
わ
れ
た
。
特
別
講
演
は
先
ず

「
薬
の
生
い
た
ち
」
と
い
う
演
題
で
清
水
藤
太
郎
氏
（
東
邦
大
教
授
）
が
行

な
わ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
当
日
の
二
○
口
前
に
不
慮
の
事
故
で
脊
椎
を

損
傷
さ
れ
た
た
め
に
、
講
演
不
能
と
な
り
、
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
と
し
て
会
長

自
身
が
「
神
奈
川
県
下
に
お
け
る
救
療
と
看
護
の
歴
史
」
と
題
し
て
講
演
さ

れ
た
。
神
奈
川
県
下
の
救
療
施
設
は
既
に
奈
良
時
代
に
存
し
て
い
た
こ
と
か

ら
始
ま
り
、
平
安
時
代
に
な
る
と
本
県
産
の
薬
草
が
か
な
り
中
央
に
送
ら
れ

て
い
た
が
、
歴
史
上
に
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
る
の
は
鎌
倉
時
代
に
入
っ

て
か
ら
で
あ
る
と
し
た
。
そ
の
中
で
特
に
忍
性
に
よ
る
極
楽
寺
の
医
療
施
設

と
そ
の
活
動
お
よ
び
梶
原
性
全
の
著
わ
し
た
万
安
方
な
ど
の
意
義
に
つ
い

て
、
平
易
に
わ
か
り
易
く
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
わ
れ
わ
れ
医
療
従
事
者
の
中

で
大
き
な
比
重
を
占
め
る
開
業
医
の
成
立
に
つ
き
、
奈
良
時
代
よ
り
存
し
た

医
療
制
度
の
崩
壊
か
ら
官
医
が
自
か
ら
報
酬
を
求
め
て
生
活
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
っ
た
た
め
に
開
業
医
と
い
う
も
の
が
鎌
倉
時
代
の
末
期
か
ら
成
立

す
る
に
至
っ
た
こ
と
を
、
種
々
な
例
を
あ
げ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
し
か
し

て
本
講
演
は
鎌
倉
時
代
ま
で
に
つ
い
て
行
な
わ
れ
た
。

つ
い
で
内
山
孝
一
氏
（
日
大
教
授
）
は
「
生
命
体
験
、
そ
の
自
覚
と
反

省
」
で
、
永
年
に
亙
っ
て
研
讃
し
、
そ
の
集
積
と
も
い
う
べ
き
現
在
ま
で
到

達
さ
れ
た
心
境
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。
氏
に
よ
れ
ば
、
体
験
と
は
純
粋
経

験
の
こ
と
を
い
う
。
純
粋
経
験
と
は
、
普
通
の
経
験
と
は
異
な
り
、
真
に
経

験
し
た
そ
の
ま
ま
の
状
態
を
い
う
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
体
験
を
自
覚
し
て

も
、
こ
の
内
容
を
正
し
く
表
現
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
さ
て
、

生
命
と
は
何
ぞ
や
と
い
う
問
題
は
、
古
来
種
々
の
学
者
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ

て
き
た
が
、
未
だ
に
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
は
生
命
を
体
験
す
る
の
が
最

も
良
い
方
法
で
あ
る
。
生
命
体
験
に
よ
っ
て
生
命
の
認
識
が
は
じ
ま
る
。
研

究
し
て
い
る
場
合
に
、
研
究
さ
れ
る
対
象
も
、
自
分
も
、
時
間
も
、
す
べ
て

没
し
去
っ
て
研
究
す
る
だ
け
に
な
り
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
命
体
験
を
自

覚
し
、
こ
れ
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
命
の
認
識
を
深
め
得
る
。
こ
の
よ

う
に
し
て
文
化
は
創
造
さ
れ
、
こ
れ
が
歴
史
的
伝
統
と
な
っ
て
新
し
い
創
造

が
作
ら
れ
る
の
で
あ
る
と
。
そ
の
心
境
の
深
さ
に
は
筆
者
な
ど
は
到
底
及
び

も
つ
か
な
い
が
、
仏
陀
が
形
而
上
学
の
問
題
に
つ
い
て
議
論
を
さ
け
た
も
の

が
四
つ
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
は
宇
宙
が
永
遠
か
永
遠
で
な
い
か

と
い
う
こ
と
、
そ
の
二
は
宇
宙
は
有
限
か
無
限
か
と
い
う
こ
と
。
そ
の
三
は

霊
魂
と
肉
体
と
は
同
一
か
別
か
と
い
う
こ
と
。
そ
の
四
は
既
に
解
脱
し
た
も

の
は
死
後
存
続
す
る
か
し
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
よ

う
な
問
題
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
と
解
脱
の
機
会
を
失
っ
て
し
ま
う
か
ら

と
い
う
の
で
あ
る
。
仏
陀
は
議
論
す
る
よ
り
も
、
い
か
に
し
た
ら
人
が
解
脱

で
き
る
か
と
い
う
点
に
の
み
最
も
努
力
を
払
わ
れ
た
と
い
う
。
内
山
氏
の
述

べ
ら
れ
た
こ
と
と
、
仏
陀
の
考
え
ら
れ
た
こ
と
と
は
極
め
て
よ
く
一
致
す
る

点
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

つ
ぎ
の
会
長
講
演
は
「
明
治
初
朝
横
浜
医
学
史
」
と
題
し
て
行
な
わ
れ

た
。
す
な
わ
ち
横
浜
が
歴
史
の
桧
舞
台
に
登
場
す
る
黒
船
来
航
の
嘉
永
六
年

か
ら
、
明
治
二
四
年
の
県
立
十
全
医
院
が
横
浜
市
に
移
管
さ
れ
る
ま
で
の
三

七
年
間
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
年
表
形
式
で
講
演
さ
れ
た
。
こ
れ
を
要
約
す
れ

ば
、
横
浜
の
明
治
初
朝
の
医
学
史
は
梅
毒
の
歴
史
と
も
い
え
る
と
い
う
。
氏

は
早
く
か
ら
横
浜
医
学
史
に
注
目
さ
れ
、
コ
ッ
コ
ッ
と
資
料
を
集
め
て
お
ら

れ
た
か
ら
こ
そ
、
横
浜
が
関
東
大
震
災
と
昭
和
二
○
年
の
大
空
襲
に
よ
る
再
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度
の
大
災
害
で
ほ
と
ん
ど
の
資
料
を
失
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
こ
れ
だ
け
に
ま

と
め
ら
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
今
後
、
横
浜
医
学
史
、
ひ
い
て
は
明
治
初
期

の
日
本
医
学
史
を
研
究
す
る
に
当
た
っ
て
の
、
よ
い
指
標
を
提
供
さ
れ
た
と

感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
こ
の
日
は
会
長
の
異
常
な
努
力
に
よ
り
、
多
数
の

う
ら
若
い
女
性
の
聴
衆
で
さ
し
も
広
い
会
場
も
一
杯
に
な
る
と
い
う
盛
況
で

あ
っ
た
。
ま
た
三
つ
の
講
演
の
う
ち
、
奇
し
く
も
二
つ
が
神
奈
川
県
下
の
医

学
の
歴
史
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
横
浜
で
医
史
学
会
を
開
催
し
た
こ
と

に
何
か
関
係
が
あ
る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
た
。

第
二
日
は
二
○
題
の
一
般
研
究
発
表
が
行
な
わ
れ
た
。
今
回
は
一
題
二
○

分
で
あ
っ
た
た
め
に
時
間
超
過
の
ケ
ー
ス
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で

も
最
後
の
小
川
鼎
三
理
事
長
の
演
題
は
紙
上
発
表
と
な
っ
た
。
先
ず
矢
数
圭

堂
氏
（
東
京
医
大
薬
理
）
ら
は
過
般
入
手
さ
れ
た
「
初
代
曲
瀬
道
三
の
書
翰

及
び
九
世
道
三
自
筆
方
函
に
つ
い
て
」
を
、
羽
倉
敬
尚
氏
（
東
京
）
は
「
医

学
の
合
理
的
性
格
」
を
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
、
三
木
栄
氏
（
堺
）
は
永
年
の
研
究

か
ら
到
達
し
た
と
こ
ろ
の
東
西
を
全
く
一
に
し
た
人
類
医
学
史
を
阿
知
波
五

郎
氏
（
京
都
）
と
共
同
で
完
成
さ
せ
る
べ
く
、
今
回
は
「
世
界
医
学
史
書

誌
」
と
い
う
題
の
も
と
に
文
献
資
料
解
説
目
録
の
大
要
を
発
表
し
た
。
今
後

の
大
成
を
期
待
す
る
。
日
大
歯
学
部
の
谷
津
三
雄
氏
ら
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
「
明
治
初
年
頃
の
養
生
法
に
つ
い
て
」
、
「
我
が
国
に
お
け
る
救
急
療
法
の

歩
み
と
口
腔
外
科
史
（
第
二
報
）
」
、
「
我
が
国
に
お
け
る
歯
科
麻
酔
史
に
つ

い
て
」
、
「
歯
科
レ
ン
ト
ゲ
ン
学
の
歩
み
に
つ
い
て
」
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
報
告
し

た
。
こ
の
歯
学
関
係
の
医
学
史
を
系
統
的
に
と
り
あ
げ
た
も
の
は
今
ま
で
ほ

と
ん
ど
な
く
、
今
後
ま
す
ま
す
研
究
さ
れ
て
歯
学
医
学
史
を
完
成
さ
れ
ん
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

今
市
正
義
氏
（
徳
島
）
は
「
日
本
の
放
射
線
医
学
と
技
術
を
発
達
さ
せ
た

成
言
に
つ
い
て
」
を
、
特
に
技
術
者
の
立
場
を
強
調
し
て
一
○
種
の
成
耆
に

つ
い
て
種
々
な
る
検
討
を
加
え
青
木
大
輔
氏
（
仙
台
）
は
「
寺
院
の
過
去
帳

に
現
わ
れ
た
岩
手
県
の
飢
饅
の
様
相
」
と
題
し
て
、
少
な
く
と
も
過
去
帳
か

ら
は
餓
死
し
た
も
の
は
少
な
く
、
疫
病
で
死
亡
し
た
も
の
が
多
い
と
考
え
ら

れ
る
と
述
べ
た
。
つ
い
で
ゲ
ー
テ
研
究
の
第
一
人
者
藤
森
速
水
氏
（
大
阪
市

大
産
婦
人
科
）
は
「
ゲ
ー
テ
家
系
を
血
液
型
不
適
合
と
考
え
る
学
説
に
つ
い

て
」
で
氏
独
特
の
注
目
す
べ
き
論
旨
を
展
開
し
た
。

午
後
は
、
蒲
原
宏
氏
（
新
潟
大
医
史
学
）
は
「
砂
蝕
療
治
方
と
志
毒
治
方

考
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
種
点
の
考
証
か
ら
こ
の
両
書
の
原
典
は
同
一
の
も

の
で
あ
る
と
推
定
し
、
筆
者
は
「
南
海
寄
帰
伝
に
み
ら
れ
る
衛
生
学
的
事
項

に
つ
い
て
」
を
、
平
塚
俊
亮
氏
（
神
奈
川
）
は
「
疲
神
」
に
つ
い
て
そ
の
歴

史
的
変
遷
を
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
た
。
宗
田
一
氏
（
吉
富
製
薬
）
は
「
琉
球
本
草

史
の
一
考
察
」
と
題
し
て
、
御
贈
本
草
史
に
つ
い
て
種
々
な
る
検
討
を
加

え
、
佐
藤
文
比
古
氏
（
明
治
薬
大
）
は
「
蘭
方
莨
蒼
考
」
と
題
し
て
、
こ
れ

が
記
載
さ
れ
て
い
る
書
物
に
つ
い
て
莨
若
の
真
実
性
を
考
察
し
た
。
長
門
谷

洋
治
氏
（
日
生
病
院
）
ら
は
「
来
日
外
人
医
学
関
係
者
名
簿
の
作
成
に
つ
い

午
後
一
時
一
○
分
よ
り
総
会
議
事
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
こ
で
最
大
の

問
題
は
財
政
難
で
あ
る
。
雑
誌
の
発
行
も
ど
う
や
ら
軌
道
に
の
り
始
め

た
の
で
本
年
よ
り
年
額
一
五
○
○
円
に
増
額
す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ

た
。
ま
た
原
著
の
投
稿
規
定
も
は
っ
き
り
と
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
は
も
っ
と
早
く
か
ら
行
な
わ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
と
も
あ
れ
、
会
員
数
も
数
年
前
よ
り
約
二
倍
に
増
加
し
た
こ
と

は
、
本
学
会
の
発
展
の
上
に
お
い
て
喜
ば
し
い
事
実
で
あ
る
。
来
年
の

第
一
七
回
日
本
医
学
会
総
会
の
当
分
科
会
の
会
長
は
戸
苅
近
太
郎
氏

（
名
大
名
誉
教
授
）
に
決
定
し
、
三
月
三
一
日
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
会
員
諸
氏
の
積
極
的
な
参
加
を
望
む
次
第
で
あ
る
。
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て
」
を
、
藤
井
亭
巳
氏
（
静
岡
）
は
「
杵
築
藩
侍
医
佐
藤
家
遺
文
集
と
藤
井

方
亭
」
を
そ
れ
ぞ
れ
先
に
発
表
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
さ
ら
に
追
究
し
、
そ

の
成
果
を
報
告
し
た
。
津
田
進
三
氏
（
石
川
）
は
「
宇
田
川
玄
真
訳
印
度
備

要
方
に
つ
い
て
」
で
そ
の
意
義
を
、
大
鳥
關
三
郎
氏
（
慶
大
医
史
学
）
は

「
瘍
科
新
選
の
原
書
」
と
題
し
て
従
来
の
説
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
、
プ
レ
ン
キ
の
外
科
書
を
ゲ
ヅ
セ
ル
が
訳
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
立
証

し
た
。
最
後
の
山
城
正
之
氏
（
阪
大
衛
生
）
の
．
八
○
○
’
一
八
五
○
年

間
の
フ
ラ
ン
ス
衛
生
学
と
法
医
学
」
は
、
当
時
の
医
学
の
主
流
で
あ
っ
た
二

つ
の
医
学
分
野
の
思
想
の
流
れ
お
よ
び
関
連
性
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
っ

た
。

今
年
の
総
会
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
は
会
長
が
従
来
に
比
較
し
て
年
令
が

若
い
こ
と
が
影
響
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
出
席
者
も
今
ま
で
の
学
会
に
比
べ

て
若
い
人
が
極
め
て
多
か
っ
た
。
つ
い
で
一
般
研
究
発
表
の
日
は
前
日
の
晴

天
と
異
な
っ
て
終
日
小
雨
が
降
っ
て
い
た
が
、
出
席
者
は
常
に
四
○
名
内
外

の
多
き
に
達
し
た
こ
と
も
特
異
的
で
あ
っ
た
。
最
近
、
医
師
の
モ
ラ
ル
、
倫

理
、
さ
ら
に
医
学
教
育
の
あ
り
方
な
ど
が
盛
ん
に
論
議
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
を
解
決
す
る
に
は
、
何
と
い
っ
て
も
医
史
学
を
勉
強
す
る
の
が
最
良
の
方

法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
い
っ
て
、
前
記
の
よ
う

な
現
象
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
こ
れ
が
一

時
的
な
も
の
で
な
く
、
年
を
経
る
毎
に
医
史
学
に
対
す
る
関
心
が
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
く
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
に
対
し
て
今
後
一
層

努
力
す
る
必
要
が
あ
る
と
痛
感
し
た
次
第
で
あ
る
。
さ
ら
に
会
費
が
三
年
の

間
に
約
二
倍
に
増
額
さ
れ
た
が
、
最
近
の
印
刷
費
の
高
騰
な
ど
か
ら
み
て
当

然
の
こ
と
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
て
、
こ
れ
と
最
近
の
会
員
数

の
増
加
の
程
度
か
ら
考
え
て
、
今
後
は
雑
誌
の
定
期
的
な
刊
行
が
以
前
よ
り

も
幾
分
楽
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
な
お
一
層
の
本
部
の
努
力
を
お
願
い

編
集
後
記
本
年
第
四
号
を
お
送
り
す
る
。
編
集
と
い
う
こ
と
に
不

馴
れ
の
た
め
、
い
ろ
い
ろ
と
体
裁
の
と
と
な
わ
な
い
と
こ
ろ
が
多
く

各
位
の
御
満
足
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
と

思
う
。
し
か
し
年
四
回
発
行
と
い
う
公
約
を
果
し
得
て
ホ
ッ
と
し
た

感
じ
で
あ
る
の
は
否
み
得
な
い
。
こ
れ
も
各
位
の
御
協
力
の
た
ま
も

の
で
あ
る
と
喜
ん
で
い
る
。
今
後
と
も
こ
の
ペ
ー
ス
を
守
っ
て
一
層

の
努
力
を
続
け
て
行
く
所
存
で
あ
る
。
（
大
烏
記
）

し
、
ま
た
会
員
諸
氏
も
ど
し
ど
し
原
著
を
投
稿
さ
れ
て
川
滑
に
雑
誌
が
発
行

さ
れ
る
よ
う
切
望
し
た
い
。

（
杉
田
記
）

、
＆
、
や
．
Ｌ
‐
抄
．
９
０
〃
．
．
●
ノ
存
。
１
夕
、
、
〆
、
３
〃
、
、
Ｊ
、
〃
。
、
１
．
．
，
０
少
、
８
戸
，
１
．
戸
。
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史
料水

銀
中
毒
の
歴
史
三
浦
豊
彦

医
学
の
あ
ゆ
み
第
五
六
巻
四
号
昭
虹
・
１

枇
界
の
医
学
雑
誌
第
一
巻
一
号

医
学
の
あ
ゆ
み
第
五
六
巻
二
、
四
、
七
、
九
、
十
一
、
十
三
号
昭
岨

ゲ
ー
テ
と
医
学
Ｉ
と
く
に
〃
フ
ァ
ウ
ス
ト
″
を
中
心
と
し
て藤

森
速
水

医
学
の
あ
ゆ
み
第
五
六
巻
九
号
昭
虹
・
２

杉
田
玄
白
た
ち
の
語
学
カ
ー
そ
の
と
き
ど
き
に
Ｉ
緒
方
富
雄

医
学
の
あ
ゆ
み
第
五
六
巻
十
号
昭
仙
・
３

柏
学
園
と
創
立
者
柏
倉
松
蔵
と
く
夫
妻
に
つ
い
て
（
上
）
（
日
本
最
初
の
肢
体

不
自
由
児
施
設
）
蒲
原
宏

日
本
医
事
新
報
二
一
八
五
号
昭
虹
・
３
．
吃

徳
川
期
の
胎
教
の
話
布
施
昌
一

日
本
医
事
新
報
二
二
○
一
号
昭
虹
・
７
．
２

世
界
の
医
学
雑
誌
第
一
巻
一
号

医
学
の
あ
ゆ
み
第
五
八
巻
二
、
十
三
号
昭
“
・
７
．
９

チ
ョ
ン
マ
ゲ
の
不
思
議
の
話
文
化
史
的
な
医
事
散
歩
②

布
施
昌
一

日
本
医
事
新
報
二
二
○
二
号
昭
虹
・
７
．
９

医
史
学
会
に
出
席
し
て
杉
田
暉
道

日
本
医
事
新
報
三
一
○
二
号
昭
“
・
７
．
９

随
筆シ

ー
ポ
ル
ト
考
Ｉ
緑
陰
随
筆
Ｉ
森
下
薫

雑
誌
文
籍

日
本
医
事
新
報
二
二
○
五
号
昭
虹
・
７
．
洲

東
北
最
初
の
脈
分
け
ｌ
緑
陰
随
筆

日
本
医
事
新
報
二
二
○
五
号
昭
虹
・
７
・
卯

杉
田
先
生
第
一
五
○
回
忌
墓
参
の
記
ｌ
緑
陰
随
筆

日
本
医
事
新
報
二
二
○
五
号
昭
虹
・
７
・
訓

繍
身
（
い
れ
づ
み
）
ｌ
緑
陰
随
筆

日
本
医
事
新
報
二
二
○
六
号
昭
虹
・
８
．
６

古
代
開
頭
の
こ
と
ｌ
緑
陰
随
筆

日
本
医
事
新
報
二
二
○
五
号
昭
虹
・
７
・
洲

宝
の
山
‐
ｌ
緑
陰
随
筆

日
本
医
事
新
報
二
二
○
五
号
昭
姐
・
７
．
鋤

小
泉
信
三
先
生
の
ら
い
患
者
へ
の
御
厚
情

緑
陰
随
筆

日
本
医
事
新
報
二
二
○
五
号
昭
虹
・
７
・
鋤

小
泉
信
三
先
生
ｌ
緑
陰
随
筆

日
本
医
事
新
報
二
二
○
六
号
昭
虹
・
８
．
６

シ
ェ
リ
ン
グ
ト
ン
Ｉ
緑
陰
随
筆

日
本
医
事
新
報
二
二
○
六
号
昭
虹
・
８
．
６

医
学
史
の
旅
ロ
ン
ド
ン
と
パ
リ
を
中
心
に

医
学
の
あ
ゆ
み
第
五
七
巻
七
○
九
’
一
三
頁

伝
記

土
肥
慶
蔵
先
生
の
生
誕
百
年
を
迎
え
て

医
学
の
あ
ゆ
み
五
七
巻
七
六
八
’
七
七
○
頁

土
肥
慶
蔵
先
生
生
誕
百
年

日
本
医
事
新
報
二
二
○
五
号
冊
虹
・
７
．
洲

土
肥
先
生
御
生
誕
百
年
祭
に
列
席
し
て

保
坂
孝
雄

篠
田

中
島
紀
行

津
田
進
三

中
田
瑞
穂

林
芳
信

本
間
三
郎

阿
部
達
夫

本
田

力
ロ
利
１

日
４

北
村
包
彦

皆
見
省
吾

北
村
精
一

一
一
一

●I
不し
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書
評

川
柳
よ
り
見
た
明
治
時
代
の
医
療
、
衛
生
（
疾
病
篇
二
）
山
本
成
之
助

日
本
医
事
新
報
二
一
八
八
号
昭
虹
・
４
．
２

川
柳
よ
り
見
た
明
治
時
代
の
医
療
、
衛
生
（
医
術
篇
）

山
本
成
之
助

日
本
医
事
新
報
二
二
○
一
号
昭
“
・
７
．
２

川
柳
よ
り
見
た
明
治
時
代
の
医
療
、
衛
生
（
医
術
篇
）
山
本
成
之
助

日
本
医
事
新
報
二
二
○
二
号
昭
虹
・
７
．
９

日
本
医
事
新
報
二
二
○
五
号
昭
“
・
７
．
鋤

天
野
重
安
先
生
の
こ
と
遺
文
集
「
鏡
頭
無
心
」
を
読
み
て白

崎
昭
一
郎

日
本
医
事
新
報
一
二
八
二
号
昭
虹
・
２
・
的

多
紀
元
堅
の
手
紙
④
佐
藤
静
馬

日
本
医
事
新
報
二
一
八
八
号
昭
虹
・
４
．
２

大
島
蘭
三
郎
１
人
ｌ

日
本
医
事
新
報
二
二
○
一
号
昭
虹
・
７
．
２

今
裕
先
生
の
手
紙
（
関
場
不
二
彦
宛
）
安
西
安
周

日
本
医
事
新
報
二
二
○
六
号
昭
似
・
８
・
６

土
肥
先
生
野
村
茂

日
本
医
事
新
報
二
二
○
六
号
昭
虹
・
８
．
６

長
与
又
郎
先
生
の
思
い
出
池
田
苗
夫

日
本
医
事
新
報
二
二
○
六
号
昭
“
・
８
．
６

林
香
苗
君
を
想
う

西
丸
和
義

日
本
医
事
新
報
二
二
○
六
号
昭
俎
・
８
．
６

医
療

小
笠
原
登
著
漢
法
医
学
に
於
け
る
癩
の
研
究
大
矢
全
節

日
本
医
事
新
報
二
二
○
一
号
昭
虹
・
７
．
２

国
の
『
司
目
昌
著
目
の
、
胃
斧
ｇ
①
目
里
号
盲
目
①
号
旨
①
、

小
川
鼎
三

医
学
の
あ
ゆ
み
五
七
巻
六
五
九
頁
昭
但

雑○
口
１
○
の
冒
色
回
国
巳
当
（
岳
麓
ｌ
こ
ぶ
）
死
後
五
○
年
記
念
切
手
（
キ
ュ

ー
バ
）
一
九
六
五
年
八
月
緒
方
富
雄

医
学
の
あ
ゆ
み
五
六
巻
一
九
頁
昭
“
・
１

匡
吻
目
（
畠
冒
ｌ
岳
届
）
の
防
腐
手
術
法
の
発
見
百
年
記
念
切
手
（
イ
ギ
リ

ス
）
一
九
六
五
・
九
緒
方
富
雄

医
学
の
あ
ゆ
み
五
六
巻
四
六
二
頁
昭
虹
・
２

静
ヨ
ョ
の
盲
儲
（
屋
岳
ｌ
屋
忠
）
死
後
百
年
記
念
切
手
（
ハ
ン
ガ
リ
ア
）
一

九
六
五
、
八
月
緒
方
富
雄

医
学
の
あ
ゆ
み
五
六
巻
七
二
七
頁
昭
“
・
３

四
局
函
の
の
生
誕
千
百
年
記
念
切
手
（
イ
ラ
ン
）
一
九
六
四
・
十
二
月

医
学
の
あ
ゆ
み
五
七
巻
二
二
貝
昭
似

緒
方
富
雄
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日
本
医
史
学
会
六
月
例
会
は
左
記
の
次
第
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

日
時
六
月
十
八
日
（
土
）
午
後
二
時
’
五
時

場
所
慶
応
大
学
医
学
部
北
里
図
書
館
会
議
室

演
題
一
、
再
び
「
瘍
科
新
選
」
に
つ
い
て

大
鳥
蘭
三
郎

一
、
医
史
学
雑
記
（
１
）

小
川
鼎
三

脚
パ
イ
エ
ル
氏
板
の
発
見
者
は
誰
か

⑥
セ
リ
ウ
ス
と
モ
ス
ト

第
一
席
演
者
は
去
る
五
月
に
開
か
れ
た
日
本
医
史
学
会
総
会
で
「
瘍
科

新
選
」
の
原
著
に
つ
い
て
と
題
し
て
報
告
し
た
が
、
こ
れ
を
補
足
し
て
、
杉

田
立
卿
が
「
瘍
科
新
選
」
を
訳
述
す
る
際
に
直
接
依
拠
し
た
オ
ラ
ン
ダ
の
医

書
は
プ
レ
ン
キ
の
ド
イ
ツ
語
原
書
を
オ
ラ
ン
ダ
の
ゲ
ヅ
シ
ェ
ル
が
オ
ラ
ン
ダ

語
訳
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
多
く
の
史
料
に
も
と
ず
い
て
明
ら
か
に
し
た
。

第
二
席
演
者
は
「
医
史
学
雑
記
」
と
題
し
て
、
二
題
に
分
け
て
報
告
し

た
。
腸
の
内
壁
に
存
在
す
る
い
わ
ゆ
る
パ
ィ
エ
ル
氏
板
発
見
の
プ
リ
オ
テ
ー

ト
に
つ
き
諸
説
を
紹
介
し
、
結
論
と
し
て
演
者
は
日
本
に
あ
っ
て
こ
の
問
題

の
決
着
を
つ
け
る
の
は
困
難
で
は
な
か
ろ
う
か
と
述
べ
た
。
つ
ぎ
に
江
戸
時

代
末
期
の
口
本
の
医
学
に
著
訳
書
を
通
じ
て
多
く
の
影
響
を
与
え
た
セ
リ
ウ

ス
と
モ
ス
ト
の
事
跡
を
中
心
と
し
て
説
明
し
た
。

（
両
氏
の
演
説
内
容
は
迫
て
本
誌
に
掲
載
の
予
定
）

出
席
者

高
橋
博
行
羽
倉
敬
尚
小
川
鼎
二
大
鳥
蘭
三
郎
馬
場
明

会
例
会
記
事

く
く
く
く
く
く
く
く
４
く
４
く
く
く
く
て

；

盆全…

久
志
本
常
孝
鮫
島
近
二
佐
藤
文
比
古
福
島
博
片
桐
一
男

大
塚
恭
男
陳
徳
本
関
根
正
雄
石
原
明
中
里
竜
瑛

日
本
医
史
学
会
七
月
例
会
は
つ
ぎ
の
次
第
で
行
な
わ
れ
た
。

日
時
七
月
九
日
（
土
）
午
後
二
時

場
所
東
大
医
学
部
中
央
図
書
館
史
料
室

演
題
一
、
東
独
版
パ
ピ
ル
ス
医
学
文
献
の
紹
介

大
塚
恭
男

一
、
久
志
本
常
顕
に
つ
い
て

久
志
本
常
孝

第
一
席
パ
ピ
ル
ス
医
学
文
献
は
古
代
エ
ジ
プ
ト
医
学
を
知
る
た
め
に
貴

重
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
演
者
は
先
頃
渡
欧
さ
れ

た
折
に
入
手
さ
れ
た
東
独
版
パ
ピ
ル
ス
医
学
文
献
を
供
覧
、
紹
介
さ
れ
た
。

第
二
席
久
志
本
家
は
伊
勢
神
宮
医
家
と
し
て
永
世
続
い
た
家
系
と
し
て

著
名
で
あ
る
。
演
者
は
そ
の
う
ち
で
も
特
異
な
存
在
で
あ
っ
た
久
志
本
常
顕

に
つ
い
て
そ
の
事
跡
を
中
心
に
話
さ
れ
た
。

（
両
氏
の
講
演
内
容
は
追
て
本
紙
に
掲
載
の
予
定
）

右
が
終
っ
て
午
後
四
時
よ
り
大
鳥
蘭
三
郎
博
士
の
慶
応
義
塾
大
学
医
学
部

医
史
学
教
授
に
昇
進
を
祝
賀
す
る
パ
ー
テ
ィ
ー
が
東
大
医
学
部
中
央
地
下
の

食
堂
に
お
い
て
開
か
れ
た
、
出
席
者
二
十
数
名
、
大
阪
の
医
学
史
研
究
会
よ

り
祝
電
が
あ
っ
た
、
内
山
孝
一
、
鈴
木
正
夫
、
緒
方
富
雄
、
小
川
鼎
三
な
ど

諸
氏
の
祝
辞
が
あ
り
、
大
鳥
教
授
の
答
辞
が
な
さ
れ
て
、
ビ
ー
ル
の
満
を
ひ

き
、
和
気
あ
い
あ
い
の
甚
だ
快
よ
き
集
ま
り
で
あ
っ
た
、
口
本
の
医
学
の
水

準
を
い
っ
そ
う
高
め
る
た
め
、
ま
た
医
道
の
振
興
を
図
る
た
め
に
、
医
史
学

の
研
究
を
ま
す
ま
す
盛
ん
に
す
べ
き
こ
と
を
誓
い
合
い
、
慶
応
大
学
が
そ
の

専
門
の
教
授
の
席
を
設
け
て
最
適
任
者
を
宛
て
た
こ
と
に
満
腱
の
敬
意
を
は

ら
う
こ
と
が
参
会
者
一
同
の
異
口
同
音
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
、
大
鳥
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小
浜
訪
問
記
１
１
玄
白
筆
蹟
の
発
見
ｌ
ｌ

去
る
六
月
十
日
、
福
井
県
大
野
市
で
開
催
さ
れ
た
蘭
学
資
料
研
究
会
大
会

に
参
加
す
る
前
日
を
利
用
し
て
小
浜
市
を
訪
れ
た
。
執
筆
中
の
小
浜
藩
医
杉

田
玄
白
伝
に
加
う
べ
き
資
料
の
探
索
と
、
若
干
の
期
間
で
は
あ
る
が
玄
口
が

起
居
し
た
小
浜
の
風
光
に
接
し
た
い
が
た
め
で
あ
っ
た
。
当
日
、
早
朝
六
時

に
千
葉
県
船
橋
市
の
自
宅
を
出
立
、
東
京
か
ら
新
幹
線
こ
だ
ま
号
に
て
七
時

三
十
五
分
発
、
十
時
五
十
四
分
に
米
原
で
急
行
こ
が
れ
号
に
乗
り
替
え
、
敦

賀
で
再
度
乗
り
替
え
て
小
浜
駅
に
降
り
立
っ
た
の
が
午
後
一
時
七
分
。
降
り

続
い
た
雨
も
こ
の
時
に
は
止
み
、
笠
原
清
氏
の
御
連
絡
に
よ
り
出
迎
え
て
下

さ
っ
た
笠
原
輝
子
先
生
の
御
案
内
で
、
早
速
小
浜
市
立
図
書
館
へ
向
う
。
図

書
館
で
は
小
浜
郷
土
史
研
究
会
長
の
赤
見
貞
先
生
が
司
書
小
畑
昭
八
氏
と
と

も
に
快
く
迎
え
て
下
さ
れ
た
。
二
階
の
特
別
室
に
は
、
悪
天
候
に
も
拘
ら

ず
、
借
用
・
調
達
し
て
下
さ
れ
た
史
料
が
私
を
待
っ
て
い
た
。
新
し
い
史
料

に
接
す
る
一
瞬
、
私
は
何
時
も
息
を
の
む
。
張
り
つ
め
た
こ
の
一
瞬
が
快

い
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
私
は
研
究
の
旅
を
続
け
る
。
こ
の
日
の
収
穫
は
紛
れ

も
な
き
玄
白
の
筆
蹟
二
点
。
そ
れ
は
半
切
の
書
幅
一
点
と
茶
掛
け
風
の
一
点

で
あ
る
。
私
は
即
座
に
玄
白
の
晩
年
の
筆
と
見
た
。
玄
白
の
枯
れ
た
筆
先
は

教
授
の
御
健
康
と
御
発
展
を
祈
っ
て
乾
杯
し
午
後
六
時
ご
ろ
散
会
し
た
。

（
小
川
記
）

出
席
者

羽
倉
敬
尚
大
塚
恭
男
石
原
明
久
志
本
常
孝
福
島
博

鈴
木
正
夫
緒
方
富
雄
大
鳥
蘭
三
郎
関
根
正
雄
木
村
雄
吉

馬
場
明
岸
本
頼
子
小
川
鼎
三
中
里
竜
瑛
高
橋
博
行

今
田
見
信
本
間
達
雄
赤
須
通
美
山
田
光
胤
田
淵
轍

相
見
三
郎
塩
沢
香
大
東
昭
雄

難
解
で
あ
る
。
カ
メ
ラ
に
収
め
た
あ
と
、
そ
の
解
読
に
骨
が
折
れ
た
。
赤
見

笠
原
両
先
生
と
三
人
、
五
時
近
く
ま
で
あ
れ
こ
れ
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
た
。
し

か
し
轡
十
文
字
が
い
く
つ
も
残
っ
た
。
宿
題
に
し
た
の
で
あ
る
。
記
念
の
ス

ナ
ッ
プ
を
撮
っ
て
、
赤
見
・
小
畑
両
氏
に
謝
意
を
申
し
述
べ
、
図
書
館
を
辞

去
し
た
。
夕
暮
の
間
近
か
な
小
浜
の
街
を
笠
原
先
生
の
案
内
で
小
浜
公
園
脇

の
古
刹
高
成
寺
へ
急
い
だ
。
そ
こ
に
は
同
じ
く
小
浜
藩
医
だ
っ
た
中
川
淳
庵

の
碑
が
あ
る
・
カ
メ
ラ
に
収
め
、
次
い
で
公
園
に
登
り
佐
久
間
艇
長
の
記
念

像
を
見
、
転
じ
て
小
浜
湾
の
美
景
を
楽
し
む
。
そ
の
夜
は
旧
小
渡
藩
槍
奉
行

の
家
、
笠
原
邸
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
行
き
届
い
た
庭
の
心
字
池
の
鯉
と
根

無
し
松
が
珍
し
く
、
印
象
的
だ
っ
た
。
こ
の
松
は
酒
井
侯
が
親
し
く
歩
を
運

ば
れ
、
観
賞
さ
れ
た
も
の
と
の
こ
と
で
あ
る
。
掲
げ
て
あ
っ
た
「
松
風
清
韻

不
遠
不
近
」
の
扁
頭
が
い
か
に
も
似
つ
か
わ
し
い
お
部
屋
で
あ
っ
た
。
翌
朝

の
浜
辺
、
玄
白
も
こ
の
潮
風
の
味
を
胸
深
く
し
た
こ
と
と
感
懐
一
入
。
大
野

大
会
へ
の
車
中
の
人
と
な
っ
た
。
文
明
の
世
の
旅
と
は
い
え
、
東
の
海
辺
か

ら
西
の
海
辺
ま
で
半
日
に
狭
め
ら
れ
た
行
程
。
そ
れ
に
も
増
し
て
、
快
く
、

か
つ
温
か
く
連
絡
や
ら
御
世
話
を
し
て
下
さ
っ
た
笠
原
輝
子
、
情
、
赤
見

貞
、
小
畑
昭
八
郎
の
各
氏
な
ら
び
に
史
料
の
貸
覧
を
許
さ
れ
た
川
村
信
人
、

田
中
雅
次
郎
の
両
氏
に
は
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
玄
白
の

筆
「
生
来
八
十
有
余
年
、
別
学
神
仙
不
得
便
、
開
巻
相
看
堪
一
笑
、
分
身
千

古
此
中
伝
」
な
る
半
切
と
、
帰
京
後
わ
か
っ
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
天
明
七

年
十
月
十
七
日
の
「
生
隠
亭
漫
興
五
首
」
な
る
茶
掛
け
と
は
、
と
も
に
学
界

に
と
っ
て
新
史
料
と
い
う
べ
く
、
詳
細
は
他
日
改
め
て
紹
介
の
筆
を
執
り
た

い
と
思
う
。
一
九
六
六
・
七
・
一
七
記

（
片
桐
一
男
）

（103）
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医家謹告

漢法処方の近代化

常用漢方処方のエキス化(錠･散)に成功／

古方・後世方の漢方処方で，現在，医家の常用

されるものは，ほとんど製造発売しています。

小太郎漢方エキス剤は

■従来，煎剤として投与していた漢方処方を，当社研究所にて真空技術

による製剤化を開発し，脱水乾燥して粉末および錠剤としたものです。

■配合生薬をオートクレープにより抽出し，含有成分のすべてと揮発し

やすい精油成分を完全回収し，真空減圧乾燥法を行なったものです。

■原料生薬の品質管理および製造工程管理は，当社研究所のスタッフに

より厳重になされております。

■漢方エキス剤は一般薬品と同様に，そのまま分包し，投与することが

できます。

■漢方エキス剤の有効成分は，常に一定に保たれております。

従来，漢方薬をご使用なき医家も，簡単に安心してご使用願えます。

呈文献・リスト

小太郎漢方製薬株式会社
本社・大阪市東区道修町2TEL(203)0084
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